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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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エピローグ




　あとがき







　プロローグ







　若わか林ばやし練れん司じの手が自然と武器に触ふれる。

　Ｄアームと呼ばれる、地上最強の武器。

　その一つである薄うす緑みどりは、練司の左ひだり腰こしに提さげられている。いつでも抜ばつ刀とうできるように柄つかを握にぎり、その感かん触しよくを確かめる。

「ふぅ……」

　目を閉じ、そしてまた開く。

　眼前に置かれているのは、居合い用の巻まき藁わら。

　練司が所属している弁べん慶けい機関のトレーニングルームで支給される練習用の巻藁に対し、練司は低く腰を落として抜刀の姿勢を取った。

　巻藁の中には、鋼鉄が入っている。

　否いな、直径五十センチの鋼鉄のポールを藁で包んだものだ。

『良いぞ、練司』

「──いくぜ」

　一呼吸で抜刀する。

　その勢いで巻藁を切断した。

　重い音を立てて転がる巻藁を見つめたまま、そっと刀を鞘さやに戻もどす。

　流れるような一連の動作に、一いつ切さいの迷いは存在しない。

　一いつ介かいの高校生が一朝一いつ夕せきで身につけるのは不可能な、達人の技である。

　しかし練司はそれを会え得とくした。

『どうじゃ練司？』

「ああ。前よりもしっくりくる。お前と繫つながってる感じがする」

　常人には真似まねのできない真似をする──それがＤアームが秘ひ匿とくされる理由だ。剣けんを強くするのは肉体だけでなく、意志の強さもダイレクトに影えい響きようする。Ｄアームとの繫がりは、伝承者テイルキーパーと武器を双そう方ほうとも強化するのだ。

「けど、これでもグングニルに勝てるとは思えない」

　最強のＤアーム。

　北ほく欧おう神話の主神オーディンが使用した槍やり。

　それが作った軍団が、日本に侵しん攻こうしようとしている。

　いずれ世界を巻き込む戦争が始まろうとしている今、練司には身体からだを鍛きたえる事しかできなかった。

　難しい事は練司には分からない。

　おそらく今いま頃ごろ、上層部が戦略を練っているのだろう。刀を振ふるう事しか能のない練司は、それに従うだけ。兵隊として命を懸かけるだけだ。

　その上司の一人でもある三課の課長は、先ほどからうろうろ歩きながら電話をしている。こうしてみると商社のサラリーマンにしか見えない。

「ああ、どうもどうも。そちらの上司に代わってくれる？　はい。ああ、もしもし。弁慶機関の者です。はい。どうもどうも」

　トレーニングルームの隅すみっこでにこやかに話している課長。

「──で、本題なんですけど、あのですね、ちょっとだけ時間が欲ほしいんですわ。ええ、まだこちらの──そう、そうなんです。なので、はい、一週間ほど待っていただけると──あ、そうですか。ありがとうございます。はい。詳くわしい話は上の方からまた連れん絡らくさせますので、ええと、この電話番号でいいですか？　はい、わかりました。失礼します」

　やたら腰の低い態度で電話をしていた課長は、ケータイを切るとほっと一息ついた。

「やれやれ、ようやく繫がってくれたよ」

「課長、誰だれと話してたんですか？」

「グングニル」

「はい？」

　思わず目を見開いて聞き返してしまう。

「だから、グングニル。戦争をちょっと待ってもらおうと思ってさ」







　１　Ｄｒａｓｔｉｃ







　東京は様変わりした。

　それまでは日本の首都として、また経済の中心として活動していた文字通りの都だったものが、今では閑かん散さんとしている。

　政府による避ひ難なん命めい令れいが出てから、東京から人がいなくなった。

　二十三区はもちろん、近きん隣りんの市まで命令オーダーは下り、人々は荷物をまとめて次々に都外へと脱だつ出しゆつをした。

　普ふ通つう、国から命令オーダーが出されたとは言え、はいそうですかと頷うなずける人間は少ない。実際、東京に残っている人間はまだ多い。仮に命令オーダーに従ったとしても、一千万人以上の人間がすぐに移動できるはずがない。

　弁べん慶けい機関の調べでは、人口の半分が残っているという。

　動かしたのは、自らの意志。

　日本を脅おびやかす軍勢が迫せまっている事を、国はとうとう公表した。

　Ｄアームという名前は出さず、ただ戦術核かく以上の力を持ったテロリスト集団が迫っていると国民に知らしめたのだ。

　信じられるわけがない。

　まるでアニメかマンガのような馬ば鹿かげた話だ。

　力を持った侵しん略りやく者が日本を攻せめてくるなど、フィクションに出てくる悪の組織そのものではないか。

　だが、それも現実を目まの当たりにすれば変わる。

　東京湾わんから出航したイージス艦かん五隻せきに、駆く逐ちく艦かんが十隻、まとめて綺き麗れいに消しよう滅めつした動画をあらゆるメディアで報道されれば笑っていられない。

　東京に住む人間は南の沖おきで放たれたまばゆい光を肉眼で見たはずだ。動画に関するネットでの議論は、目もく撃げき者たちの口くち添ぞえによって真実味を帯びる。

　都民の逃とう亡ぼうは素す早ばやかった。

　初日はそのサポートに弁慶機関の全兵力を使った。

　一週間後の決戦が終わっても、自宅に帰れる保証はない。

　それでも「予測できる災害」から身を守れるのは幸運だと感じた者の方が多かった。高速道路は日夜渋じゆう滞たいになったが、やがて全すべての道路もまばらになった。

　命知らずな見物人や自殺志願者が逆に東京にやってくるケースもあったが、それらは黙もく殺さつされる事になった。命知らずの面めん倒どうまで見る余よ裕ゆうは、弁慶機関にはない。

　混乱に乗じて盗ぬすみをはたらく者も現れたが、それらは残らず捕とらえられた。

　一いつ般ぱん市民は逃にげ出したが、逆に全国から警察と自衛隊が集結し、弁慶機関の探たん索さく能力で盗人ぬすつとを捕らえるように動いたのだ。千里眼の能力をフルに生かした警備である。

　敵が戦争を目的としてＤアームを使うのであれば、弁慶機関はそれを平和利用する。

　千里眼だけでなく、怪かい力りき、俊しゆん足そく、時空歪わい曲きよくなど、あらゆる能力が都民の脱出のために惜おしみなく使われた。もちろん、最新のテクノロジーと偽いつわって。

　そして、それ以外の能力を持つ者は、ひたすら技の研けん鑽さんに励はげむ。

　かねてから己おのれの未熟さを自覚している若わか林ばやし練れん司じにとって、これが最後の訓練になるかもしれないのだ。







「お願いします！」

　戦せん闘とう服に身を包んだ練司は、一礼して剣を構える。

　抜ぬき身みの薄うす緑みどり──つまり真剣だ。

　対するは横よこ幅はばが練司の二倍はありそうな男が二人。どちらも同じように剣を持っており、それぞれ八はつ双そうと居合いの構えを取っている。

　どちらも弁慶機関第一課に所属する名うての剣士だ。

　それを二人相手にして、練司は臆おくせず前に出る。

「はっ！」

　かけ声と蹴けり足あし、そして斬ざん撃げきを同時に繰くり出した。

　薄緑の力で羽う毛もうのように軽くなった練司の足は、たった一蹴りで相手の懐ふところへ飛び込む。斜ななめ上から繰り出した剣は、巨きよ体たいを袈け裟さ懸がけに斬きった──はずだった。

「よっ、と」

　練司の素早い剣を、相手は簡単に避よけた。

　まるで最初から練司の行動が見えているかのように、軽く後ろに下がっていた。それだけで練司の行動の全てが封ふうじられてしまった。

　剣を振り下ろした勢いを殺せず、敵に背中を見せている。

　そして相手はそんな練司の身体に、躊ちゆう躇ちよなく真剣を振り下ろした。

「うおおおおおっ！」

　練司は避けも止まりもせず、前に飛んだ。

　床ゆかを蹴り、トレーニングルームの壁かべを蹴って宙返りする。「軽かる業わざ」の能力があれば、このような身軽な動きができる上、今までの経験と勘かんが敵の位置を察知できる。

「ほっ！」

　しかし敵は一人ではない。

　練司が避けた一撃の他ほかに、もう一撃。二人目の剣がフェンシングのように練司の胴どう体たいを狙ねらう。単純な刺し突とつだが、速さは音速に近い。

「くっ！」

　練司が身体を捻ひねるが、脇わき腹ばらの肉を刺さされた。

「いっ……！」

　痛みに顔をしかめつつ、床に着地。

　その時には、すでに二振りの剣に挟はさまれていた。

「はい、おしまい」

「イイ感じになってきたけど、まだ遅おそいな」

　一課の二人は余裕の表情で練司を見下ろしていた。

「……ありがとう、ございました」

　悔くやしそうな顔で練司が負けを認める。

　Ｄアームの専門家が揃そろう弁慶機関の、戦闘専門の一課が二人相手になって、数秒耐たえただけでも特筆すべき戦闘能力である。

　しかし練司は不服である。

　──それじゃ足りない。

　一週間後に起きるのは、紛まぎれもない戦争なのだ。

　負けてヘラヘラ笑っているような場合ではない。

　最強を誇ほこる一課ですら勝てるかどうか分からない敵が、軍団となって襲おそってくるのだ。今のままでは足手まといにしかならない。

「ま、そこまで気負うなよ、練司」

　練司を刺した一課の男──副長代理の崎さき本もとは、窓の外を見て苦く笑しようする。

「実戦は奥が深い。今みたいに二人同時に相手する時もあれば、平地で戦うとも限らん。何がプラスやマイナスにはたらくか、俺たちも分からないんだ」

　崎本の言葉は、一理ある。

　今まで練司が戦ってきた場所は、建物の中がほとんどだった。かろうじて床がある程度で、そこも破は壊かいされたり切断されたりしたものだ。まともな地形とは言い難がたい。

「グングニルの軍勢は、もっと増えるかもしれない」

　練司の呟つぶやきに、先せん輩ぱい二人が首しゆ肯こうする。

　あらゆる兵力、あらゆる能力、あらゆる手段を使って日本を攻めてくる。

　それに対たい抗こうするには、こちらも全ての戦術に対抗できるよう、準備する必要がある。

「ま、正々堂々来てくれるだけありがたい」

　崎本の言葉に、練司も同意する。

　なんと今回の戦い、グングニルが全面的に協力してくれたのだ。

　国民に危険が迫っている事を示すために、無人の艦隊をできるだけ派手に破壊してくれたのも、グングニルと事前に示し合わせた行動だ。

　課長の電話によって与あたえられたものは、戦争の準備期間だった。

　一週間、グングニルは攻こう撃げきしない。

　その間、国民が避難するために協力は惜しまない。

　この二つの条件に、グングニルは嫌いやがるどころか積極的に賛成したという。

　世界を滅ほろぼす力を持つＤアームがくれた束つかの間の準備期間、こちらは一秒でも無む駄だにできない。

「すみません、もう一度お願いします！」

　練司は薄緑の柄つかを握にぎり、立ち上がる。

　掠かすめた脇腹に激痛が走るが、すぐになくなる。傷が癒いえたわけではないが、アドレナリンが痛みを消しているのだ。

　一課の二人は苦笑しつつも、練司に剣けんを向ける。

　それだけでは飽あき足らず、練司はトレーニングルームの隅すみでストレッチをしていた同どう僚りようにも声をかける。

「ライラ！　お前も手伝え！」

「……いいのか？」

　問いかけつつ、片かた剣つるぎライラは真しん剣けんを抜く。

　練司の上司にして友人のライラは、友だからと手を抜いたりはしない。むしろ練司が本当に欲ほしがっているものが分かっているので、躊躇せずに剣を抜ける。

「いざ」

　ライラの持つＤアーム、八はつ丁ちよう念ねん仏ぶつ団だん子ご刺ざしが怪あやしい輝かがやきを放つ。内包している剣気は一いつ切さい外に出ず、静せい謐ひつな輝きを讃たたえている。

　それを手にするライラは、汗あせまみれの練司とは違ちがい、涼すずやかな笑えみを向けている。

　この笑顔が数瞬後に炎ほのおも凍こおる冷たいものに変わる事を、練司は知っていた。

「薄緑、いくぞ」

『あまり無理をするな。本番前に死んでは元も子もないぞ』

　柄からあくび混じりの声。剣気を放出する必要がないので、薄緑は気楽なものだ。

　しかし練司はどんな時でも楽にはなれない。

「どのみち、今から無理しないと本番では確実に死ぬ」

「よく言った、練司」

　ライラがニヤリと笑う。

　先日の東京ドームで、練司は大口を叩たたいた。

　全てを敵に回しても、大切な人を手に入れると宣言した。

　そして、それを実行した。

　練司は自分と仲間の力でもって、幼おさな馴な染じみの一いち条じよういすかをこの手に取り戻もどす事ができたのだ。

　力こそが正義。

　その理り屈くつが通用するのが、Ｄアームの世界。

　ならばより強大な力に対抗するためには、やはり力をつけなければならない。

　叩いた大口が、自分の身の丈たけに合うように成長すべきなのだ。

　だが──

「いくぞ」

　ライラの姿が消えた。

　気配のみを頼たよりに、練司は前に走る。

「っ⁉」

　ライラの肩かたとぶつかった。

　彼女よりも後から動き、そして速さで勝まさる練司はライラの懐に飛び込んでその剣の勢いを殺したのだ。

　そうしてライラの胴に手を回す。

「ほう！」

　一課の先輩二人が感心する。

　練司はライラの身体からだを盾たてにしたのだ。彼女に密着し、遮しや蔽へい物にする。これなら崎本たちは攻撃できない。

　そう考えていたのだが、

「……練司。お前はバカだな」

　ライラが首を横に振ふる。

「なんでだよ？」

「敵はグングニルに一度殺された者たちだぞ？　人間にしろＤアームにしろ、死を恐おそれない連中に人間の盾が通用するか」

「あ……」

　グングニルの能力は、殺した者の魂たましいを従えるという恐ろしいもの。

　ゾンビの方がまだマシだ。グングニルの部下たちは、強きよう靭じんな肉体も高潔な魂もある戦士そのものの軍団なのだ。加えて、死を恐れないときている。

「それに、私たちも同じだ」

　盾にされたまま、ライラは剣を持ち、その切っ先を自分の腹にあてた。

「同じ状じよう況きようになれば、私は身体ごと敵を貫つらぬくつもりだ。命を捨てるわけではないが、それで大勢の命が助かるならば、伝承者テイルキーパーとして殉じゆんじよう」

「……そっか」

　練司はライラから離はなれる。

　一ひと太刀たちも受けていないのに、完全に敗北したと思った。

　まだ、甘かった。

　人としての常識に囚とらわれすぎている。

「練司、お前少し休め」

　崎本が練司の肩を叩く。

「いえ、まだやれます！」

「ああ、違う、そうじゃなくて」

「？」

「お前、このままだと剣の型が崩くずれる。がむしゃらに剣を振ってるから筋肉はついてるけど、それだと動きと身体がバラバラになっちまう」

　崎本が練司の腕うでを握る。軽く力を入れてみると、パンパンに腫はれているようだ。全身を乳酸が駆かけ巡めぐっている気がする。

「Ｄアームの強さは、力だけじゃない。身体を休めつつ、精神の鍛たん錬れんに励はげめ」

「……はい」

　自分よりずっと長くＤアームに触ふれている先輩の言葉を無視するわけにはいかない。

　強くなるためならば、どんな方法でも試ためすのみ。

「練司」

　刀を鞘さやに戻し、戻ろうとする練司を呼び止めるライラ。

　少しだけ上気した顔で、彼女は強く頷うなずいた。

「私もお前に負けないように修しゆ行ぎようする。必ず勝つぞ」

「ああ。またみんなで遊びに行こうな」

「うん」

　晴れ晴れとしたライラの顔は、美しさよりも明るさが勝っている。こんなライラの顔をまた見られるのであれば、生きる価値も高まるというものだ。







　熱いシャワーが傷口に染しみる。

「つつ……」

　刺さされた脇わき腹ばらや斬きられた肩の血を洗い流す練司。

　伝承者テイルキーパーになって日が浅いが、近ちか頃ごろは傷の治りが早くなっているように感じられる。Ｄアームから発せられる剣気がより身体に馴な染じむ事で、接せつ着ちやく剤ざいのような役割を果たしていると聞く。

　つまり厳密には身体そのものの治ち癒ゆ力は変わっていない。緊きん急きゆう時にガムテープで傷口をふさいでいるようなものである。

　それ以上の大きなケガになると、医者を通り越こして治癒能力を持つＤアームの出番になる。すでに医務室は満員で、できれば練司も世話になりたくない。

「上手うまくいかねぇな……」

　シャワー室の壁かべにもたれながら、練司は目を閉じる。

　特訓の成果か、一課のバケモノ連中相手にもそこそこ勝てるようになってきた。ライラとも互ご角かくに剣を交える事ができたし、その成長は自分でも自覚できるほどだ。

　それでも足りないと感じる。

　この先に待ち受けている命のやりとりは、ちょっと強くなった程度では意味がない。

　半はん端ぱに強くなってもいけない。グングニルは死者の魂を従える。つまり殺された場合、自身か仲間に武器を向ける事になってしまうのだ。

　そうならないためにも、圧あつ倒とう的な強さで敵をねじ伏ふせる必要がある。

「…………はぁ」

　シャワーの音に耳を傾かたむけながら、練司はこの場にいない幼馴染みの事を考える。

　いすかのために強くなった。

　彼女を守るために、剣を取った。

　そうして戦い続けた結果、練司の剣はさらに多くのものを欲しがるようになった。

　薄緑の宿敵である、イマの命。

　一いつ緒しよに戦ってくれる仲間の命。

　それら全すべてを思いのままにするために、強くなる。

　しかし──

「あー、いかんいかん」

　ダメだ、またネガティブな考えになっている。

　練司は自分の頭を小こ突づいた。

　自覚できるだけ、まだマシな方だ。

　一人になると、いつもこうだ。

　普ふ段だんは薄緑や糸いとがいるから、余計な考えごとをしているヒマを与あたえてくれない。それが本当にありがたい。

　この場には誰だれもいないから、つい悪い考えにふけってしまう。

　とっとと着き替がえて食事でもしよう。

　そう思って目を開けると──

「──フフ」

　女と目が合った。

「どわあああああぁぁっ！」

　慌あわててタオルで身体を隠かくす。

　ここは男子の、しかも個室のシャワールームだ。

「お、おま、お前、どうやって⁉」

「……ふつうにとびらをあけて」

「そ、そうか……俺が気づかなかっただけか」

　目を閉じていたのと、シャワーの音でかき消されていたようだ。

「それは分かったから、出てけ。蜘く蛛も切きり丸まる」

「……？」

「なんで不思議そうな顔してるんだよ。ここは男子シャワー室で、しかも俺が入ってる個室だろうが」

「うふふ」

　彼女──薄緑の人格の一人、〝蜘蛛切丸〟は平然と笑っている。

　シャワーを止めていないので、彼女の髪かみも服も濡ぬれてしまっているが、そんな事はまったく意に介かいしていない。透すき通るような長い金きん髪ぱつも、うっすら肌はだが透けて見える薄うすい襦じゆ袢ばんも彼女にとって興味のない付属品に過ぎない。

　そして目の前にいる練司ですら。

　どこか見透かすような蜘蛛切丸の瞳ひとみは、確かにこちらを向いている。
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　が、彼女が見ているのは練司の顔よりも、さらに向こう──計り知れない場所だ。

　薄緑の人格については、今まで理解しようとしてきたつもりだ。共感はできないものの、ある程度の性格や好みは把は握あくしてきた。

　が、この女だけは別格だ。

　何を考えているのか分からない。

　いや、考えは分かる。

　むしろこれほど分かりやすい性格をしている人格は他ほかにない。

　ただ、それを御ぎよする方法が分からないのだ。

「れんじ──」

　透き通るような声で、蜘蛛切丸の手が伸のびる。

「おひさしゅうございます」

「……本当に久しぶりだよな」

　練司の頰ほおに触れた蜘蛛切丸の手は、すでに剣けん気きを帯びていた。自らの剣気を制御しようとしていないのだ。

「なんで今いま頃ごろになって出てきた？」

「ひつようとされている──きがしました」

「それは……」

　実のところ、彼女の力は欲ほしい。

　もしも味方についてくれるなら、グングニルの軍勢との戦いにおいて大きなアドバンテージになるだろう。

　しかし練司には彼女を従える自信がない。

　これだけ仲間が増えても、自分のＤアームすら使いこなせていないのだ。

　などと考えていた練司の眼前に、蜘蛛切丸の顔が出現する。

「⁉」

　何か声を発する前に、頰を舐なめられた。

　なめくじのように這はう舌は生暖かく、抱だきついた蜘蛛切丸の身体からだは反対にひんやりしていた。

「や、やめろっ！」

　突き飛ばすようにして蜘蛛切丸から離はなれるが、彼女はシャワールームの壁に手を置いてクスクスと笑っている。

「──おいしい」

　長い舌を出して、妖よう艶えんに微笑ほほえむ蜘蛛切丸。

「けんきのあじ──どんどんあじわいぶかくなります」

「やめろよ！」

「ですが、こちらも」

　と、蜘蛛切丸は自分の手のひらも舐めた。

　先ほどは練司の頰だったので見えなかったが、シャワーで濡れた蜘蛛切丸の舌が白い手の上を這い回る姿は予想以上に艶なまめかしく、つい目を逸そらしてしまう。

「ああ、いいあじです」

「……別に、変わんねーだろ」

「いままですってきた、でぃーあーむのけんきがのこっております──それらがまじりあって、とけていって──おいしい」

　じゅるり、と口の中の音が聞こえた。

　彼女は、剣気を食べる。

　良くも悪くも、それが蜘蛛切丸の唯ゆい一いつの特とく徴ちよう。

　その一つの欲望すら、練司は制御できなかった。

「ふふ──いいかおをしています」

　水みず飛沫しぶきの向こうで、蜘蛛切丸が微笑む。

「わたくしのちからが、ほしいのですね？」

「別にいらねぇよ」

「うそをおっしゃらないで」

　この全てを見通すような目が、気に入らないのだ。

「れんじ。よくぼうにあらがっては、いけません」

「お前と一緒にするな。欲望全開でいられるか」

　欲よく、という言葉を口にした時、練司はふと考える。

　──そういや、コイツどうして出てきたんだ？

　今まで薄緑たちに人格を明け渡わたして、ずっと心の奥に引きこもっていた蜘蛛切丸が、今になって現れたのは何故なぜか。

「蜘蛛切丸。お前、必要とされているから出てきた、って言ったな」

「はい」

「お前……そういうキャラだったか？」

　薄緑、膝ひざ丸まる、吠ほえ丸まると同じように、この蜘蛛切丸という女も我が強い。口調は静かだが、譲ゆずれぬ確固たる意志をもって引きこもっていた。

　もちろん練司の言葉など耳を貸さないくらい、強い意志だ。

　なのに練司の要求に応じる姿勢を見せている。

「もしや──」

　蜘蛛切丸は首をかしげつつ、こう答えた。

「ひつようとしているのは、わたくしのほうかも」

「今頃かよ」

「でぃーあーむのにおい──おいしそうでしたから」

　本当に正直な女だ。

「それはそれとして──」

　蜘蛛切丸は練司に顔を近づける。

「わたくしがもとめるもの──れんじ、わかりますね？」

「へいへい」

　どうせそんな事だろうと思っていた。

　練司はシャワーを止め、ずぶ濡れになった蜘蛛切丸を放ほうり出す。

「ちょっと待ってろ。すぐに着替えるから」







　何を考えているか分からない蜘蛛切丸の、ただ一つの特徴。

　それは食欲。

　たたひたすら貪どん欲よくに食べるのが蜘蛛切丸の生いき甲が斐いだった。

「あぁ──おいしい」

　弁慶機関の食堂は基本的にタダである。そのため毎日のように利用している機関員も少なくない。肉体労働なので大おお食ぐらいが集まるため、ここの一人前は他の店よりも大盛りになっている。

　その食堂の料理を、すでに五人前。

　蜘蛛切丸は微笑みながらおにぎりを食べている。

「いままで、うすみどりのからだでしかあじわえなかったのです──たまにはそとにでてみるものですね」

「自分で食べたかったら、最初からそう言えばいいんだ。たまには薄緑だって代わってくれるだろ」

「そうでしょうか」

「薄緑だって、なんでもかんでも否定したりはしねーよ。お前の問題はそこじゃない」

「はぁ」

　そもそも蜘蛛切丸とこうして会話する事もなかった。

　今までは「腹が減った」の繰くり返しで、会話にならなかった。全すべてを喰くらい尽つくす妖よう怪かい変へん化げのような彼女が、ここにきて丸くなったように感じられる。

「食欲、少しは制御できるようになったのか」

「──はぁ」

　これでも制御しているのだ。

　今までは出現した途と端たん、周囲のＤアームの剣気を残らず食べてしまうほど貪欲だった。それが今は普ふ通つうの食事で我が慢まんできている。

「わたくしも、かわったのでしょうか」

「多分な」

　薄緑の行動を見て、膝丸や吠丸も自己主張を始めた。それが蜘蛛切丸に伝染したとしてもおかしくはない。

「ですが──おいしそうです」

　蜘蛛切丸が見ているのは、周囲の人間。

　だいたいコンビを組んでいる。Ｄアームと会話しながら食事をしているのだが、彼らからもわずかな剣気は出ている。

「すこしくらいなら」

「やめろ蜘蛛切丸」

「ですが、これだけたくさんのけんきにかこまれたら、わたくしは──」

「また戻もどされたいのかよ。今のお前がこうやってメシ食えてるのも、薄緑たちが見み逃のがしてくれてるからだろうが」

　そう言われて、蜘蛛切丸はしゅんとなる。

　俯うつむいて悲しんでいるように見えたが、すぐにそれがウソだと分かった。

「──ふふ」

　下を向いている蜘蛛切丸が笑っている。

　そして、舌をペロリと出した。

「お前っ！」

　練司は立ち上がり、周囲を見た。

　それまで食事をしていた弁慶機関員がいない。

　どこに行ったのかと思えば、食券の自じ販はん機きに並んでいた。

「あれ、お前もおかわり？」

「なんか今日はハラ減るんだよな」

「俺もだよ。戦いの前だから栄養つけないとな」

　気楽に会話している男たちを見て、練司はほっとする。どうやら蜘蛛切丸が食べたのはほんの少しの剣けん気きだったようだ。

「お前なぁ！」

　蜘蛛切丸に怒ど鳴なろうとしたが、

「──ぴりぴりしてます」

　彼女は水を飲んで苦しんでいた。

「みなさんのけんき、とてもささくれだっています」

「そりゃ……今はそういう時期だからな」

　つまみぐいで腹を壊こわしてれば世話ない。

　自じ業ごう自得なので、それ以上追つい及きゆうするのはやめた。もう彼女が弁慶機関員の剣気を盗ぬすみ食いする事はないだろう。

「ときに、れんじ。あなたはたべないのですか」

「俺は……今はいいや」

　特訓の後だったので練司も空腹だったのだが、蜘蛛切丸の食べっぷりを見ていると満たされてしまった。

「それです」

「？」

「あなたがよわいりゆうは、それです」

「なんだよ、それ？」

　蜘蛛切丸の目が据すわる。

　食べる手は止めないまま、彼女はじっと練司を見ていた。

「いまのれんじは、みたされている。だから、もとめようとしない」

「満たされている……？」

「ひからびるほどかわいたこころでなければ、つよくなれません」

　心当たりは、ある。

　今の練司は多くのものを手に入れた。

　一条いすかという女。

　そして薄緑という相棒。

　全て失ってから、それを取り戻すまでの練司は確かに貪欲だった。力を求めてがむしゃらに走り続けた。その結果として、今がある。

「じゃあ、どうしろってんだよ」

　それを守るために戦っているのに、今さら捨てろというのか。

　蜘蛛切丸はしばらく答えない。

　話す気がないわけではなく、ラーメンをすすっているからだ。これで二杯はい目である。きっちりスープまで飲み干してから、蜘蛛切丸は続ける。

「もとめなさい」

「もうちょっと具体的に頼たのむ」

「ほしくなるまで、うばわれるのです。そうすれば、またほしくなる」

「……その論調だと、グングニルに全部ブッ壊されなきゃダメって事か？」

「そうしなければ、つよくなれないのであれば」

「ぐっ……！」

　馬ば鹿かな話だ。

　もう二度と、あんな気持ちになるものか。

　二年前、空を見上げた練司が見た、光の槍やり。

　全てを奪うばったあの槍を二度と見たくないから、強くなろうとしているのだ。

「言いたい事は分かったよ」

　練司は立ち上がり、食券を取りに行く。スタミナ定食を注文すると、食堂のおばちゃんはいつもより肉とにんにくを多めにサービスしてくれた。

「これ食って元気出す。そしたらまた訓練だ」

　プラスチックの箸はしを手に取り、練司も蜘蛛切丸と同じように食事を始めた。

「フフフ、そのいきです、れんじ。ところで──」

「一口もやらねぇぞ」

「──けち」

「タダなんだから、食券をもらってこい。無ぶ精しようと貪欲は関係ねーだろ」

　拗すねる蜘蛛切丸の顔を見る。

　満たされているのは、練司だけではない。

　蜘蛛切丸にも少しずつ変化が訪おとずれているようだ。




　　　　＊




「いただきます！」

　午後に蜘蛛切丸と食事をしたというのに、夜は夜で腹が減っていた。

　仮に腹が減っていなくとも、この時間は大事にしたかった。

　大きなテーブルを二つくっつけた、大規模な食しよく卓たく。

「今日はいすかが夕食を作ってくれたぞ！　心して食べるのじゃ！」

　何故なぜか偉えらそうに語る薄緑。

「食堂のに比べると美味おいしくないかもしれないし、買ったお総菜も交じってるけど……」

　謙けん遜そんするいすかだが、彼女の料理の腕うでは上がっているように感じられる。練司が最初に取ったこの唐から揚あげなど、特によく出来ている。

「うまいよ、いすか」

「それ買ったヤツだよ」

「うっ……」

　練司の正面でクスクス笑っているのは、いすかのＤアームであるクラウ・ソラス。世界最強クラスのＤアームは、以前よりずっと晴れ晴れした表情で笑っている。

　東京ドームでの一件以来、二人も練司の家に住む事になった。

　すでにいすかの家は売りに出されてしまっており、行くところがなかった。加えて監かん視しという名目と、裏切りを回かい避ひするという理由で練司に託たくされたのだ。

　任務上のいきがかり、という点では糸と同じだ。

「こっちのお魚はいすかさんが焼いたんですよね？　美味しいです！」

　そんな糸は顔中に傷を作っているが、この中の誰だれよりも食べるようになった。育ち盛ざかりという理由では片付けられないくらい栄養を摂せつ取しゆしているのは、きっと練司と同じくらい訓練に励はげんでいるからだ。

　Ｄアームを手にしてからの成長度は、練司より糸の方が上だと聞いた。

　雷かみなり化という能力に身体からだと心を馴な染じませるために、糸は相棒のクトネシリカと毎日のように訓練を続けていた。きっと双そう方ほうともに最初から信しん頼らい関係ができているから、訓練もスムーズに進んだのだろう。

　そのクトネシリカは、現在は糸の傍そばで丸まっている。主人を守る忠犬のようで、見ていて癒いやされる。

「どう、練司？　こっちのトマトソース煮に込こみは私が作ったんだよ」

　いすかが勧すすめる肉料理を取る練司。赤いスープに浸ひたされた鶏とり肉にくは、酸味と甘みが融ゆう合ごうしていて食欲が増す味だ。

「あ、うまい。すごいないすか。どこで勉強したんだ？」

「えへへ、イタリアで教えてもらったの」

「イタリア？」

「世界中を逃にげ回ってたからね。しばらくその国のごはんとか食べてたら、たまに作り方が分かる料理もあったから。これも意外と作るの簡単だったんだよ」

「ほー……」

　グングニルから逃とう亡ぼうする日々を嬉うれしそうに語るいすか。こんな日が来ようとは、本人すら思っていなかっただろう。

　ずっと恐きよう怖ふに怯おびえながら暮らしていた彼女が、ようやく解放された今、この生活を守りたいと心から思う。

「うむ、いすかは良い嫁よめになるぞ！　妾わらわが保証する！」

「ありがと、薄緑」

　いすかと薄緑が同時に笑うと、やっぱり似ている。

　仲が良くなったのは結構だが、言い換かえれば敵に回したくないコンビができてしまった事にもなる。意気投合して練司をからかう時など、まるで双ふた子ごの姉し妹まいに見えるほどだ。なるべく怒おこらせないように、練司は心を引き締しめた。

「あははは、こりゃ練ちゃんも将来大変だね～」

　ケラケラ笑いながら汚きたなく食べこぼしているのは、大おお森もり山やま杏あん。この博士、毎日忙いそがしいくせに食事の時間になると野の良ら猫ねこのようにフラリとやってくる。

　今もこうして笑っているが、目の下にはクマができている。きっとほとんど寝ねていないのだろう。
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「杏、もっと食べろよ」

「へ？　どうしたの練ちゃん。わたしの心配してくれるの～？」

「お前、寝てないんだから、栄養はきちんととっとけ」

「ありがと～、でも平気だよ。わたし、趣しゆ味みでやってるだけだから」

「趣味？」

「一週間後にグングニルが攻せめてくるって聞かされたらね～、もう研究班としてできる事ってほとんどないよ～。むしろ今まで作ったものを配備するお仕事がほとんどだよ」

「あぁ……お前、そういうの苦手だもんな」

　つまり研究班の仕事はないに等しく、その中でも杏に仕事を回すバカは存在しないという事か。

「それでもね、みんなには生き残って欲しいじゃない。だからわたし、少しでも生存率を上げるために色々作ってる最中なの。わたしの仕事、これしかないから」

　しまりのない顔で笑う杏。

　彼女がこれほど頼たのもしく見えることはなかった。いつもヘラヘラしているが、これでもＤアームの研究に関しては世界最高の頭脳を持っているのだ。

　そんな彼女が何かしているというのだから、これは信じる他ほかあるまい。

「おねえちゃん、でも休める時には休んでくださいね」

　律りち儀ぎにおねえちゃんと呼ぶ糸は、心配そうな目を向ける。

「あはは、ありがと～」

　全員、決戦に向けて戦っている。

　当たり前だが、努力しているのは練司だけではないのだ。

「どしたの練司、また考え事？」

　いすかがこちらを見ている。

「何かあるとすぐ考え事するよね、練司は。それでいつもぼんやりしてる。伝承者テイルキーパーになっても直ってないんだ、その癖くせ」

「あ……まぁ、な」

「しかも考える事は大たい抵ていネガティブときている」

　薄緑もいすかに同意する。

「大方、蜘蛛切丸に言われた事でも考えておるのじゃろう」

「蜘蛛切丸？」

　その名に聞き覚えのないいすかと糸が顔を上げる。

「薄緑の四番目の人格だよ。普ふ段だんはめったに出てこないんだけどな」

「僕は聞いた事がある」

　クラウ・ソラスが箸を止めた。

「源みなもとの頼より光みつが使っていた剣けんだね。確か、悪魔殺しデーモンスレイヤーの」

「ああ、そうだ」

　能楽「土つち蜘ぐ蛛も」において、表題の通り土蜘蛛という妖よう怪かいを斬きった剣である。

　膝丸という名で世間にその切れ味を広めたこの剣は、妖怪にも通用したというわけだ。ここからさらに薄緑の名は世間に轟とどろいた。

　また、今こん昔じやく物語では鬼おにとなった滝たき夜や叉しや姫ひめを斬ったという伝説も持つ。まさに妖怪を斬るための剣が蜘蛛切丸なのだ。

　そのため人間では計り知れない性格を持つようになってしまった。強い事は強いのだが、どこかズレているというか、一人だけ別の世界に行ってしまったような感覚になる。

　だから蜘蛛切丸も人前に姿を現す事は少ない。

　そのはずだったのだが、今日は珍めずらしく食事を共にした。良い変化だと思いたいが、そこから彼女との関係をどう発展させれば良いのかは分からない。

「で、その蜘蛛切丸に何を言われたの？」

「あ……いや、その」

　いすかの問いに、思わず口ごもる練司。

　満たされているから、強くなれない。

　そう言われたのは事実だが、自ら「満たされている」なんて言おうとすると、少し気き恥はずかしいものがある。

「要はハングリー精神とやらが足りないらしい」

　そんな練司に助け船を出してくれた、薄緑。

「その点に関しては、妾も同意する」

「……俺も、異存はない」

「が、その言葉をどう捉とらえるかはお主次し第だいじゃ」

「なに？」

　どう捉えるも何も、蜘蛛切丸の言葉に他意などあっただろうか。

　こうして今、幸せな食卓を囲めるくらい満たされているから、飢うえなくなってしまった。それだけの事だ。

　だがいすかたちを枷かせのようには思いたくない。

　むしろ感謝したいくらいなのに。

「ま、いずれ思い出す。あの時のようにな」

「なんだよ薄緑。お前さっきから含ふくむような言い方しやがって」

「お主はヘタレの時と真ま面じ目めな時の差が激しいからな。ヘタレの時にはなにを言っても無む駄だじゃが、やる気を出せば妾の助言など必要なくなる」

「結局、なにも言わないんじゃねーか」

「じゃから自ら思い出せと言っておる」

　彼女の話を要約すると、つまり今の練司はヘタレという事か。

　悔くやしいが、言い返せない。

　かといって、いずれ解決するから悩なやまなくていい、などと楽観的に考えられるほどポジティブな人間でもないのだ。

「はぁー……」

　練司はため息をつくと、いすかが焼いた魚に箸はしを伸ばす。

「あれ？」

　一口も食べていないのに、皿には骨しか残っていなかった。

「──おいしゅうございました」

　両手を合わせているのは薄緑ではなく、蜘蛛切丸だった。消えてしまいそうなほど儚はかない表情で目を伏ふせている姿は、とても妖よう艶えんだ。ただし、練司たちのおかずを取りさえしなければ。

「ああっ、私のおかずもなくなってます！」

「僕のごはんも！」

「私の食事も！」

　次々に食しよく卓たくからあがる悲鳴。

　この世の全すべてを喰くらおうとしていた時期に比べれば、まだマシになったのかもしれない。だが、さすがにクトネシリカのジャーキーまで奪うばったのはどうかと思った。




　　　　＊




　大家族の朝は早い。

　全員で朝食を食べ、全員で家を出る。

　職場が同じなのだから仕方がない。総勢六人と一匹ぴきが同時に家を出て、同じ電車に乗る事になる。

　中央線の駅のホームは、早朝は地じ獄ごくだ。出勤、通学によく使われる電車なので五分刻みでも足りないくらいひっきりなしに電車が来る。それなのに常に乗車率二百パーセントという驚きよう異いの混雑。

　それが、今はなかった。

　ホームに並んでいるのは練司たちの他に、恰かつ幅ぷくの良い労働者風の男が数人。参考書を読んでいる学生が一人。大きな荷物を抱かかえた家族連れが二組。それからホームの端はしにサラリーマン風の男が一人。

　家族連れを除いて、ほぼ何らかの省庁に関係している人間だろう。

　今の東京で動いているのは、そのくらいだ。学校や役所も一部を除いて全て機能停止している。彼らは停止させている側の人間だ。

　五分も待てば望みの電車がやってくる中央線も、今は二十分刻みに各駅停車がやってくるのみ。それでも働いてくれるＪＲの職員には頭が下がる。

　東京は、機能停止している。

　たった一週間、東京の機能が動かなくなっただけでどれだけの被ひ害がいになるのだろう。

　経済に疎うとい練司でも、それがとんでもない損害だと分かる。

　それでも国が決断してくれた。

　今ここでグングニルを叩たたかねば、東京以外の都市も被害に遭あうだろう。そうなれば連れん鎖さ的に日本から世界へ飛び火していく。

　経済的にダメージを受け、そして物理的に破は壊かいされていく世界。

　その第一段階が、東京の機能停止。

　──それだけで済むのだから、まだマシだ。

　練司は自分に言い聞かせながら、ホームにやってきたオレンジの電車を見る。

　ドアが開き、ガラガラの車内に六人と一匹が座る。クトネシリカだけはイスではなく床ゆかだが、迷めい惑わくをかける客も文句を言う人もいない。

「ふー」

　発車した電車の窓から、動かない東京を見る。

　窓の外の景色は、何も変わっていないように見える。

　しかしよく目を凝こらせば、建物に電気が通っていない事が分かる。消えた電でん飾しよく、動かない看板、薄うす暗ぐらい窓、それらが東京から色を消していくように見えた。

　この街に、再び明かりを取り戻もどすためにグングニルを倒たおすのだ。

「いやいや、なかなか良い国ではないか」

　太い声に振ふり返る。

　練司たちが座っていた座席の向かいに、いつの間にか誰だれかが座っていた。

「っ……！」

　男女。

　見覚えがある。

　片方はスーツをラフに着こなしているが、初めて見た時は裸はだかだった。

　そしてもう片方の女は血のように赤い和服のまま。こちらはあの時と同じ。

　弁慶機関のモニターで観みたのだ。

　硫い黄おう島じまから発見されたビデオに映っていた──

「なぁクラウ・ソラス。お前がこの国に滞たい在ざいしていた理由もよく分かったぞ」




　──グングニル。




　彫ちよう刻こくのように整った顔と筋肉を持った白人男性。

　彼こそが全ての元げん凶きよう。

　練司からいすかを奪い、世界を滅ほろぼそうとしたＤアーム。

　そして彼の隣となりにいる女こそ、薄緑が捜さがしていた宿敵。

「イマ……！」
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　立ち上がる薄緑。

「クラウ・ソラス！」

　いすかも席を立ち、右手を前に出す。

　しかし、

「やめろ。車内で暴れてはいけないと、そこに書いてあるだろう」

　グングニルが親指で示す、ドア付近の警告文。様々な言語で書かれているが、普ふ段だんは誰も気に留めない。

「戦う気がないって事か？」

　練司はグングニルに問う。

　が、グングニルは練司を一いち瞥べつしただけで、またいすかとクラウ・ソラスに向き直る。

「焦あせるなクラウ・ソラス。戦うのは五日後だ。それまで余は一いつ切さいの手出しをしない。そういう契けい約やくを弁慶と結んだ」

「──そうだったね」

　クラウ・ソラスはいすかを庇かばうように前に出る。

　グングニルの興味は、最初からクラウ・ソラスにしかないようだ。

　練司たちは、ただの付属品だと思っているらしい。

　今さら腹を立てたりはしない。元々クラウ・ソラスの強さは誰もが注目すべきものなのだから。

「でも、どうして？」

　また座席に座ったいすかが尋たずねる。

「ずっと訊きたかったの。どうして弁慶機関の言う事を聞いて、時間をくれたの？　奪いたいものは全部奪うのがあなたのやり方じゃないの？」

「違ちがうぞ、クラウ・ソラスの伝承者テイルキーパー」

　グングニルは優やさしく微笑ほほえむ。

「余がしたいのは侵しん略りやくではない。戦争だ」

「……僕には同じに聞こえるけど」

　軽けい蔑べつのまなざしのクラウ・ソラス。

「侵略とは戦争後の政治も考えねばならぬ。そんなものは人間の仕事だ。我ら武器は戦うために生まれた存在。敵と戦う事のみが生きる目的だろう？」

　その言葉で、色々な疑問が解けた。

　無視されると分かっていて、練司はそれを確かめる。

「時間をくれたのは、東京の人を逃にがすため。つまり民間人には興味がないって事か」

「そうだ」

　意外にもグングニルは返事をしてくれた。

　ただしやはり練司の顔は見ていない。




「人がいると、俺たちが戦いにくいから──邪じや魔まだからな」




　そう呟つぶやくと、初めてグングニルは練司を見た。

　強い眼光は、それだけで威い圧あつ感かんを放っている。

「いかにも」

　こういう存在なのだ、Ｄアームとは。

　戦う理由など人間が考えればいい。戦う手段のみを考えるのが武器の役目。

　グングニルは、ただ戦いたいのだ。

　最高の好敵手と、最高の状態で。

　民間人がいれば弁慶機関はそれを守ろうとする。そうなればベストの状態が出せない。かといって誰にも迷惑がかからない場所で戦えば、緊きん迫ぱく感かんが生まれない。

　負ければ東京が壊かい滅めつする、というギリギリの状態に追い込んでいるのだ。

　全力の弁慶機関は、グングニルにとってこの上ないご馳ち走そうだろう。

「だから貴様らが余を攻こう撃げきするのもまた、契けい約やく違い反はんという事になる。もしもそれを侵おかした場合、どうなるか分かるか？」

　グングニルの脅おどしに、言葉が出ない。

「すでに我が軍勢はこの街に入り込んでいる。余が命令オーダーを下せば、すぐにでも暴れるだろう。それは双そう方ほうにとっても不利益になる」

「そんな──！」

　悲痛ないすかの声。

　Ｄアームがなまじ人間の姿をしているから、捉とらえにくいのだろう。三種の神器である八や咫たの鏡かがみが本部にいるため、捜そう索さくは容易なはず。しかし姿を見つけたからといって、遠巻きに見る事しかできないのだ。

　動く時限爆ばく弾だんのようなものだ。

　爆ばく発はつしない保証は、グングニルにしかない。今は彼の言葉を信じるしかないのだ。

「させねぇよ」

　練司は拳こぶしを握にぎる。

「どんなやり方だろうが、俺たちがブッ潰つぶしてやる」

　グングニルは、それでも練司を見ない。

　まるで虫が騒さわいでいるようにしか感じていないのだ。

「この野や郎ろう……！」

　おそらく世界最強クラスのＤアームなのだろう。

　練司が戦っても勝てないかもしれない。

　しかしグングニルに対する恐おそれはなくなった。今のこいつはいすかを追い回し続けたただの変態野郎だ。遠えん慮りよする必要はどこにもない。

「練司さん！」

　唐とう突とつに、糸が練司の袖そでを引っ張った。

「大だい丈じよう夫ぶだ糸。このくらいで怒おこったりはしない」

　そう言いつつも、かなりカチンときたのは事実だが。

「違います、あっち！」

「ん？」

　糸が見ているのはグングニルではなかった。

　その隣──先ほどから無言で睨にらみ合っている薄緑とイマの二人だった。

　グングニルに注目していて、すっかり見落としていた。むしろ因いん縁ねんが強いのはこちらではないか。

「……久しいな、イマ」

　薄緑の吐と息いきから剣けん気きが漏もれている。

　怒いかりのせいで自らの剣気すら保てないのだ。

「あらぁ、なに怒ってるの、薄緑。久しぶりの再会なのに」

「できれば二度と会いたくなかったのぅ」

「それは私も同じよぉ」

　薄うすく笑うイマだが、彼女からも剣気が漏れ出している。

　互たがいの距きよ離りは一メートルほど。

　薄緑の間合いだ。

　これもまた、真剣を突つきつけ合っている状態である。

「ずいぶん早く復活したものじゃな」

「そうね」

　彼女たちの因縁について、練司は一度だけ話を聞いた。

　イマ──本当の名を〝今いまの剣つるぎ〟というこのＤアームは、源義よし経つねが自害した時に使われていた短刀である。

　歴史を紐ひも解とけばただの数行で終わるこのエピソードは、薄緑の口から語られるとまったく違った視点になる。

「九く郎ろうを殺した罪、たった七百年で贖あがなえたつもりか！」

　そう、源義経は自殺したのではない。

　イマによって殺されたのである。

　兄や部下に裏切られ、寺の中で妻子と共に自害した義経。信じていた人間に刃やいばを向けられ、数百の兵に囲まれながら絶望して死んでいった薄緑の持ち主。

　その全すべては、イマが企くわだてたシナリオだったのだ。

「俺も、戦う前に訊きいてみたかった」

　練司はイマに問う。

「薄緑が言ってた話は、本当なのか？」

「本当よ」

　グングニルと同じように、きっぱりと答えるイマ。

　まるで悪びれた様子はない。それどころか、清すが々すがしささえ感じる。

「なぜ殺した？　義経はアンタも薄緑も大事に思っていたんじゃないのか？」

「その質問に答えてもいいけど──あなたの望む結果じゃなかったからって、怒らないで欲しいの」

　長い袖を振ふりながら、イマは笑う。

　その笑みは暗く、底がない。豪ごう放ほう磊らい落らくを体現したようなグングニルとは対照的である。

「私は、九郎が好き」

　イマは練司の目を見て語る。

「だから殺したの」

　その笑顔は変わらないまま。

「武器としてあの方の胸に納まれるなんて、この上なく嬉うれしかった。そうできないなら私は何もいらなかった。九郎と添そい遂とげるために邪魔なものは、全部いらないの。九郎の鎧よろいすらも、私にとっては邪魔なの」

　滔とう々とうと語るイマを見て、なぜか練司は納なつ得とくしてしまった。

　ああ、なるほど。

　──こいつは、そういう武器なのか。

「おのれぇっ！」

　薄緑が殴なぐりかかろうとする。その拳を練司は摑つかんだ。動きを予測していれば、このくらい造作もない。

「待てよ薄緑。怒るな」

「怒るな……じゃと？」

　憎ぞう悪おの籠こもった目がこちらに向けられる。

「こんなの、たいしたことない理由だ」

　笑っているイマに対し、練司は憐れん憫びんの目を向ける。

「ただの狂くるったＤアームの世よ迷まい言だ。俺は職務上、そういうＤアームをたくさん見てきた。それで言ったら、この女の動機なんて下げの下だ」

「なんですって？」

　イマも練司を見る目が変わる。

「大義もなければ正義もない。自らの欲望のために使用者を滅ほろぼす。そんなもの、妖刀なんて名乗るのもおこがましい。ただのナマクラだ」

「っ……！」

　初めてイマに動どう揺ようが走った。

　その様子をグングニルは楽しそうに眺ながめている。

「薄緑。義経が死んだのは、ただの事故だ。頼より朝ともの裏切りによって、そのへんにあった刀を使って自殺した。それだけだ」

「しかし現に九郎はこの者の手で──」

「バカを言うな薄緑。こんなナマクラに、そんな力があるかよ」

　実際は、かなりの力を秘ひめているＤアームだ。

　横にいるグングニルと遜そん色しよくない剣気を放っている。もちろん練司に対する怒りの補正が入っているからだが。

　しかし、その剣気は練司にとって何の脅きよう威いでもない。

「義経は自分の手で自殺した。このＤアームの力は、義経の人生に何の影えい響きようも及およぼさなかったんだ。共に戦い、同じ夢を見ていた薄緑と違ちがってな」

「練司……」

　イマの実力はさておき、義経の人生に影響を与あたえたという観点においては、練司の言葉は間違っていないと信じている。

　でなければここまで性格が違うはずがない。

　薄緑の美しい剣気は、覇は王おうの器うつわがあった義経によって鍛きたえられたものだ。歪ゆがんでいるイマの剣気では、きっと義経の気持ちひとつ変えられなかっただろう。

「……フフ」

　イマが笑う。

「何がおかしい」

「口では何とでも言えるのよ。最後に九郎を愛したのは、この私。その事実は揺ゆらがない。それにこれからはあなたを愛してあげる」

　イマの手が伸のびる。

　その手を拒きよ絶ぜつする事もできたが、練司はなすがままだった。冷たいＤアームの手が、練司の制服に触ふれる。

「五日後には、あなたも私たちの駒こまになっているから。悔くやしがる薄緑の横で、あなたに私の全てを突き刺さしてあげる」

「貴様ぁっ……！」

　薄緑は飛びかかろうとするが、必死で堪こらえている。

「その前に、あなたのお友達を殺そうかしら。まずは泣き叫さけぶ薄緑の前でお友達から殺しましょう。その後で、この方を。そして東京にいる全ての人間を殺した後は、日本を制圧するわ。もちろん、殺すのはあなたたち」

　ピリ、とした空気が車内に戻もどる。

　こうして舌ぜつ戦せんを繰くり広げているのは、まだ平和なのだ。

　五日後に行われるのは、本当の殺し合い。負けた時のリスクは、高い。敵の駒になって罪もない人を殺すのは、絶対に嫌いやだ。

「日本国民、一億二千万人──全員殺しきるまで、弁慶機関なら何日かしら」

　練司の心に、黒い感情が生まれる。

　もしもグングニルとの戦いに負けたら。

　武器を持たない人間を殺して回るようになったら。

　それは──どんな気持ちだろう。

　──この俺が、殺さつ戮りく者になったら。

　そんなわけがないと頭の中から振り払はらおうとしても、何かがこびりつく。

　薄緑が妖刀になって、血を求めたら。

　自分が殺さつ人じん鬼きになったら。

　大切な友人を殺したら──

「なんだ……これは……？」

　頭の中が黒く染まっていく。

　抗あらがえない感情に支配されているような──

「はっ！」

　そこで急に意識がクリアになった。

　眠ねむ気けが一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んだようにすっきりしている。

　──俺は今、何を考えていた？

　どす黒いものに頭の中を支配されていたような気がする。

「──ふふ」

　背後から練司の首に手を回される。

「おいしゅうございました」

　蜘蛛切丸の髪かみが、練司の肩かたに触れた。

「お、お前……何を食ったんだ？」

「よくないものを」

「良くない物──そうか」

　練司はイマを睨にらみ付ける。

　この女がやったのか。

　頭の中の黒い感情は、イマの力によるものなのか。

「そうだったわ。そっちには蜘蛛切丸がいたのね」

　犯行を認める言葉を呟つぶやくイマ。

「だが、よく耐たえた」

　そう発したのはグングニル。

「日本人の美徳というヤツだな。自らを律し、強く保とうとする気持ちはサムライのものだ。それに関しては余も敬服する」

　足を組み、尊大な態度で我々を褒ほめる男。

　イマの力の正体が気になるが、この男から目が離はなせない。

「しかし、それだけでは勝てぬぞ」

「どういう意味だ？」

「武器の本質とは、闘とう争そう心しん。それを失うという事は、牙きばを失った獣けものも同然。それだけでは我々と戦うに値あたいしない」

　ようやくまともに会話ができたと思えば、やはり同じ土俵には立たせてくれない。どれだけ目立とうと、この男の目線は変わらないようだ。

「それに、人は異なる」

「？」

「お前たちは自らを律せるが、そういう者たちだけではあるまい。日本人の中にも、闘争心で煮にえたぎっている者もいるのではないか？」

「……何が言いたい」

「そういう者同士が対たい峙じした場合、果たしてどうなるやら」

「戦いは五日後だ。それまでどちらも手を出さないって約束だろうが。そっちから破るとか言わないよな」

「余は約束を破るつもりはない──が」

　グングニルは眉まゆを寄せて、ため息をつく。

「どれほど優すぐれた将が指揮を執とっても、必ずいるのだよ。功を焦あせって自じ滅めつする者が」







　２　Ｄｒａｇｏｎ







　新しん宿じゆく駅周辺には、それでも人はいる。

　こんな時にも働いている真ま面じ目めな人間や、そんな彼らから金を毟むしり取ろうとする歓かん楽らく街の住人、様々な理由で行き場を失った者たち、そしてただ単純に他ほかの場所へ行くための中ちゆう継けい点てんにする人。

　そんな人間の様子を、東口伊い勢せ丹たんビルの屋上からじっと眺めている男が一人。

　Ｄアーム、草くさ薙なぎの剣つるぎ。

　緊きん急きゆう事態という事もあって、彼を本気で追う者は誰だれもいない。うるさい人間もいなくなり、本格的に東京観光を楽しもうと思っていたが、とんでもなかった。

　彼の顔からは不ふ機き嫌げんさが滲にじみ出ている。

　何もかもがつまらないのだ。

　鉄てつ塊かいから脱だつ出しゆつしてからというもの、東京の街を歩くのは生いき甲が斐いと言ってもよかった。

　それが今はどうだ。人間は減り、建物に明かりが灯ともらず、そこかしこを歩くのは弁べん慶けい機関の息がかかった者ばかり。

　ＡＬＴＡのスクリーンも真っ黒いままだし、キラキラ光っていた電器店の電でん飾しよくもついていない。新宿三丁目方面など、人すらいない。

　こんなものは東京ではない。

　東京の形をした何かだ。

　顔色を悪くして道を急いでいる人間を見ると、草薙の剣の心がざわつく。まるで戦争中の日本人を見ているようで、あの時の怒いかりが蘇よみがえりそうになる。いや実際に戦争状態なのだから、そう見えるのは必然だ。

　そういう顔を消し去るにはどうすれば良いか。

　決まっている。敵の親玉を叩たたくのだ。

　しかし弁慶機関からは手を出すなと言われている。条約に則のつとった戦争をするため、あと五日ほど待たなくてはならないらしい。

　非常にもどかしい話だ。草薙の剣ならば、たった一日で全すべてケリをつけてしまえるというのに。しかし約束を破れば、今度こそ鉄塊に永久に封ふうじられてしまう。戦争において自分の怒りを制せい御ぎよできる自信は、はっきり言ってない。

　となると、残りの時間をどうやって楽しむか。

　東京見物以外で楽しめる事──

「ふむ」

　前はＪやいすかといった人間が話し相手になってくれたのだが、今はそうもいかない。携けい帯たい電話はまだ持っているが、忙いそがしいところを邪じや魔ましてはいけない。

　そんな時、ふと、気づいた。

　草薙の剣は立ち上がり、背後を見る。

「ちょうど良かったぞ。話し相手が欲ほしかったのだ」

「……そうですか」

　屋上に降り立ったのは、一人の青年。

　鋭するどい目つきの草薙の剣とは違ちがい、柔にゆう和わな笑えみを浮うかべる優やさしそうな男だ。しかし佇たたずまいや剣気からは、草薙の剣と通じる者を感じ取れる。

「久しいな、天あめの羽は々ば斬きり」

　そう呼ばれた青年は、小さく頷うなずいた。

「本当──何年ぶりでしょうか」

「私はずっと鉄塊に、お主は氷塊に固められておったからな」

「ひどいなぁ。南極に氷塊なんてありませんし、僕はそもそも閉じ込められてなんかいませんでした」

　Ｄアーム、天羽々斬は苦く笑しようする。

　草薙の剣と彼には太古からの因いん縁ねんがあった。

　布ふ都つの御み魂たまの剣つるぎ、大蛇おろち麁あぎとなど様々な別名を持つこの刀は、須す佐さ之の男おの命みことがヤマタノオロチを殺した時に使われたものである。

　殺されたヤマタノオロチの尻尾しつぽから出てきたのが、草薙の剣なのだ。

　つまり草薙の剣にとって、宿主を殺した仇かたきという見方もできる。

　Ｄアーム管理組織が世界中に設立され、南極という特とく殊しゆ空間である種のＤアームを共同研究しようと持ちかけられた時、最初に派は遣けんされたのがこの天羽々斬だった。強大な力を制御するため、極ごつ寒かんの地でずっと働いていたのだ。

　グングニルによって滅ほろぼされた「牙の部隊ダブルタスク」の一人である。

「その様子だと、完全に操あやつられてはいないようだな」

「ええ。操られるというよりは、首輪をつけられた感じです。自分で考え、行動する事はできるけど、肝かん心じんな時には言う事を聞いてくれない」

　グングニルの手によって殺された天羽々斬は、その身体からだに変化は見えない。しかしＤアームである草薙の剣の目には、纏まとう剣気に何かが混じっているのが分かる。

　殺した相手に、自分の剣気を植え付けるような能力なのだろうか。

　メカニズムは分からないが、対処法は分かる。

「安心しろ。私がグングニルとやらを屠ほふってやる。お前はそれまでせいぜい自己を制御するといい」

「ええ──」

　天羽々斬は下を向いて、手を震ふるわせている。

「お願いします、草薙」

「……どうした？」

「今、ここで僕を殺してください」

　いつも笑っている天羽々斬の顔は、真しん剣けんだった。

　よく見ると、彼の剣気が尋じん常じようではない膨ふくれ方をしている。自分で制御しようとしているが、そうでなければどうなってしまうのか。

「僕はあなた方を攻こう撃げきする。悪の手先として、日本を攻撃してしまうんです。この国を守る戦術神器として、それは耐えられない」

「殺すのは後だ。約束の日まで手を出さぬ決まりではなかったか」

　天羽々斬だけではなく、日本のＤアームのほとんどが同じ想おもいだ。誰が好きこのんで生まれ育った日本を蹂じゆう躙りんしたがるか。

　この国を守りたいと思う気持ちは、草薙の剣と同等か、それ以上だろう。

「案ずるな。誰もお主を責めたりはせぬ。悪いのはグングニルだ。それでも気が済まぬと言うのであれば、後で私が直々に相手をしよう」

　それが長年連れ添そってきた友への、せめてもの手た向むけだ。

　しかし天羽々斬は首を横に振ふる。

「ち、違うんです……！」

「ん？」

「ぼ、僕の身体が……妙みようなんです」

　天羽々斬は自分の身体を抱だきすくめる。

　身体から剣気が漏もれ、ドロリとしたオーラが全身を包み込んでいる。普ふ段だんの彼らしくない、淀よどんだ剣気が徐じよ々じよに盛り上がり、大きくなってゆく。

「おい、どうした？」

「殺したくない──全て壊こわしたい──でもやっちゃいけない──僕の中に、そんな気持ちが渦うず巻まいているんです……！」

　悲痛な叫さけびとは裏腹に、天羽々斬の全身から獰どう猛もうな剣気が放出されていく。

　剣気は天羽々斬の全身を包むだけでなく、大きさを増している。顔を上に向けなければ全ぜん貌ぼうを把は握あくできない大きさの、それは巨きよ大だいな一つの形になっていく。

「なんだ、これ……身体が熱いんです……！　お願いします、草薙！　僕を、僕を早く殺してください！」

「何があったんだ、天羽々斬！　約束は五日後であろうが！」

「分からない──でも──」

　天羽々斬の声が止まる。

　そして剣気に埋うもれた彼は、最後の言葉を呟つぶやいた。




「──殺す」




　すでに天羽々斬の剣気はある形のまま実体化していた。

　核かくである本体を守るために生み出されたのは、巨大な肉体。

　全長は三十メートルほどだろうか。

　太い腹と短い手足、そして鋭い牙きばと長い体たい軀くを持つ、伝説上の生物。




　竜りゆう。




　かつてヤマタノオロチを斬きった天羽々斬は、その全身に竜の血を浴びた。そのせいか竜の呪のろいを受けた天羽々斬は、自らの中に竜を封じ込めているのである。

　竜殺しドラゴンスレイヤーのＤアーム。

　これが「牙の部隊ダブルタスク」の正体。

　世界中のあらゆる竜を屠ったＤアームたちが南極に集められたのは、万が一その力が暴走しても問題ない場所に隔かく離りされたからなのだ。

　そして今、最も危険な場所で天羽々斬はその力を解放してしまったのである。

「愚おろかな──！」

　草薙の剣は剣気を真下に飛ばし、反動で高く跳とび上がる。

　真後ろに跳んだ草薙の剣を追うように、天羽々斬はその首を突つき出した。巨大な竜の顎あぎとが二人の立っていた伊勢丹ビルを粉々に砕くだき、自らの足場を破は壊かいした天羽々斬はそのまま複数のビルを巻き込んで落下してゆく。

　轟ごう音おんに混じって、人の悲鳴。

　伊勢丹ビルの中にも大勢の人がいただろう。おそらく助かるまい。

　そして、アレを止めなければさらに犠ぎ牲せい者しやは増える。

「戦いは、まだ先のはずだったであろうが！」

　空中に静止したまま、草薙の剣から剣気が伸のびる。七つの首を模した剣気は竜の全身に絡からみつき、動きを封ふうじる。

　射程にして百メートル以内ならどんなものでも摑つかみ、へし折る事のできる腕うでのような剣気。ヤマタノオロチの首のようにうねるそれは、竜を閉じ込めるはずだった。

　しかしそれすらも竜は簡単に破る。

「なにっ⁉」

　短い手を一振りしただけで、剣気は払はらわれてしまう。

　剣気でバランスを整えていた草薙の剣は、圧あつ倒とう的な力に振り回され、自らの剣気に引っ張られる結果になった。

「くっ！」

　天羽々斬から剣気を離はなすと、草薙の剣は改めて剣気を伸ばして別のビルを摑む。剣気の手がある限り、草薙の剣は落下する事はない。

　だが、攻撃がまるで効かない。

　それは天羽々斬の竜殺しの特性のせいだ。ヤマタノオロチの体内に入っていた草薙の剣は自身が竜のような存在。そのため天羽々斬をはじめとする竜殺しドラゴンスレイヤーは天敵と言っても過言ではない。

　──グングニルの軍勢には絶対に勝てない。

　あの時、東京ドームで言われた言葉を思い出す。

「なるほどな」

　日本のＤアームで竜属性を持つものは草薙の剣くらいだ。

　確かに、分が悪い。

　しかし負けると決まったわけではない。

　どうせ人間同士の戦いであれば、剣が刺さされば死ぬのだ。Ｄアームとて同じような緊きん張ちよう感かんがあっても良いだろう。

「さて、どうするか──」

　ビルからビルへと飛び移りながら作戦を考える草薙の剣。

　だが、天羽々斬はそんな余よ裕ゆうを与あたえてはくれない。

　大きな竜の口が開く。

　口の中に光が溜たまったかと思うと、視界の全すべてが赤く染まった。

「ぐっ！」

　強大な熱気を、剣気で防ぼう御ぎよする。

　炎ほのおだ。

　体感にして数千度の炎が、およそ百メートルの範はん囲いにわたって広がり始めたではないか。

　炎は新宿東口から、新宿通り一帯に広がる。

　まるで小さな太陽が街を吞のみ込んでいるようだ。

　全てが、一いつ瞬しゆんで様変わりした。

　アスファルトに広がる炎と、逃にげ惑まどう人々。

　悲鳴が業ごう炎えんにかき消されてゆく。ただの火事ではない。巨大な火か炎えん放射器によって攻め立てられているようなものだ。

　新宿が消えてゆく。

　ビルが燃え、中の品物が燃え、道路が燃え、街路樹が燃える。

　そしてその炎を、二発目の火炎放射がかき消してゆく。

　悲鳴が消えてゆく。

　つまらないと思っていた建物たちが、全て炎に吞まれてゆく。

「天羽々斬、貴き様さまぁっ！」

　剣気の拳こぶしを振るい、三発目の炎を吐はこうとしている天羽々斬の横よこっ面つらを全力で殴なぐった。巨大な竜の身体からだは少しだけよろけたが、倒たおれはしなかった。

　剣けん気きで形作られた竜が、草薙の剣を見る。

　あの巨体の中心にいる天羽々斬は、すでに見えない。完全に剣気の竜と同化してしまっているようだ。

　そして竜はすでに正気ではない。

　もはや破壊を楽しむ、ただの化け物になってしまった。

　一刻も早く殺す。

　それしか天羽々斬を救う手立てはないようだ。

　だが、どう動く。

　全力の拳すら通用しないあの敵に、草薙の剣に残された手段は少ない。

　しかし姉たちと約束した手前、日本を救うまで退ひく事は許されない。

「ならばこの命尽つきるまで、戦うのみ！」

　草薙の剣が七つの剣気を伸ばす。八つ目は身体を支えるために使っているので、攻こう撃げきできるのは七つだけだ。どこまで通じるか分からないが、通じるまで繰くり返すのみ。

　攻撃に移ろうとした草薙の剣だが、ふと、何かがぶつかった気がした。

　伸ばした七つの剣気のうち、一つの上に誰だれかが乗っている。

　あれは──

「加勢します、草薙さん！」

　流星のように空から降ってきた、一人の少女。

　彼女がアスファルトに降り立つと、その衝しよう撃げきで周囲の炎が消し飛んでゆく。

「いすか！」

　光の速さで駆かけ回る剣を持つ、不思議な少女。

　以前とは顔つきが違ちがう。

　炎に囲まれながら、なお彼女は毅き然ぜんとした表情で天羽々斬を見つめている。

「いすかよ、助かるぞ！」

「はいっ！」

　いすかが剣を構え、そして振ふる。

　登場した時と同じように、激しい衝撃波が新宿通りを走る。高速で生み出された衝撃は、それだけで空気を奪うばい、炎を消してゆく。しかし一時的に消えた炎は再び燃焼を始める。もはやあの竜と同じように、全てを喰くらい尽くさないと気が済まないようだ。

「私がドラゴンを倒します！　草薙さんは火を消して！」

　叫さけぶいすかの下もとへ、草薙の剣も降りる。

　近くで見ると、ますます精せい悍かんに見える。おそらく迷いを完全に捨てたのだろう。

「応──と、言いたいところだがな」

「？」

「天羽々斬は我が仇きゆう敵てき。ここは私が仕留めなくてはならない」

「でも──」

　いすかは草薙の剣にとって珍めずらしい、人間の友達だ。

　だからこそ殺させるわけにはいかない。

「いすかよ、救うのは人間の役目だ」

　見上げると、すでに竜は駅ビルの上に上っている。あそこを壊こわされると新宿駅が使えなくなってしまう。そうなればほとんどの交通機関がダメージを受けるだろう。

　そして駅を乗り越こえた先には、都庁がある。

　中にはまだ都知事がいる。都民がいるのに、自分だけ逃げるわけにはいかないとテレビで言っていた老人だ。彼を死なすわけにもいかない。

　天羽々斬をあそこから引きはがし、広い場所で決着をつけねば。

「私は武器だ。人を殺あやめる道具だ。その力は暴力にのみ行使される。人に手を差しのべるのは、いすか、お主のような優やさしい人間の役割だ」

「草薙さん──」

「では、よろしく頼たのむぞ！」

　剣気を出し、草薙の剣は高く跳ちよう躍やくする。

　新宿通りから駅ビルに飛び移り、屋上で吠ほえている竜に肉にく薄はくする。

「ほれ、私はここだ！　殺したいのは私ではないのか⁉」

　──オォォォォォォ！

　竜が吠えた。

　あるいは中の天羽々斬が応こたえたのかもしれない。

　大きな目が草薙の剣を見て、そしてまた吠える。

　草薙の剣は後ろに跳んだ。一回の跳躍で、新宿通りから靖やす国くに通りへと移動する。射程百メートルの触しよく手しゆを使った移動は、長ちよう距きよ離りを駆けるのにも適している。

　すでに靖国通りに人ひと影かげはない。

　全て燃えてしまったからだ。炎を免まぬかれた人は一目散に逃げているため、もうここはただの広い道でしかない。

　これ以上破壊させずに決着をつけるには、ここしかない。

「さあ、私はここだ！　ここを狙ねらえ！」

　靖国通りの中央で、草薙の剣は吠える。

　その声に呼応して、ビルの陰かげから天羽々斬が姿を見せた。子供がおもちゃを散らかすように、ビルを薙なぎ倒しながら近づいてくる。

　おびき寄せには成功した。

　あとは、どう勝つか考える。

　いすかの手前、格好つけてみたはいいものの、竜りゆうが竜殺しドラゴンスレイヤーに勝つ方法は考えた事がなかったのだ。

　ォォォオオオオオォォォン！

　大きな咆ほう哮こうと共に、竜の口が光る。

　また炎を吐こうというのか。

「むっ……！」

　草薙の剣は身構える。

　しかし視線は竜ではなく、その頭上に固定されていた。

　小さな影が降ってくる。

　いすかだと思ったが、違う。

　雷かみなりと、閃せん光こう。

　二つの光が竜の頭上に刺さった。

「お主たちは──！」

　一つは雷──雷らい神じんトールの化け身しんであるミョルニルの力。

　Ｊだ。

　そしてもう一つはケルトの英えい雄ゆう、クー・フーリンの力を模した槍やりの一撃。瀬せ田た颯そう太たという若者。

「ハァイ」

「やぁ」

　潰つぶれた竜の頭に乗った二人は、草薙の剣に向かって手を振った。

　そして大きな音を立てて倒れる竜から跳とび退しさる。付近の車を薙ぎ倒しながら転がる竜は、もう起き上がる事はなかった。

「危なかったわね、草薙」

　コートを翻ひるがえらせ、ヒールの音を鳴らすＪ。

「竜のくせに、たいした度胸ね」

「お主たちの力など、必要なかったのだがな」

　苦く笑しようする草薙の剣だが、

「ダメですよ、そういうの」

　槍を担かついだ瀬田が窘たしなめる。

「あなたは日本の守り神だ。そう簡単に命を張ってもらっちゃ困る人が大勢いるんですよ。いすかちゃんだって悲しみます」

「なぜそこで、いすかの名を出す」

「ま、いいじゃないですか」

　不敵に笑う瀬田。守り神に対する態度ではないが、なぜか憎にくめない。

　思わぬ助すけっ人とに驚おどろいていると、靖国通りの向こうから走ってくる人影が見えた。

　煤すすで汚よごれたいすかだ。

「草薙さん！　みんな！」

　再会を喜ぶ前に、まずはいすかの外見を見て笑ってやろうと思ったのだが、ある事に気づいて笑うのをやめた。

「いすかよ、お主の連れ──練れん司じとかいったか。ヤツはなにをしているのだ？」

　弱いとはいえ、彼も伝承者テイルキーパーの端はしくれ。

　いすかが戦っている時に、尻尾しつぽを巻いて逃げ出すような男には見えなかったはずだが。

　問われたいすかは、草薙の剣とは逆方向に振り返る。

　東──皇居のさらに向こう側。

「練司は、別の場所で戦ってるの」




　　　　＊




　新宿が炎えん上じようする前に通過できたのは幸運だった。

　中央線はそのままお茶の水まで突つっ走ぱしり、そこから連れん絡らくを受けた場所まで徒歩で赴おもむく事になった。電車内にいたグングニルは気になるが、今の練司たちに彼らをどうこうする力も理由もなかった。

　それよりも今は、東京に起きた異変が先だ。

　知らせを聞いた時、グングニルですら驚いていた。

　東京にドラゴンが出現したなどと言われても、まず聞き返してしまう。新宿で暴れる巨きよ大だいな化け物の姿を目まの当たりにするまで、練司も半信半疑だった。

　そして今、もう一体の竜を目の当たりにしている。

　御お茶ちやノ水みず駅前、神かん田だ川に尻尾を浸ひたしている巨大な竜。剣気で自らの身体を変化させたＤアームは、ちょうど十階建てのビルと同じ高さをしている。怪かい獣じゆう映画のようにビルを踏ふみ潰せるほどの高さはないが、人間ならアリのように殺せるだろう。

　新宿で見た竜よりも、数倍は大きい。

　それは神田川に身を浸したまま、何かを待つようにじっとしている。

「アレを……倒たおすんですか？」

　剣を構えながらも、怯おびえた口調の糸いと。

「やるしかあるまい」

　ライラは臆おくせずに剣を抜ぬく。

　あの竜から見れば、我々のＤアームなど爪つま楊よう枝じよりも小さく見えるだろう。

　だが、殺せるのはＤアームだけだ。

「いくぜ」

『うむっ』

　練司は薄うす緑みどりの柄つかを握にぎる。

　切っ先はちょうど竜の顔に向けられている。距離感を失いそうになるが、練司たちがいる御茶ノ水駅から竜までは五十メートル以上も離はなれている。

「はっ！」

　川沿いに建てられていた雑居ビルの屋上にひとっ飛びで跳躍する。

　そして竜に向かってさらに跳んだ。

「うおおおおおおおおおっ！」

　先手必勝。相手がどんな技わざを使うのかは知らないが、動いていないのならば好都合だ。どんな思おも惑わくがあろうと、それより早く殺してしまえばいい。

　神田川に飛び込むようにして落下する練司の身体からだ。空中で上段に構えた剣けんは、巨大な竜の背中を斬り裂さこうとして──

「練司さんっ！」

　横から糸に抱だきすくめられた。

　雷の速度で抱きしめられた練司は、糸と一いつ緒しよに離り脱だつする。

　その一いつ瞬しゆん後に、練司がいた場所に風が吹ふいた。鈍どん重じゆうに見えた竜が、その尻尾を振ふり上げて払はらおうとしたのだ。ほとんど反射に近い速度で振られた尻尾は、川沿いの建物や橋を触ふれるそばから破壊していく。

「……⁉」

　気づかれていたのだ。

　それでいて、練司たちの事はうるさいハエのようにしか思っていないわけか。

『よい動きだ、日本の若者よ』

　巨大な竜から聞こえる、重い声。

『可能であれば、その刃やいばで我が命を絶って欲しい。恐おそるべき我の身体がまだ完全に囚とらわれぬうちに』

「囚われる……？　自分の意志じゃないのか？」

　思い切り飛び込んできた糸の身体にケガがない事を確かく認にんして、練司は立ち上がる。剣を構え、竜の動向を警けい戒かいしながら。

『これは我の意志ではない。我が内にある衝しよう動どうが、我が身体を動かしている。頼む。このグラムに名めい誉よある死を』

　あのＤアームは、グラムというのか。

　北ほく欧おう神話に出てくる、グングニルに近しい剣だ。確か主神オーディンがシグムントに渡わたした剣。その息子むすこであるジークフリートが、弟が変化した邪じや竜りゆうファフニールを打ち破ったと言われる、由ゆい緒しよ正ただしき竜殺しドラゴンスレイヤー。

　グラムも邪竜の意志に囚われたのだろうか。

　だとしたら新宿で暴れているＤアームも、自分の意志ではないのか。

「……分かった」

　練司は薄緑を構え、グラムに向かって跳ちよう躍やくする。

「ダメです練司さん！　またやっても同じですよっ！」

「わかってる！」

　糸の叫さけびに応こたえつつ、練司はグラムに斬きりかかった。

　剣気を限界まで伸のばす。

　刀身の数倍の長さになった剣気は、遠くからでも対象を切断する事ができる。クレーンのように長くて大きな剣気が、真上からグラムに叩たたきつけられた。

「くっ！」

　腕うでが痺しびれる。

　全力の剣が、グラムの頭から血を流させる。

　手応えはあった。

　もう一撃──

「⁉」

　斬りかかろうとした練司の手の中で、何かが変化した。

　練司の剣気──いや、剣そのものが変わっている。

　ねっとりとした感かん触しよく。

　まるで吸い付くように手に収まるその剣は、薄緑ではない。

「蜘く蛛も切きり丸まるっ！」

『──ふふ』

　手が震ふるえる。

　笑っているのか。

『ぐらむ──そのけんき、いただきます』

　蜘蛛切丸の剣が、グラムの背中に突き刺ささる。

　強力な剣気に覆おおわれているはずのその身体に、刃はあっさりと刺さった。いや、刺さるというよりも吸い込まれたと表現した方が近い。

「くっ……！」

　巨大なグラムの胴どうにしがみつく形になった。

　刺さった剣を摑つかむので精せい一いつ杯ぱいだ。

　そしてグラムの胴を刺した蜘蛛切丸は、手の中で笑っている。

「⁉」

　大量の剣気が流れてきた。

　剣気で作られたグラムの胴から、まるで血のような勢いで剣気がこぼれ、それらは蜘蛛切丸の鍔つばに吸い込まれていく。

　食っているのだ。

　蜘蛛切丸は常に飢うえていた。

　土つち蜘ぐ蛛もを斬った時から、妖よう怪かいの味が忘れられなかった。

　それ故ゆえ、妖怪に似た超ちよう常じよう的な力──すなわち剣気を見ると喉のどが鳴るようになってしまったのだ。

　世界でも数少ない「魔まを斬る」剣。

　それが蜘蛛切丸の能力。

『ああ、おいしい──』

　手にした柄の中から、ゴクリと喉が動くような音がする。

　たらふく食べられて幸せだろう。普ふ段だんは剣気を食べる機会などそう簡単に訪おとずれない。

　だが──

「れ、練司……さん……！」

　ガードレールに手をつき、よろめいている糸が見えた。

　明らかに苦しそうだ。

　糸だけではなく、遠くにいるライラからも何かを吸収している。剣気が練司に向かって流れているのを感じるのだ。

「止まれっ！　蜘蛛切丸！」

　これではいけない。

　今の蜘蛛切丸には、ほとんど意識がない。

　まるで零こぼれる剣気をただ集めるだけの機械。食欲を超ちよう越えつして、ただ貪むさぼるだけの何かになり果てている。

　何も変わっていない。

　遠ざけられていた蜘蛛切丸と変わらない。

　──食事って、そうじゃないだろう！

　柄を握りしめ、練司は歯を食いしばる。

『人間よ──それでは私は食い尽つくせぬ』

　グラムの手が、練司を摑んだ。

　そして、即そく座ざに川に叩き付けられる。

「ぐあ……っ！」

　コンクリートに打ち付けられたような衝しよう撃げき。

　意識が飛びそうになるが、剣だけは離さなかった。

『もっと──もっと、たべたい──』

「バカ野や郎ろうっ！」

　手元の剣に、練司は怒ど鳴なった。

　蜘蛛切丸の声が止まる。

「お前、何考えてんだよ！　人のこと説教しといて、いざ戦いになるとそれか！」

『でも……わたくしがたべることで、てきをころせれば……』

「そうじゃない！　欲望のままに動いたって、楽しくないんだっ！」

『──わかりません』

　沈しずんだ声の蜘蛛切丸。

　話を聞く気はあるのだ。だから後でゆっくりと語りたい。

　しかし今はそれどころでは──

「わっぷ！」

　しかしグラムの尻尾しつぽが神田川を叩く。強い水みず飛沫しぶきが練司の視界を覆った。

　一瞬だが、グラムの姿が見えなくなる。

「しまった！」

　その一瞬が命取りになる。

　水飛沫の向こうから、グラムの尻尾が襲おそいかかる。

　避よける事はできない速さ。そもそも空中にいるため、動けない。

「くっ──！」

　せめてダメージを最小限に抑おさえようと、練司は剣気で全身をガードする。

　が、尻尾が練司に触れる事はなかった。

「ん？」

　空中で周りを見る練司。

　グラムは、どうなったのだ。

　水飛沫が散る。すぐに戦せん闘とう態勢に戻もどる。

　が、その必要はなかった。

　グラムの動きが止まっていた。

「……？」

　突とつ発ぱつ的な事故に驚きよう愕がくしているのか、それとも思考しているのか。

『感謝する』

「……グラム？」

　練司は最初意味が分からなかったが、やがてグラムの巨きよ体たいが神田川に沈んでいくのを見て、ようやく彼がすでに死んでいるのだと気づいた。

　倒たおれたグラムの身体からだが、再度大きな水飛沫を起こす。

　あの一いつ瞬しゆんで、あの巨大な竜りゆうを誰だれが殺したというのか。

　死因を探さぐろうとグラムの身体を見ると、頭や背中に無数の傷が見える。

　弁慶機関の助すけっ人とか。いや、弁慶機関は他ほかの場所に出現したＤアームと戦っていると聞いた。今この場にいるのは第三課の自分たちだけのはずだが──

　神田川の苔こけむした塀へいを蹴けって、道路に上がる。

　そこからグラムを見ると、助っ人の正体が分かった。

「あっ！」

　神田川に浮ういている、一隻せきのボート。

「よう弁慶のガキども！　元気か！」

「ハーイ、お久しブリでーす！」

「ああっ、あの人！」

　糸も気づいたようだ。

　そういえば彼女と一いつ緒しよに仕事をしたのだ。

　ツンツンと逆立った髪かみの毛をした好戦的な若者と、彼のパートナーであるイタリア人の伝承者テイルキーパー。どちらも防水エプロンに長なが靴ぐつという魚屋の正装。

「トライデントさんと、バルトロメオさん！」

　普段は築地つきじ市場で働いている、はぐれＤアームと伝承者テイルキーパーのコンビである。所属は弁慶機関となっているが、築地の平和しか守っていない連中なのに。

「オレたちだけじゃねーぜ！」

　トライデントが見ているのは、石橋の上。

　そこに二人の女性が並んでいる。

　片方はチャイナドレスに身を包んだ麗れい人じん。そしてもう片方は全身をフルプレートの鎧よろいで覆っている勇ましい女性だ。

「お久しぶりです、練司さん！」

「元気そうで、何より！」

　どちらも知った顔だ。

　本来なら日本にいないはずのＤアームたち。

「青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうに、デュランダルまで……」

　以前、仕事で東京案内をしたのだ。むしろこれが練司の本来の仕事である。

　少しでも東京を好きになってもらえるよう、全力で案内し、そしてトラブルに巻き込まれながらも楽しい一時を過ごせた客人。

「みんな、どうして──」

「そんなの、決まっているだろう」

　低い声に振ふり返る。

　恰かつ幅ぷくの良い老紳しん士しと、美しいメイドがいた。

　高級なスーツに少しも負けていない老人の顔は、見る者を安心させる不思議な迫はく力りよくがあった。まさに王たる者の貫かん禄ろくである。そして仕えるメイドもまた、王を引き立てつつも存在感に溢あふれた優やさしい笑え顔がおの持ち主。

　忘れるものか。

　世界最強の防ぼう御ぎよ力を持つＤアームを。

「エクスカリバーさん！　マリアさん！」

「うむっ」

　老紳士、エクスカリバーは練司の肩かたを軽く叩たたく。力強い手が触ふれると、安心と興奮が同時にやってくるようだ。

「久しいな、二人とも！」

「皆みな様さま、お元気そうで何よりです」

　薄緑も人間の姿に戻り、マリアと握あく手しゆをしている。

「でも、どうしてここへ？」

　イギリスの〝円えん卓たく会かい議ぎ〟を束ねている彼らは、本来ならばここにいてはいけないはず。自国の防衛が最優先だというのに。

「君を助けるためだ」

　エクスカリバーは練司の目を見て答えた。

「…………」

「噓うそや世辞かと思うかね、練司くん」

　そう思いたい。

　まさか世界一のＤアームが、自分のために駆かけつけてくれるはずがない。

「まぁ、そう思うのは勝手だ」

　エクスカリバーは東の空を見る。

　お茶の水から東には雑多なビルが並んでいるが、もっとずっと東へ視線を移すと、看板の色がカラフルになっていく。

　そんな風景を見ながら、エクスカリバーはこう言った。

「どこかの兵士が言った言葉だ。『皇居が占せん拠きよされても世界は傍ぼう観かんするだろうが、秋あき葉は原ばらが占拠されたら世界中から最強の部隊が日本に行くだろう』と──」
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　以前、練司はエクスカリバーと遊んだ事があった。

　秋葉原で自分が出ているマンガやゲームに興味があるので、ぜひそういう店を紹しよう介かいして欲しいという依い頼らいだった。

　あの時も物ぶつ騒そうなトラブルに巻き込まれ、結果として始末書を何枚も書くハメになった。その代わりエクスカリバーは非常に満足していたと聞いた。

「私はあの時から秋葉原が好きになった。東京が好きになった。日本が好きになった。この国を滅ほろぼしたくないと思った」

　エクスカリバーは振り返る。




「そう思わせたのは、間ま違ちがいなく君だ」




　彼の笑顔が、噓ではないと告げていた。

「その通りです、練司さん」

　振り返ると青龍偃月刀とデュランダルがいた。橋からここまでひとっ飛びでやってきたようだ。

「もっと自分に自信をお持ちなさい。私は自分の意志でここにいます。この国を守りたいと思ったのです」

「べ、別に私はこんな国、どうでも良いのです」

　デュランダルだけは素す直なおではない。

「ただ、その、また商店街のＢ級グルメを食べたいと思う時があって、その時に国が滅んでしまっては意味がないというだけで……」

　どんどん声が小さくなるデュランダルに、全員が苦く笑しようする。

　そんな彼らを見ていると、練司の心の中に温かいものが生まれた。

　竜の暴走でささくれ立っていた心が癒いやされていく。

　──どうしたんだ、俺は。

　また満たされてしまった。

　もっと飢うえなくてはならないのに。

「しかし練司くん。見違えたな」

　エクスカリバーの強い手が、また練司の肩を叩く。

「最後に会ってから半年も経たっていないのに、たいした成長ぶりではないか。マンガの主人公のようだぞ？」

「……そんな事、ないですよ」

「謙けん遜そんするな！　剣けん気きで分かる！」

　豪ごう快かいに笑うエクスカリバーだが、練司は首を横に振る。

「違うんです。俺──もっと強くならないと」

「ふむ。これ以上、何が足りないと言うのかね？」

　なんだか突つっ込んで質問してくるエクスカリバー。まるで相談しているようだ。

　だったら最後まで言ってしまおうと思った。

「足りないと言うか……満たされすぎてて、もっと飢えないと」

「満たされている？」

　練司の言葉が、エクスカリバーには伝わらなかったようだ。

　しかし後ろにいた青龍偃月刀は理解できたようで、

「思うに、精神の飢き渴かつと言いたいのでしょうか」

「ははぁ、なるほど！」

　それでエクスカリバーにも合点がいったようだ。

「練司くん、君は相変わらず単純だな！」

「なっ……！」

　その通りだが、改めて言われると辛つらい。

「違う違う、そうではないのだ！　昔と今では、戦い方が変わるものなのだぞ！」

「戦い方が……変わる？」

　それは蜘蛛切丸の話とは違う。

「うむ。過去の君は、何も持っていなかったから、求めるために戦ったのだろう？　そして求めたものを手に入れたから、弱くなったと思っている」

「……はい」

「違うのだ。求めた後は、それを使って戦わなくては！」

「……⁉」

　求めたものを、使う？

　それはつまり、いすかやライラや糸を使って戦うという事か。

「お金と同じですよ。貯ちよ蓄ちくだけでなく、資産運用もしないといけません」

　青龍偃月刀の言葉は分かりやすく、スッと胸に入る。

　確かに、それは今までの練司とは違う戦い方だ。

　自分で言っていたのに、忘れていたなんて。

　──一人じゃない。

　練司には頼たのもしい仲間がいるではないか。

「そうですよ！」

　答えたのは、糸。

「練司さん、一人で悩なやまないでください！　私やライラさんがいるんです！　練司さんの役に立ちたいと思ってるんですから！」

「……そうだった」

　──バカか、俺は。

　悩む必要も、飢える必要もなかったんだ。

　ならば、もう考えなくていい。

　考える事すら、誰だれかに任せられる。

「じゃあエクスカリバーさん。少し、ここをお願いしていいでしょうか」

「任せたまえ！　何が来ようと、秋葉原を守ってみせる！　フィギュアの指一本壊こわさせはしないさ！」

　力強く自分の胸を叩くエクスカリバー。青龍偃月刀やデュランダルも頷うなずく。

「糸も、ここを頼む」

「任せてくださいっ！　……ごほっ」

　エクスカリバーの真似まねをして胸を叩き、むせる糸。

　そして神田川の対岸にいるライラにも伝えようと思ったが、

『練司』

　胸ポケットにしまったまま、装着していないインカムが光る。慌あわててそれを耳につけると、ライラの声がした。

『話は聞いた。エクスカリバー殿どのの言う通りだ。ここは私たちに任せろ』

「ああ。頼む」

『で、お前は一人でどうするつもりなんだ？』

「ちょっと、話をする」

　練司は薄緑の手を握にぎる。

　エクスカリバーに言われた事が応こたえたのか、薄緑の中の誰かが反発しているように感じられた。







　すでに持っているもの。

　練司にとって、それは仲間だ。どんな時にも練司を支えてくれるかけがえのないもの。しかしそれ以上に近しいものがある。

「今の話、聞いてたか」

　練司は神田川沿いの道路をまっすぐに歩く。

「きいておりました」

　その後ろをついて歩く蜘蛛切丸。

「ですが、わたくしにはわからないのです」

「何が？」

「わたくしはひとりでした。みたされることをしりません。いつもうえております。おなかがすくのです」

　蜘蛛切丸はよく食べる。

　他ほかに心の充じゆう足そく方法を知らないからだ、と薄緑が言っていた。

「本当にそうか？」

「そうですとも」

「違う」

　練司は立ち止まり、蜘蛛切丸の手を握る。

　薄緑よりずっと冷たい手は、弱々しい力で握り返してきた。

「もうお前は飢えなくていいんだ。お前の欲ほしいものは、全部くれてやる」

「わたくしの──ほしいもの」

「それに、もっと満たされる食べ方も教えてやる」

「たべかた……？」

「ああ、そうだ。メシはみんなで食った方がうまいんだぜ」

　蜘蛛切丸は目を伏ふせ、何も言わない。

　練司の言葉が届いていないわけではない。自分の中で、新しい何かを模も索さくしている途と中ちゆうなのだ。

「わたくしは──」

「ええい、喋しやべるのが遅おそい！」

　突とつ然ぜん、薄緑が出てきた。

「蜘蛛切丸！　お主はギャーギャーと文句を言うだけで、結局何も変わらぬではないか！　妾わらわや膝ひざ丸まる、それに吠ほえ丸まるですら現代の生き方を見つけたというのに！」

「そうだよ！　練司がくれてやるって言ってるんだから、素直にもらっとけ！」

　膝丸まで出てくる。

「あ、あのね、みんなで食べるとおいしいって、本当だよ。なんだかあったかくなるの」

　そして吠丸も。

　全員、口を揃そろえて「アイツは厄やつ介かいだ」と言っていた蜘蛛切丸に声をかけてゆく。

「でも──」

　再度、蜘蛛切丸が出てくると、両手で顔を覆おおった。

「わたくしは、みんなでしょくじをすることはできないのです」

「どうしてだ？」

「わたくしのては、ようかいのちでけがれています。こんなわたくしといっしょにいてくれるひとなど──」

「バカ」

　練司は蜘蛛切丸の肩かたを叩たたく。

「そのための伝承者テイルキーパーだろうが。そのための弁慶機関だろうが。お前と同じ悪魔殺しデーモンスレイヤーなんてウジャウジャいるっての」

「れんじ──」

「ったく。そんな事で悩んでたのかよ」

「そんなこととは、なんですか」

「まったく問題ねーって事だよ。蜘蛛切丸」

　満たされないのは、腹ではなく、心。

　むしろ金がかからない分、ずっと簡単な話だ。

「そもそもだ。お前がこうして俺の前に出てきたのは、お前にも心境の変化があったって事だろ？　その変化をくれたのは、薄緑たちだろう？」

「──はい。うすみどりのなかに、とてもあたたかいものをかんじたのです」

「ああ」

　蜘蛛切丸の手を握ったまま、練司は頷く。

「だったらお前は、もう満たされてる。もう飢うえなくていいんだ」

「わたくしが……みたされている？」

「そうだ。薄緑が抱いだいた感情を気持ちいいと思えるなら、大だい丈じよう夫ぶだ」

「…………」

　戸と惑まどう蜘蛛切丸。

　それはそうだろう。欲しいと思っていたものを、いつの間にか手に入れていたのだから。

「ならば──わたくしは、どうすれば」

「そりゃ、決まってる」

　練司は前を向いた。

　先ほどグラムと戦った場所から、約二キロメートル先の方から匂においを感じる。蜘蛛切丸の手を握った瞬しゆん間かん、それを感じ取れるようになった。

「楽しい食しよく卓たくを邪じや魔まする奴やつらがいたら、どうする？」

「くいころします」

「よし、じゃあそうしよう」

　練司が頷くと、蜘蛛切丸はようやく笑った。

　彼女の嬉うれしそうな顔を見ていると、なんだか練司まで腹が減ってくる。これも共感というやつなのだろう。







　お茶の水から水すい道どう橋ばし方面へ走る。

　薄緑の「軽かる業わざ」の能力があれば、高いビルだろうが駆かけ上がれる。それどころか、剣けん気きの使い方が分かってくると、脚きやく力りよくに剣気を乗せてさらに速い移動ができるようになった。今の練司ならば電車より速く走る事が可能だ。

　水道橋の駅からは、破は壊かいされた東京ドームシティが見える。復興中の建物を横目で見ながら、練司はさらに足を速める。

　やがて飯いい田だ橋ばしの駅から、出版社が立ち並ぶビル街へ跳とぶ。

　高さ二十メートルの高層ビルの屋上に降り立つと、そこで練司を出で迎むかえてくれた人物がいた。

　強い風に背広をはためかせている、浅黒い肌はだの白人。

「──驚おどろいた。まさか私の居場所が分かるとは」

　背が高く、引き締しまった身体からだをした若い男は、それまで隠かくしていた剣気を立ち上らせた。そうでなくとも目に宿る狂きよう気きの光が、彼がＤアームである事を告げている。

「剣気は完全に消したつもりだったが」

「つもり、じゃダメだ。俺には──いや、コイツには分かる」

　練司が腰こしのホルダーから抜ぬいたのは、鞘さやに入った蜘蛛切丸。黄色と黒で塗ぬられた派手な鞘をしているが、本体はおとなしく収まってくれている。

　蜘蛛切丸の食欲は、練司とも連動する。

　彼女の鼻からは、どんなＤアームも逃のがれられない。

　ほんのわずかな剣気さえあれば、嗅かぎ付けられる。

　それがお茶の水から飯田橋という二キロ近い距きよ離りであってもだ。

「いい勘かんだ。弁慶機関の者かね」

「弁慶機関第三課、若わか林ばやし練司」

　蜘蛛切丸の鞘を腰に戻もどす。

　まだ抜くわけにはいかない。相手も相応の使い手。紳しん士し的に対応しているのだから、こちらも倣ならうべきだ。

　だが、戦いは避さけられない。

　このＤアームから発せられる剣気は、すでに血を欲ほつしている。

「私はヴァジュラだ」

　彼も牙の部隊ダブルタスクの一員だった。

　インド神話の神であるインドラが操あやつったとされる武器。金こん剛ごう杵しよという別名があり、ダイヤモンドで形作られているというが、この武器は特別製だ。

　邪じや竜りゆうヴリトラを倒たおすためにインドラが授さずかったとされるこの武器は、ある理由のためにダイヤを使う事ができなかった。

　なぜならヴリトラは一度インドラと引き分けた際に神々と和平交こう渉しようを結び、その際に「木、石、鉄、乾かわいたものでも湿しめったものでも傷つけられず、昼も夜も攻こう撃げきできない」というメチャクチャな条件を勝ち取ったのだ。

　そこで作られたのが、聖者の骨で作られたヴァジュラだ。雷らい神じんインドラはこれを用いて、昼でも夜でもない夕方に邪竜ヴリトラを倒したのである。

　そんな破は天てん荒こうな伝説を持つこのヴァジュラだが、今は非常におとなしい。

　ビルの上で風に吹ふかれながら、いったい何を見ているのか。

「アンタは、どうするんだ？」

　練司が尋たずねると、

「攻撃は五日後。そう定められている」

「ああ」

「だが奇き妙みような事に、私の身体も疼うずくのだ」

　やはり同じか。

　グラムもそうだったが、彼らは自分の意志で竜になったのではない。何かに操られているように変身してしまうようだ。

「グングニルのせいか？」

「軍門に降っておいて文句をつけるのもなんだが、あのグングニルが約定を違たがえたとは思えぬ。彼は獰どう猛もうで強く、常に強敵を求めているが、そのため公平な条件で戦おうとする。南極が襲おそわれた時も奇き襲しゆうではなく、正々堂々と戦いを挑いどんだのだ」

　練司も同じ感想を抱いた。

　グングニルは弱者をいたぶるのが好きだとは思えない。むしろ強敵を求めて、自分をとことん追い詰つめて勝利する事に快感を覚えるタイプだ。

　そういうＤアームが、準備中の敵に対して不意打ちを仕し掛かけるだろうか。

　その問いにノーと答えたところで、では何がヴァジュラたちを突つき動かしているのか。グングニルの統制とは、その程度だったのか。

「止めて欲しいか、ヴァジュラ」

「止めるだと？」

　ヴァジュラは鼻で笑った。

「君の気持ちには感謝するが、同時に腹が立つ。この私をたった一人で止めるというのであれば、侮ぶ辱じよくも甚はなはだしい」

　ヴァジュラの目が光った。

　剣気とは違う、強きよう烈れつな殺気を感じて身構える。

　禍まが々まがしい剣気が全身から立ちこめ、それが竜の形になる。剣気はやがて実体化し、たった十秒ほどで竜へと変身してしまった。

　グラムのように胴どうが大きいタイプではない。あれは東洋の神話で見るような、長い胴を持つタイプだ。それがビルに巻き付いている。

「さぁ、やれるものならやってみろ！」

　咆ほう哮こうに混じる言葉。

　その声には明確な愉ゆ悦えつの感情が混じっていた。苦く悶もんの声を絞しぼり出していたグラムとは違い、この状態を楽しんでいるように聞こえる。

　巨きよ大だいな顎あぎとが練司の眼前に迫せまる。

　近くで見ると、その巨大さが分かる。その牙一つとっても、薄緑と同じくらいの長さを持っている。言うなれば自在に動かせる剣の山だ。その口に捕らわれれば、練司の身体など一ひと嚙かみでバラバラになるだろう。

　しかし、練司の心は落ち着いていた。

　ゆっくりとホルダーから剣を抜く。

「フハハハハハハッ！　操られてみるのも良いものだな！　自分の心のタガを外すのは、背徳的だが気持ちがいい！」

　ヴァジュラの全身が光った。

　強烈な光は雷かみなりに変化し、練司の全身に降り注ぐ。ヴァジュラの身体から針のように飛び出した小さな雷の飛礫つぶては、練司を中心にビルを覆い尽つくした。

　前に東京ドームで雷を喰くらった事があるが、あれは非常に痛いものだ。あの時Ｊは少し手加減してくれたのだろう。ヴァジュラが放つ雷は、練司の全身を消し炭に変えようと容よう赦しやなく輝かがやいている。

　それでも、練司の心は水のように穏おだやかだった。

　鞘を構え、前に突き出す。

「食事の時間だぜ、蜘蛛切丸」

「──ふふ、いただきます」

　雷の飛礫は練司の身体を焦こがすどころか、命中すらしなかった。

　練司の周囲に降り注ぐ雷は、全すべて蜘蛛切丸の鞘に吸収されていくではないか。それどころかヴァジュラが全身に纏まとう剣気すら流れ込んでいく。

「なっ──！」

　驚いたヴァジュラの身体が下がる。大きな後ろ足がビルの屋上を踏ふみ抜いた。

「その剣は、なんだ⁉」

「ただの腹ペコ女だよ」

　堪こらえつつ、練司は剣を抜いた。

　蜘蛛切丸。

　ただでさえ空腹感に苛さいなまされている蜘蛛切丸が外に出ると、弁慶機関のＤアームまで食べようとするから、滅めつ多たに出さなかったのだ。

　しかし今の彼女は違う。剣気以外でも空腹を満たす方法を知っている。だから、練司ともわかり合えた。普ふ通つうの女の子として対等に付き合う事ができた。

　この剣があれば、戦える。

　蜘蛛切丸だけじゃない。薄緑というＤアームの全てを使えば。

「不思議なＤアームを持っているのだな！　だが一人で私に勝てるかな⁉」

「──勝てる」

　練司は口に出して答えた。

　昨日までの練司なら、迷ったかもしれない。

　しかし蜘蛛切丸を理解し、薄緑の全てとわかり合えた今なら、あの巨大な竜に負ける気がしないのだ。

「俺は、お前を斬きる」

　言葉は力になる。

　薄緑、膝丸、吠丸、蜘蛛切丸。

　四人の力を同時に感じる。

　剣が重くなった気がした。

　いつもの四倍の剣気が右手に集まっている。

　全員の心が一つになり、合わさる。

『練司』

　誰だれかが名を呼んだ。誰かは分からない。あるいは全員なのかもしれない。

　だから練司もそれに応こたえる。




「踊おどろうぜ、みんな」

『──喜んで』




　練司は剣けんを摑つかんだ。

　すぐ傍そばに迫るヴァジュラの顔。雷が効かないと分かって、直接嚙み殺しに来たようだ。重機でも紙のように潰つぶしてしまえそうな大口が練司を襲う。

　巨木のように太い竜の首。

　軽い身のこなしで、その横に回り込む。

　そして──




　練司の一ひと振ふりで、竜の首を切断した。




　四倍の剣気が一点に集まり、鋼鉄よりも硬かたい竜の首を落とす。ヴァジュラは最後まで練司を食い殺そうと、獰猛な顔をしたままだった。

　切断面から大量の血──によく似た剣気が溢あふれ出す。それは蜘蛛切丸が全部吸い取ってくれた。

「──ふぅっ」

　息を吐はいて、残心する。

　斬れた。

　竜の首を落とした事よりも、薄緑の本当の力を理解できた喜びの方が大きかった。

　最強の力は、こんな近くに眠ねむっていたのだ。

　全員の想おもいを一つに合わせれば、どんな敵にも立ち向かえる。薄緑たちが教えてくれたのは、そういう真実だ。

「ありがとう、相棒」

　感謝の心をこめて、剣を鞘さやに戻す。

『こちらこそ』

　答えたのは薄緑だった。

　練司が柄つかから手を離はなすと、人間の姿に戻もどる。

　いつもと変わらない、ナマイキな女だ。

「エクスカリバー殿どのの言っていた事、妾わらわにも分かったぞ」

「ああ」

　こんなにも強力な仲間で満たされていたとは。これ以上求める必要などない。練司はすでに充じゆう分ぶんな力を持っていたのだ。

　目を閉じて感動に浸ひたっていると、風に乗って破は裂れつ音が聞こえてきた。

　誰かが手を叩たたいている。

　振り返ると、グングニルとイマがいた。

　彼らに敵意はない。それは剣気で分かる。

　練司が気づくと、グングニルは手を叩くのを止やめ、芝しば居いのように大おお仰ぎような抑よく揚ようと動作で語り出した。

「大変失礼した。余はお主の事を、クラウ・ソラスにくっついているただのオマケ程度にしか思っていなかった。まさかその若さで竜殺しドラゴンスレイヤーになるとは」

　竜殺しドラゴンスレイヤー。

　現代でその称しよう号ごうを持っている人間はほぼゼロだろう。

　牙の部隊ダブルタスクがこうなってしまった今、これからも現れる可能性は少ないかもしれない。だとすると、練司の存在は世界でも貴重なものになる。

　グングニルが一目置くのも頷うなずける。

　それだけの事をしたと、練司は自負できる。もう謙けん遜そんはしない。自分の力を自覚し、それを利用しなければ目の前のＤアームとは戦えない。

「若林練司と薄緑──そう名乗ったな。覚えておくぞ」

　グングニルはそう言って、頭を下げる。

「そして謝罪する。配下のＤアームの暴走について、余は管理を怠おこたった。本当はこんなはずではなかったのだ。制約を強化し、二度と起こさないと誓ちかおうではないか」

　プライドの高い彼が謝罪した事に驚おどろく。

　そしてヴァジュラの言葉を裏付ける発言。やはりこの暴走はグングニルが関かん与よしていたのではなかったのだ。

「じゃあ、なんでＤアームは暴走したんだ？」

「分からぬ」

　グングニルは肩かたをすくめる。

「だってお前の部下にしたんだろ？　部下の精神状じよう況きようも把は握あくできねーのかよ」

「だから余も驚いておる。元来粗そ暴ぼうな性格の者だった、という可能性もあるが」

「それは……ない、と思う」

　ヴァジュラはともかく、グラムの態度は紳しん士しのそれだった。ギリギリまで自分を抑おさえようとしていたのだから、この結果を望んでいたとは思えない。

「ならば、結論は一つじゃ」

　薄緑が前に出る。

　人差し指を振り上げ、勢いよく振り下ろした先は──

「貴様の仕し業わざじゃ、イマ！」

　皆みんなが薄緑を見る。

　そしてイマに視線を移すと、彼女は涼すずしい顔で笑っていた。

「どういう事だよ、薄緑？」

「その女の能力じゃ！　あやつの支配下に置かれた者は、全て自我を乗っ取られる！　精神を汚お染せんするのがあやつの能力なのじゃ！」

「精神汚染……？」

　心当たりがあった。

　電車の中、イマの前に立った時だ。

　攻こう撃げきしたいという衝しよう動どうが急にわき上がった。全すべてをメチャクチャに破は壊かいしたいという気持ちが何の前まえ触ぶれもなく浮うかんだのだ。

　あれはイマの能力だったのか。

「恐おそろしい考えを巡めぐらせて自じ暴ぼう自じ棄きにさせる、そんな『破は滅めつ衝しよう動どう』を相手に植え付ける能力を持っているのじゃ！」

　破滅衝動──

　それは考え方によっては、グングニルよりも凶きよう悪あくな武器となる。

　あの衝動に突つき動かされると、身体からだを悪い方へ動かしたくなる。自ら死に近づくような行動を楽しんでしまう。

　加えて、死者を配下にするグングニルの能力。

　この二つを組み合わせれば、恐ろしいコンビになる。

　世界でも有数のＤアームが集まった牙の部隊ダブルタスクが壊滅した理由は、それだったのだ。

「……待てよ」

　今いまの剣つるぎは源みなもとの義よし経つねが自害をした時に使った刀。

　薄緑はしきりにイマが義経を殺したと言っていたが──

「そういう事か」

　ようやく繫つながった。

「イマ。義経の件は、どこまでがお前の仕業だったんだ」

　兄や部下の裏切りに遭あって、全てに絶望して家族共々死んでいった源義経は、本当に自分の意志で死んだとは思えなくなった。

「全部」

「そいつは……義経の家族だけじゃなく、頼より朝ともの裏切りから全部、お前の仕業だったってのかよ！」

　イマの笑え顔がおがそれを肯こう定ていしていた。

　理由など、聞くまでもない。

　グングニルと同じだ。ああいう輩やからは、ただ楽しいからという理由で全てを壊こわす。破滅のために生まれたのがＤアームだと主張しつつ、罪のない人間を狂くるわせる。

　ようやく、薄緑と同じ怒いかりを共有できた気がする。

　この女は生かしておけない。

　放ほうっておくと、グングニルですら支配下に置くかもしれない。

「いや──もう遅おそい、か」

　練司はイマの隣となりを見る。

「グングニル。お前もイマの『破は滅めつ衝しよう動どう』にかかっているんだな」

　だからこそ、この状況を止めようとしない。

　むしろ楽しんでいるように笑っている。まるで全てが壊れていくのを望んでいるかのようだ。彼の望みは破壊ではなく、純じゆん粋すいな戦せん闘とうのはずだったのに。

「ウフフフフ……だったら、どうするの？」

　イマは両手を広げて練司を誘さそう。

　挑ちよう発はつしながらも攻撃の意志は一いつ切さい見せず、ゆっくりと練司の傍そばまで歩いてくる。

「私を殺す？」

　白い手が練司の首筋に触れる。

　ゾクッとするほど気持ちの良い感かん触しよくだが、練司は表情を変えない。

「殺さない。五日間は手を出さない約束だろう」

「フフ、そうね」

「じゃが──」

　不意に目の前からイマが消えた。

　横にいた薄緑に、襟えりを摑つかまれて引っ張られたのだ。

　そのまま引き寄せられたイマの顔面に、薄緑の額がぶつかる。金属でできたＤアーム同士なのに、岩をぶつけたような鈍にぶい音がした。

「約束を破ったバツじゃ。その痛み、忘れるな」

　蹲うずくまるイマを見下ろしながら、薄緑が吐はき捨てた。

「ったぁ……」

　顔を押さえながら立ち上がるイマ。薄緑を恨うらみがましく見ているが、悪いのは自分だという自覚があるからなのか、手を出してはこなかった。

　それにグングニルもおとなしく見ているのは、完全にイマに操あやつられていないという事か。この件に関しては譲ゆずる気持ちがあったのかもしれない。

「五日後を楽しみにしていろイマ。貴様に本当の破滅を教えてやる」

「……やってみなさい」

　髪かみを振ふり乱しながら薄緑に詰つめ寄るイマ。

　顔を近づけて睨にらみ合う二人。

　やがてイマは踵きびすを返すと、グングニルの下へ歩いていった。普ふ段だんの余よ裕ゆうも薄緑には通用しないようだ。薄緑だけは破滅衝動が効かないのだろうか。

「では竜殺しドラゴンスレイヤーよ、準備に励はげむと良い。五日後まで、我々は身を潜ひそめよう」

　イマを小こ脇わきに抱だきかかえると、グングニルはビルから飛び降りる。彼を追って下を見るが、もう空中にグングニルたちの姿は見えなかった。

　残されたヴァジュラの死体からも、徐じよ々じよに剣けん気きが消えてゆく。

　そして残ったのは、小さな骨のみ。これがヴァジュラの本体なのだろう。

　小さなＤアームの死体を拾うと、練司は周りを見た。

　遠くには煙けむりが立ちこめる新宿。そしてビルが倒とう壊かいしているお茶の水。特に新宿方面はひどいようで、ヘリコプターが出動しているのが見えた。

「この程度で済んだのは、まだ幸運な方じゃ」

　薄緑が隣で呟つぶやく。

「五日後には、どうなっているか分からぬからな」

　決戦の日になれば、破滅衝動も関係なく、全てが壊されるかもしれない。

　さっきイマとグングニルを斬きり殺すという選せん択たく肢しもあった。そうすれば二度と東京が破壊される事はない。

　しかし失敗すれば準備不足のまま、敵は全面攻撃に出るだろう。弁慶機関はともかく、避ひ難なんする一いつ般ぱん人の命に関かかわる。

　あくまで東京を守るために戦うのが、弁慶機関の理念。

　それを捨ててしまっては、伝承者テイルキーパーである意味がない。

「──全ては五日後だ」

　静せい寂じやくと混乱を極きわめる都心を見下ろしながら、練司は気を引き締しめるのだった。
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　グングニルの言葉通り、それから牙の部隊ダブルタスクによる攻撃はなかった。約束を守ったように見えるが、だったら最初から暴走させるなと言いたい。

　決戦の日まで、あと一日。

　練れん司じは新しん宿じゆくを歩いていた。

　四日前とは別の街のようだ。かつては人でごった返していた東口は、上下左右全てが炭で真っ黒に染まっていた。

　火災による被ひ害がいは歴史的な記録になるそうだ。新宿通りの一区画が燃えただけだが、炎ほのおは新宿駅構内にも侵しん入にゆうしており、炭の除去などにはまだ時間がかかる。

　一歩進むたびに、灰が足に絡からみつくようだ。

　黒く変色した新宿で、練司は空を見る。

　どれだけ地上が荒あれていても、青空は変わらない。人間がこんなに苦労している様を、神々はゴロ寝ねしながら眺ながめているだけなのだ。

「ひどいね」

　隣に立ついすかが、眉まゆ根ねを寄せる。

「けど、いすかがいなければ被害はもっと広がってた」

「ううん。私じゃない。Ｊや瀬せ田たさんのおかげだよ」

　いすかが言うには、天あめの羽は々ば斬きりを倒たおしたのはロキだという。東京ドームの一件以来、まったく姿を見せなかったので、てっきりアメリカに行ったのだと思っていた。

　だがグングニルが日本に来た以上、それを叩たたくのがロキの設立目的だ。となるとアメリカ行きの話もなくなったのか。

「あのね、練司。Ｊの事、恨まないで欲しいの」

「え？」

「私とクラウ・ソラスが逃にげていた時、唯ゆい一いつ手を差しのべてくれたのがＪなの。あの人は本当にまっすぐで、回りくどいのを嫌きらうの。だからあんな形でしか戦えなかった」

「……それは、分かる気がする」

　Ｊではなく、ライラを見ているとそう思うのだ。

　あの姉し妹まいはよく似ている。自分の信念のためならどこまでも戦える。たまたまそれが弁べん慶けい機関の理念と合わなかっただけだ。

「けど、それとこれとは別だ。ロキは東京を破壊した。これは許される行こう為いじゃない」

「……ごめん」

　俯うつむくいすか。

「流されたとはいえ、いすかも同じだ。ロキに加わって破壊活動をした。一課の人たちのＤアームを破壊した」

「うん」

　そのせいか、いまだに弁慶機関内での彼女の立場は不安定なままでいる。特に一課の連中だ。いすかを殺人者のような目で見る者もいれば、逆に「一課に欲ほしい」と目を輝かがやかせている者もいる。全員練司が追っ払ぱらっているのだが。

「罪は、償つぐなうよ。この戦いが終わったら」

　きっかけはいすかの意志ではなかったにしろ、やってしまった事は覆くつがえせない。

　そんな彼女に、練司ができる事は一つだ。

「俺は、それを手伝う。いすかが罪を償うために、どこまでもついていく」

「──ありがと」

　立ち止まり、いすかは微笑ほほえんだ。

　彼女を背にして、新宿通りの空から太陽が昇のぼる。

　明後日あさつては、この光が見られなくなるかもしれない。だけど最後の瞬しゆん間かんまで、練司はいすかの傍にいようと決めたのだ。

「明日あした、私たちどうなってるんだろうね」

「変わらねーよ。いつも通りだ」

「うん」

　いすかの不安は分かる。明日になれば全すべてが終わってしまう。勝てば全てが丸く収まるが、グングニルに殺されれば終わるどころか悪の手先として動く事になる。それだけは絶対に避さけたかった。

　それでも基本的に立場は変わらない。

　Ｄアームで戦って、平和を守る。弁慶機関の日常だ。

「あのね、練司」

　太陽の光を背に、いすかは呟く。

「私、今の暮らしも大好き。糸いとちゃんや杏あんさん、それに薄うす緑みどりもいて、クラウ・ソラスがいる。みんな大切な、私の家族。ライラちゃんともお話できるようになったの」

「ああ」

　最近のいすかは本当に楽しそうだ。

　練司の家で暮らすようになってから、笑う事が増えた。騒さわがしい毎日だが、いすかだけでなくクラウ・ソラスも騒ぎに乗って笑っている事がある。いつか隣となり近きん所じよから苦情が来るのではないかとヒヤヒヤしている。

「私も守りたいものができたの。それがすごく嬉うれしい」

「だったらそれを守ろうぜ」

「うん。もう、絶対に負けない」

　思えばグングニルが引き起こしたあの飛行機事故は、練司にとっては個人的なものだ。それが世界を揺ゆるがす大事件だろうが、練司にとってはいすかを奪うばった憎にくらしい事件に過ぎない。

　いつだって練司は個人的な理由で戦ってきた。

　その結果として、大きなものを背負っただけだ。

「でもね、練司」

　いすかが練司の手を握にぎった。

　その感かん触しよくまで薄緑にそっくりだ。

「──私が一番守りたいのは、練司だよ」

「いすか……」

「あ、あっ、えっとね！」

　彼女の目を見ると、顔を真っ赤にして離はなれる。

「わ、分かってるんだよ！　練司には薄緑がいるし、糸ちゃんやライラちゃんだっているし、その、みんな家族だし──」

　しどろもどろになりながら、言いたい言葉を探すいすか。

　やがて顔を真っ赤にして、小さな声で告げる。




「そ、それでも……練司を独ひとり占じめしたいって思うんだよ」




　まず最初に出たのは、苦く笑しようだった。

　いすかに対してではない。回りくどい自分に対してだ。

「ああ」

　練司はいすかの肩かたを抱だいた。

　密着しながら、肩に顔を埋うずめるいすか。その顔は真っ赤で、でも嬉しそうだ。そんないすかの顔を見るのは、思えば初めてだった。

　普ふ段だんはケンカをするか一いつ緒しよにダラけるかで、こんなに可愛かわいいと思った事はなかった。
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　二年前のあの事件から、本当に長い道のりだった。

　回り道にもほどがある。

「練司。ごめんね」

「ん、何が？」

「二年前、カレーにナスが入ってるって理由で大ゲンカしたでしょ。あの時のカレー、本当にマズかったんだよ」

「……あれな」

　今でも思い出せる、最後に食べたカレーの味。

「実はカレーに入ってたの、漬つけ物もののナスだったんだ」

「えぇ⁉」

「いや、お袋ふくろが紛まぎらわしい場所に置いておくから、間ま違ちがえて鍋なべに入れちまったみたいで」

「信じられない！　そんなの食べられるわけないじゃん！　なのに練司ってば『カレーなんてどう作ってもうまいだろ！』ってムキになって！」

「だから、ずっと謝りたかったんだよ！」

「……！」

　そう、二年間、ずっと待っていた。

　この瞬間を。

「いすか──俺が全面的に悪かった。許して欲しい」

「しょうがないなぁ」

　真しん摯しな態度で謝る練司に、少しむくれながらも笑ういすか。

　二年前まで続いていた、いつものやりとり。

　これからも、このままずっと──







　仲なか睦むつまじい二人を、遠くから見ている影かげが二つ。

「いいのかい、これで？」

「何か問題があるのか？」

　修復中の新宿駅ビルの上に立つクラウ・ソラスと薄緑。

「練司の隣に立つのはいすかじゃなくて、自分だと思わないのかい？」

「フン。これじゃからお子様は」

　髪かみを梳すいて不敵に微笑む薄緑。

「練司の隣にいるのは、常に妾わらわじゃ。仮に練司がいすかとどんな関係になろうとも、練司は妾なしでは生きられぬ。いついかなる時においても、常に主人の傍そばにいるのが刀というものであろう」

「……そうだね」

　ほっ、と息を吐はくクラウ・ソラスを見て、薄緑も気づく。

「寂さびしいのは、お主の方じゃな」

「否定はしないよ」

「そんなにいすかが良いか。こう言ってはアレじゃが、あの娘こはどこにでもいる平へい凡ぼんな人間じゃ」

「だからいいんじゃないか」

「……そうかもしれぬ」

　クラウ・ソラスは自他共に認める最強の剣けんだ。それを手にする人間と言えば、やはり屈くつ強きような男がふさわしいだろう。いすかのように剣術に秀ひいでたわけでも、殺人狂きようでもない普通の伝承者テイルキーパーというのはＤアームにとって貴重だ。

　練司だってそうだ。義よし経つねのような家いえ柄がらもなければ、王としての器うつわもない平凡な高校生。それが今や義経を凌りよう駕がする大器になろうとしている。

　だからこそ、人間は面おも白しろい。

「面白い人間をずっと見続けられるというのは、Ｄアームの特権じゃな」

「そうだね。僕らは伝承者テイルキーパーが死ぬその時まで一緒だから」

「練司といすかが結けつ婚こんしようが別れようが、妾は常に練司と共にある。そう思うと、いすかが気の毒に思えるくらいじゃ」

「まったくだね」

　二人で笑っている事に、下の彼らは気づいていまい。どれだけ彼らが周りから祝福されているかも。

「クラウ・ソラスよ。しばらくは共に歩む事になりそうじゃな」

「うん」

　Ｄアームの生は長い。たとえ折られようとも、霊れい力りよくさえあればいつかは復元する。ほぼ不死の存在だが、伝承者テイルキーパーだけは別だ。必ず別れがくる。

　人間の命など、ほんの少しだけ立ち寄った街も同然。すぐに過ぎ去り、記き憶おくも徐じよ々じよに薄うすれていくだろう。その短い一ひと時ときが、Ｄアームにとって何よりの喜びなのだ。それが癒いやしであっても、戦いであっても。

「あんなヘタレ伝承者テイルキーパーじゃが、よろしく頼たのむ」

「こちらこそ。泣き虫の伝承者テイルキーパーだけど、よろしくね」

　がっちりと握あく手しゆを交かわす二人。

　人を殺あやめる武器同士の、束つかの間の休息だった。
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　日が落ちる頃ころには、弁慶機関もあらかたの準備を終えていた。

　装備、施し設せつ、補給、連れん絡らくは万ばん全ぜんの状態にある。あとはそれに戦う人間を加えれば立派な軍隊のできあがりだ。

　今日この時ばかりは、東京に世界最強の力が集結している。

「本当にありがとう。来てくださって感謝しています」

「こちらこそ。私たちを信用してくれてありがとう」

　弁慶機関総そう帥すい、武たけ守もり歌か深ふかが手を伸のばすと、エクスカリバーはそれをがっしりと握りしめる。車くるま椅い子すに座っている武守のために身を屈かがめ、礼れい儀ぎ正ただしく黙もく礼れいする。

　本部の作戦室では、部屋の中央に地図が描えがかれている。ホログラフィで描かれた都心の風景の上に、数十人の人間が立っている。まるでミニチュアサイズの都市を踏ふみ潰つぶす怪かい獣じゆうのようだ。

　エクスカリバーだけではなく、世界中からＤアームと伝承者テイルキーパーが集まっていた。明日あしたのために命を差し出す覚かく悟ごを持った者たちばかりだ。各国の組織としての思おも惑わくもあるだろうが、ほとんどは自らの意志でやってきた。

　無論、弁慶機関の人間も大勢並んでいる。彼らは彼らで、外国の奴やつらにお株かぶを奪われまいと躍やつ起きになっている。こんな時にメンツもへったくれもないだろうが、それと感謝の気持ちは別なのだ。

　そして、その集団の中に練司がいる。

「なんで、俺……？」

　正直、怖こわい。

　周囲は年ねん齢れいだけでなく、実戦経験も豊富な先せん輩ぱいばかりだ。専務や常務がたむろしている会場で一人だけヒラ社員がいるわけだから、緊きん張ちようしない方がおかしい。

　ここは率そつ先せんしてお茶ちや汲くみでもすべきなのだろうか、と考えていると、

「大だい丈じよう夫ぶだ。呼んだのは課長なんだから」

　隣にいたライラが背中を叩たたく。

　一応、彼女も三課の係長だ。名だたる面々に比べたら低いが、役職を持っている。しかも総長である片かた剣つるぎ剛ごう善ぜんの娘むすめなのだから、こういう場面には慣れているだろう。

「俺までいる必要あるのかよ」

「あるから呼んだんだ。いいからおとなしくしていろ」

　子供のように窘たしなめられ、練司は憮ぶ然ぜんとした表情で会議を見守る。

　ちょうど武守と各国の伝承者テイルキーパーたちとの挨あい拶さつが終わったところで、

「さて」

　彼の車椅子が作戦室の中央まで動いた。

　ホログラフィで描かれた東京の、ちょうど新宿の位置にいる形になる。

「諸君。明日からの話をしよう」

　武守が手を挙げると、彼のＤアームである岩いわ融とおしがレーザーポインターを操作する。彼女が指し示すのは、壁かべ一面のスクリーン。こちらは地図ではなく、とあるリストが書かれてあった。

「敵の大将はグングニル。そして部下は牙の部隊ダブルタスクの竜殺しドラゴンスレイヤー、総勢三十人の軍勢だ。能力を省いた単純な剣気のぶつかり合いだけでも、合計すれば月が地球に激げき突とつするほどのエネルギー量を持っている」

　簡単に言えば、地球が粉々に砕くだけるわけだ。

　それが、明日ぶつかる。

「しかし敵の能力はそれだけではない。竜殺しドラゴンスレイヤーといってもドラゴンに変身するだけではない。例えば先日破は壊かいされたグラムなど、その気になれば不死の力を使う事もできた」

　伝承では竜の血を浴びて、いかなる攻こう撃げきでも傷つかない身体からだを手に入れたのだったか。それでもグラムは倒たおされた。意図的に能力を封ふう印いんしたせいだろう。もしもあれが完全に発揮されていたら、秋あき葉は原ばらまで壊かい滅めつしていた。

「明日はそんなＤアームが暴れ出す。東京の各地で、だ」

　武守の言葉に、全員が黙だまり込む。

「ですが大半のＤアームの位置は補ほ捉そくしています」

　別の場所から発せられた、凜りんとした声。

　巫女みこ服を着た女性だ。

　初めて見るが、確か三種の神器の一人だったはず。

「通常のＧＰＳに加えて、明日は私も指示を出します。さらに勾まが玉たまの力も加えて、全すべてのＤアームを強化します。少しでもお力になれれば良いのですが」

「感謝します、八や咫たの鏡かがみ殿どの」

　武守が頭を下げる。

　彼女が草くさ薙なぎの剣つるぎの姉、八咫鏡か。薄緑と同じように、強い意志を感じる女性だ。

「あなた方の寝しん所じよは、必ずお守りいたします」

　力強い声で宣言するのは、片剣剛善。

　彼は武守がいる場所からわずかに東を見る。

「目下、最優先で防衛すべきは皇居だ。ここだけは何があっても守らねばならぬ」

「それに関しては問題ない」

　エクスカリバーが答える。

「すでにイージスが壁を張っている。何なん人ぴとたりとも壊こわせぬよ」

　ギリシャ神話の女め神がみアテナが用いた盾たて。イージス艦かんの名にも使われているように、何者も侵しん攻こうできない不滅の盾だ。あの盾があればグングニルであろうと攻撃はできない。ただし剣気の限界があるので、東京全土を守る事はできないだろう。

「ならば我々は討うって出るまで」

　武守の言葉に、全員が頷うなずく。

　こうして背後を守ってくれる人がいるから、伝承者テイルキーパーたちは全力で戦えるのだ。

「約束の時間は、明日の朝十時。その一時間前に一課は所定の配置について迎げい撃げき。二課は伝承者テイルキーパーへの装備受け渡わたしの後、山やま梨なしへ移動しつつ通信を続けろ。三課は──」

　そこで武守は三課の課長を見る。

「ウチは好きにやらせてもらいます」

「ああ。その場の判断で足りないところを手伝って欲しい」

「はい」

　三課は常に「その他」を担当している。今回の戦いもそういう役回りだ。ある意味、一番期待されておらず、そのくせ忙いそがしくなる場所だ。

「ああ、それでですね」

　ついでのように発言する課長。




「今回、三課はここにいる若わか林ばやし練司が指揮を執とります」




　肩かたに手を置かれてから、数秒。

「……は？」

「そういう事だから。よろしくね」

　課長は笑ってはいるが、目は本気だ。

「課長はどうするんですか？」

「いや僕はホラ、戦せん闘とうに向いてないから。二課のバックアップに行くよ」

「だとしてもライラがいるじゃないですか！　なんで俺が？」

「それこそ、向いているからだ」

　答えたのはライラ。

「今となっては、私より練司の方が強い。それにＤアームの能力も指揮に適している。適材適所というやつだ」

「でも……」

　それでも物もの怖おじしている練司だが、

「ええい、女め々めしいな！」

　ライラが思い切り頭を鷲わしづかみにする。

「やるのかやらないのか、どっちなんだ！」

「や、やります……」

「よしっ！」

　男らしく頷くと、ライラは練司を解放した。

　やはり彼女の方が向いているのでは、と言おうとしたのだが、

「練司。お前は私たちの上に立つべき男だ。いざとなったら、私はどこまでも練司に付き従い、ついていく。前にも言っただろう」

　真顔でライラは告げた。

　騎き士しが主君に忠誠を誓ちかうように、威い厳げんのある言葉。練司へというより、自分自身への誓せい約やくを交わしているようだ。

　彼女のまっすぐな気持ちは、練司にも伝わる。

　それに応えるのが主君の仕事だ。

「私は、お前の剣けんになる」

「──ああ」

　全て、自分の力だ。

　この気持ちも、練司を構成する一つだ。

「ありがとう、ライラ」

「こちらこそ、礼を言う。私に生きる意味を与あたえてくれた」

　晴れやかな笑え顔がおのライラ。人形のように冷たい顔も美しいが、やはり彼女は笑っている方がずっと魅み力りよく的だ。

　そう思って微笑ほほえむと、練司の身体に複数の視線が突つき刺ささるのを感じた。

「……良い仲だねぇ、練司」

　弁慶機関総そう帥すいの武守は、ずっと笑顔でこちらを見ていた。

「ま、待ってください武守さん。別にこれは浮うわ気きとかそーいうんじゃないですよ？　なんていうか、一いつ緒しよに戦う戦友としての誓いっつーか、あなたが想像しているような関係じゃないですからね？　ていうか前にも言いましたよね？」

　こちらにやましい事はないはずなのに、脂あぶら汗あせが出てきた。

　さらに敵意をむき出しにしているのは武守だけではない。

「おい」

　ライラの父、剛善が仁に王おうのような形相でこちらを見ている。

「やれ」

「？」

　理解する前に、身体が動いた。

「うおおおおおおおっ！」

　横っ飛びで逃にげた練司のいた場所を、鋭えい利りな物体が通過していく。音を立てて壁に突き刺さったのは、数本のボールペン。壁の位置から察するに、心臓と頸けい動どう脈みやくを正確に狙ねらっていた。

「ほう、あれを避よけますか」

　手しゆ裏り剣けんのようにそれを投とう擲てきしたのは、弁慶機関最強の女、三み倉くらであった。背が低いので各国からの来らい賓ひんに埋うもれているが、その強きよう烈れつな存在感は隠かくしようがなかった。

「あ、あんたなぁ！」

　立ち上がり、三倉に詰つめ寄る練司。

「殺す気かよっ！」

「はい。総長の命令ですので」

　眉まゆ一つ動かさずに答える三倉。彼女はこういう女だった。

「この程度で死ぬようならば、それで結構。明日あしたの戦いでは生き残れません。足手まといが一人減るだけの話です」

「ぐっ……」

「しかし若林さんは生き残った。私の全力を避ける事ができた。ならば三課を率いて戦う資格は充じゆう分ぶんにあると思いますが」

「褒ほめてるん……ですよね」

　弁慶機関最強のお墨すみ付つきをもらってしまった。

　三倉がお世辞を言うはずがない。彼女は必要ないと思ったものは切り捨てていく。そんな人間が練司の実力を認めているのだから、喜ぶべきだろう。

「……ふん」

　今の練司の動きを見たためか、剛善も腕うでを組んだまま無言になってしまった。これは一応認められていると思っていいものか。

「そういうわけだ。よろしく頼たのむ、練司」

　そんな周りの反応など気にせず、ライラは手を差し出す。

　元から彼女の気持ちだけは拒こばむ気はない。練司は彼女の手を握にぎった。

「ああ。分かった」

　汎はん用よう性という意味では練司に及およばないが、ライラの力があれば戦局を変える事すらできる。単純な剣の腕でも弁慶機関の上位に入るだろう。ライラより強くなった事より、彼女の信しん頼らいを勝ち取れた事の方が嬉うれしかった。

「なあ、ライラ」

「ん？」

「この会議が終わったら、一緒にメシ食わないか？」

「一緒に、という事は──みんな一緒にか？」

「ああ」

　リーダーとして最初の指令が、食事の誘さそいとは。

　──俺のやり方は、こんなモンだ。

　偉えらそうに命令オーダーできるほど、偉くはない。だからみんな並んで戦う。それが練司のスタイルだ。これからも変わる事はないだろう。

「分かった。夕食はみんなで食べよう」

　ライラが頷うなずく。

「みんな一緒に──か」

　その言葉に反応したのは、なんと武守。

「いいな、それは」

「そうですね」

　三倉も頷く。

「うむ、良いではないか」

　エクスカリバーまで。

「……え？」

　全員の視線が、練司に集中する。







「……で、結局こうなったわけだ」

「まぁ、これはこれで良いじゃろう」

　食堂の隅すみっこのテーブルに座って、山盛りの食事にありつく練司と薄緑。

　いたる場所で酒盛りが始まっており、非常にやかましい。まだ開始してから三十分も経たっていないのに、どういうわけだ。

　練司が「メシ食わないか」と誘った後、全員来たのだ。

　あの作戦室にいた全員が、さらに部下たちを呼んで食堂に集まって宴えん会かいを開いたのである。幹事も主しゆ賓ひんもいない完全な無礼講で、食堂のおばちゃんたちもノリノリで宴会用の食事を作ってくれた。

　こういう場で酒がないのはいかがなものかと思った幹部たちは、自分の部屋に秘ひ匿とくしていたとっておきを持ち出し、さらに酒に弱いＤアームを御ぎよするために倉庫に貯蔵していた酒まで持ってくる始末。

　仕事が終わった者から飲め、という命令オーダーにもかかわらず、すでに食堂の半分以上は酒気に包まれていた。練司たちのような未成年者の方が珍めずらしいのである。

「練司、私ごはん取ってくるね！」

　一緒に食事をしていたいすかが皿を持って立ち上がる。彼女とクラウ・ソラスは、好きなだけ食べられる弁慶機関の食堂が大好きだった。いつもよりはしゃぎながらビュッフェ形式の食事を取りにいく彼女に、数人の男たちが気さくに話しかけている。

「あいつら、いすかに……！」

　立ち上がろうとする練司だが、

「しょーがないよ～」

　赤ら顔で酒を飲んでいる杏が止めた。一応二十歳はたちなのだが、未成年に飲ませているような気がしてならないのは、精神年ねん齢れいのせいだろう。

「明日死んじゃうかもしれないんだし、今日くらい騒さわいだって罰ばちはあたらないよ～」

「……ああ」

　家族や恋こい人びとがいる者は、ほとんど参加していない。

　明日の戦いで命を落とすかもしれないのだから、最後の食事を楽しみたいのだ。練司もそう思ってライラを誘ったのだが、弁慶機関の全員が同じ事を思っていたようだ。

　この中で、何人生き残るだろう。

　そう思うと、バカ騒ぎしている大人たちの一人一人の顔を覚えたくなる。

「懐なつかしいのぅ」

　空っぽのコップを弄もてあそびながら、薄緑が呟つぶやく。

「九く郎ろうもそうじゃった。戦いくさの前は宴うたげを開いた。九郎を慕したう者が寄り添そい、最後の食事を楽しんだものじゃ。悔くいの残らないように、全力で楽しんだものじゃ」

「そっか」

「練司はどうなのじゃ？　このままで良いのか？」

「俺は……そうだな」

　このまま飲み食いして、最後の決戦に臨のぞんでいいものか考える。

　やり残した事はないのか。

「ないな、意外と」

　むしろ満足しすぎて怖こわいくらいだ。

　いすかは傍そばにいる。薄緑もここにいる。

　練司にとって傍にいて欲しい人は、全員いる。

　これ以上望むものは、なにもない。

「親おや御ごさんへ連れん絡らくはしたのか」

「まあ、な」

　練司の両親はＴＶ関係の仕事をしており、休日でもあまり家には帰ってこない。薄緑たちの事も知っているのだが、特に気にしてはいないようだ。練司に関心がないのではなく、両親も同じくらい自由奔ほん放ぽうな性格だからだ。

　その両親も、練司が東京に残ると言った時は心配してくれた。Ｄアームにまつわる話はできなかったが、どうしてもやり残した事があると言う練司の熱意に折れてくれた。彼らのためにも、明日は生きて帰るのだ。

「あまり親に心配をかけるでないぞ」

「ま、俺が死んで弁慶機関が負けたら、その時は親父おやじもお袋ふくろも死ぬんだけどな」

　背中に守るべき人がいる。それだけでも緊きん張ちようするものだ。

「家族……か」

　呟いた薄緑が見ているのは、奥のテーブルのライラと剛善。

　最初に練司が誘ったのに、気がつけばこうなっていた。

　普ふ段だんは厳しい特訓をしている彼女たちだが、今は仲の良い親子として一緒に食事をしている。部下の酒も断って、剛善は楽しそうに談だん笑しようしている。そこに交じっている白人の女性はライラの母親だ。三人とも弁慶機関で働いているが、こうやって揃そろうのは珍しい。

　なんとも楽しそうなライラの一家に、練司の顔もほころぶ。

「あ、あのっ」

　呼ばれて振ふり向くと、糸がいた。

「練司さん、飲み物とってきました」

「おっ、ありがとう糸」

　コップを受け取ると、糸を隣となりに座らせる。

「……なんだそれ？」

　見れば糸は飲み物の他ほかにも、たくさんのビニール袋ぶくろを抱かかえていた。中には肉や野菜がぎっしり入っている。

「あ、これはですね、北海道出身の方がジンギスカンやろうって言い出して、私も誘われたんです。ほら、あそこ」

　糸が指さした一角では、ジンギスカン鍋なべを囲んでいる一団が。そんなもの食堂の備品にはなかったので、完全に自前だろう。

「北海道ってのは宴の席じゃ、とにかくジンギスカンやるモンなのか？」

「いえ、そういうわけではないんですけど……」

　否定する糸だが、表情は楽しそうだ。

「けど、良かったな。同郷の仲間がいて」

「はいっ！　地元の話で盛り上がれます！」

　ひとりぼっちだった糸の周りに、気がつけば人間が増えていく。

　弁慶機関に入ったからではなく、元々持っている糸の資質だ。彼女の近くにいると、こちらまで元気づけられる。

「なぁ、糸。明日あしたの戦いの事なんだけど。俺が指揮を執とるってのは聞いたな？」

「はい！　練司さんの命令ならどんな事でも聞きますよ！」

「そっか」

　練司は頷くと、明日の作戦を伝える。

「糸。お前は明日、戦うな」

「……えっ？」

「前線には俺たちが行く。糸は後方で支し援えんに回れ」

　糸の顔が青ざめる。

　やっぱり彼女が期待していた命令オーダーは与あたえられそうにない。

「練司さん！　私──！」

「待て糸。言いたい事は分かってるつもりだ。お前も俺たちの横で一いつ緒しよに戦いたいって言うんだろ？」

「分かってるなら──」

「ダメだ。お前は前に出て戦う事に向いていない。これはお前が若いからとか、未熟だからという理由じゃないんだ」

　興奮する糸に、さっきもらった飲み物を勧すすめる。糸はコップを手にすると、ぐいっと一気飲みして気を落ち着けた。

「そりゃ俺だって、お前には死んで欲しくない。けどそんな理由で後方支援を任せるわけじゃない。いいか糸。お前のクトネシリカの能力はなんだ？」

「雷かみなりになれる事……ですけど」

「そうだ。その能力で、色々なものを運んで欲しいんだ」

「運ぶ……？」

「ああ。物資やケガ人、情報なんかを雷の速さで運ぶんだ」

　糸の表情が変わる。

　賢かしこい子だから、練司の言いたい事をよく理解してくれる。

「雷ってのは確かに強いが、Ｄアーム相手には通用しない事もある。けど移動だけなら別だ。敵がどんなに強くたって、糸の速さは損そこなわれない」

「そっか……」

　音よりも速く動ける力は、制せい御ぎよが難しい。脳の神経の伝達速度よりも速く動けたところで、どうにもならない。特にいすかなどは全力で移動したら、瞬まばたきする間に地球の裏側まで簡単に行けてしまう。それを戦せん闘とうで活用するの無理だ。

「私が動き回って、みんなを助けるんですね」

「そうだ。糸の速さが必要なんだ」

「分かりました！　そういう事なら、がんばりますっ！」

　ガッツポーズを取る糸。

「けど、やっぱり寂さびしいです」

「糸……」

「わ、私だって、練司さんの傍にいたいんです。一緒に戦いたいんです」

　それができない事を、糸は理解している。

　だけど感情は納なつ得とくしてくれないのだ。

「最後かもしれないのに──練司さんがいないのは、嫌いやです」

「糸の気持ちは分かる」

　練司は椅い子すから立ち、糸の頭を撫なでた。

　柔やわらかい糸の髪かみの感かん触しよくと、彼女の震ふるえが伝わる。

「なぁ、糸。俺が今ここにいる理由は、お前のためなんだぞ」

「え？」

　泣きそうな顔の糸が、言葉を止める。

「俺が今まで戦ってきた理由は、いすかのためだ。けどな、今ここにいるのは糸がいるからだ。糸がここでがんばってるから、俺は弁慶機関を辞やめられない。俺が一番守りたいものは、糸なんだ」

「練司さん……」

　思えば全すべては糸の事件から始まった。

　Ｄアームに魅み入いられた糸をロキの手から守る仕事で、練司の運命は大きく変わった。

　変えてくれたのは、他ならない糸だ。

　ヘタレだった練司に活かつを入れ、立ち直らせてくれた少女。

　彼女の恩に報むくいたいのだ。

「……お気持ちは分かりました。嬉うれしいです」

　あまり嬉しくなさそうな顔の糸。

「じゃあ、明日は頑がん張ばれるか？」

「ええと──そうですね」

　何故なぜか口ごもる糸。

「あ、あのっ！　だ、だったら、私もお願いしてもいいですか？」

「なんだ？　俺にできる事なら」

「あ、あの、その……」

　徐じよ々じよに声が小さくなる。

　聞き取ろうと耳を近づけると、糸は練司の耳元に口を寄せて、こう囁ささやいた。




「──一度だけ、お兄ちゃんって呼んでもいいですか？」




　頰ほおが赤くなった。

　練司も糸も。

「…………」

「…………っ！」

　しばらく無言で見つめ合っていると、糸の方が目を逸そらした。

「あ、あはは、わ、忘れてくださいっ！」

　忘れる事などできるものか。

　最後になるかもしれない席で、糸が命令オーダーと引き替かえに頼たのんだ事だ。

　本気なのだろう。

「あー、糸」

　咳せき払ばらいをして、まず糸ではなく薄緑を見る。

　案の定ニヤニヤ笑っていたので、手で追っ払ぱらう。

「その、な」

　練司も照れながら言葉を探す。

「……今となっちゃ、お前は妹みたいなモンだと思ってるし、別に、その、そう呼ばれても問題はないだろって、お、思うわけで」

「あ、あああ、その、ごめんなさい、私のせいで」

「そういうわけだから、その、まぁ、うん」

「は、はい」

　糸はずっと下を向いてもじもじしていた。恥はずかしくてたまらないのは練司も同じだ。

「……ブッ」

「……アハハハ」

　やがてどちらもおかしくなって吹ふき出す。

　そういう遠えん慮りよをする間あいだ柄がらじゃなかった。

　少しだけ笑ってから、糸は顔を上げる。

「ありがと、お兄ちゃん」
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　少しアクセントが違ちがうように聞こえた。北海道の訛なまりだろうか。

　彼女の心が安らぐ故郷への想おもいを乗せた言葉は、それでもやっぱり照れくさかった。

　そう呼ばれても、糸に対する気持ちは少しも変わらない。

「んふふ～、この際だから練ちゃん、わたしの事も『おねいちゃん』って呼んでいいんだからね～」

　箸はしをくわえてニンマリ笑っている杏と目が合った。

「てめぇ杏！　いつからそこにいた⁉」

「最初っからいたじゃん～」

　そう言えばそうだった。

「でも、わたしは別に構わないのです。反はん抗こう期の弟を持ったような気持ちで日々生きておりますので～」

「へいへい、言ってろ」

　そう言いつつ、すでにこういう会話が姉弟きようだいのそれだ。まんまと杏の術中に嵌はめられた気がするが、指し摘てきするとさらに調子に乗るので黙だまっておく。この女とは、ずっとこんな関係でいいだろう。

「気がつけば、家族増えたなー」

　両親がいた時よりも多くなっている。

　騒さわがしいが、楽しい。

「おーい、糸ちゃん！　ジンギスカン焼けたぞ！」

　向こうのテーブルからゴツい男たちが手を振ふっている。

「あ、はいっ！　今行きます！」

「練司たちも来い！　みんなで食おうぜ！」

　弁慶機関の仲間たちが待っている。

　家族と言うなら、彼らだってそうだ。

「行こうぜ、薄緑」

「うむっ」

　練司たちの他ほかにも、ジンギスカンに興味を持った連中が集まってくる。

　これだけ大勢の家族に囲まれて、本当に幸せだ。

　明日は、必ず勝つ。

　練司の胸に熱いものがこみ上げてきた。
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　目覚めると、いすかが隣となりで寝ねていた。

　別に色っぽい話ではなく、あのまま食堂でみんな寝ていたのだ。テーブルは全部撤てつ去きよされており、たくさんの布ふ団とんが敷しかれていた。そのままダウンしたのは練司たちだけではなく、多くの機関員がいびきをかいていた。

「う……」

　頭が痛い。

　記き憶おくが定さだかではないが、もしや酒を飲まされたのではなかろうか。昨日は人生で一番の大おお騒さわぎだったので、どれがジュースでどれがアルコールかすら分からなくなるほど錯さく乱らんしていた。ただし杏は意識がはっきりしたまま酒を飲みまくっていた記憶はある。

「お、おぉ……練司、おはよ」

　身体からだをバキバキ言わせながら、いすかも起きてきた。

「……頭痛い」

　やはりいすかも酒を飲んだのか。

　未成年に酒を飲ませたのは誰だれだ。犯人を特定したいが、あの祭りのような宴えん会かいでは難しいだろう。

「シャワー浴びてこよっと」

「あ、俺も行く」

　眠ねむ気けと酒気を払はらうには、それが一番だ。

「なんで練司もついてくるの？」

「別に女性用シャワーまでついていくわけじゃねーから」

　そんな事を言い合いながら、朝なのに満員状態のシャワー室へ入る。更こう衣い室は昨日の疲つかれを払いに来た野や郎ろうどもでごった返しており、合宿のような雰ふん囲い気きを感じた。

　熱いシャワーを浴びて、疲れを取る。

　おろしたての支給品のシャツを着て、制服に袖そでを通す。

　黒を基調とした弁慶機関の防護スーツ。これの性能のおかげで命を救われた経験はまだないが、ジャージより動きやすくて軽い。手足が思うように動いてくれる。

　スカーフの端はしをぎゅっと絞しぼると、鏡に映った自分を見る。

　最後かもしれないのだ。

　無様な姿で死にたくはない。

「よしっ」

　顔を叩たたいて、準備完かん了りよう。

　気合いは充じゆう分ぶんだ。

　更衣室から出ると、もう集合の時間だった。

　急いで地下にある駐ちゆう車しや場じようへ走る。

「遅おそいぞ、練司」

　薄緑が待っていた。

　彼女は変わらない。何百年経たとうとも、美しさが色あせる事はない。

「悪い」

　彼女の手を取り、集合場所まで走る。

　ライラ、糸、いすか、それに課長と杏が待っていた。もちろん彼女らのＤアームである八はつ丁ちよう念ねん仏ぶつ団だん子ご刺ざしやクトネシリカ、クラウ・ソラスもいる。

「死ぬんじゃないぞ」

「みんな、がんばってね～」

　課長と杏に見送られ、練司たちは車に乗り込む。ベンケイ警備保障のロゴマークがついているライトバンが満まん杯ぱいになると、運転席の八丁念仏団子刺しがインカムで準備完了の合図を出す。

　言葉は少なかった。

　全員やるべき事を理解しているし、別べつ離りの言葉も必要ない。

「発車の指示が出ました」

「よし、行こう」

　練司が頷うなずくと、ライトバンはゆるやかに動き出す。

　それに合わせて駐車場に停とまっていた他のライトバンも一いつ斉せいに動き出した。隊列を組んで進むライトバンは、さながら戦車のようだ。

　暗い地下駐車場をパレードの如ごとく進むライトバン。

　ふと、道の脇わきに誰かがいるのが見えた。

　武守歌深だ。

　車くるま椅い子すから立ち上がり、杖つえをついている。

　ふらつきながらも二本の足で立ち、戦場へ向かう伝承者テイルキーパーたちを見送っているのだ。

　やがて練司たちが乗るライトバンが近づくと、武守と目が合う。

　練司は無言で頷く。

　ライラは任せろ、という意思表示だ。

　武守の許嫁いいなずけであるライラは、練司と同じように武守を無言で見ていた。彼女がどんな心境なのかはよく分からない。しかし個人的な事情を抜ぬきにしても、生きて彼の下もとへ帰りたいと思うのは全員が共通する認にん識しきだ。

　武守や課長や杏は、戦わないわけではない。ここ弁慶機関本部を守るという、重大な任務がある。敵も確実にここを狙ねらうだろうし、もしも破は壊かいされれば通信がままならなくなってしまう。

　彼らに背中を預け、伝承者テイルキーパーたちは東京の街に出る。

　無人の道を走るライトバンの群れは、やがて首都高速四号新宿線に入る。少しだけ高い場所から見下ろす東京は、静かで物もの寂さびしかった。

　しかし、その寂しさももうすぐ終わる。

「みなさん」

　ハンドルを握にぎっていた八丁念仏団子刺しが呟つぶやく。

「始まります」

　彼の言葉に、全員が頷く。

　身構える前に、それは起こった。

　練司たちの前を走っている車が、突とつ如じよ爆ばく発はつしたのだ。

「⁉」

　何が起きたのか。

　決まっている。敵の攻こう撃げきだ。

「はぁあああああああっ！」

　爆発した車から、数人の伝承者テイルキーパーが飛び出した。あれくらいで死にはしない。剣けん気きを纏まとった伝承者テイルキーパーたちが空に舞まい、空中から降りてくる複数の人間と剣を交かわす。

　空が爆発した。

　車のみならず、なにもない空中に火の玉がいくつも生まれる。あれはＤアーム同士がぶつかった際に生じた衝しよう撃げき波はと、Ｄアームそのものの能力のせいで発生した火だろう。

「進みます」

　八丁念仏団子刺しの冷静な言葉と共に、ライトバンは加速する。首都高速を走るライトバンは山手やまのて線方面へと我先に進んでゆく。

　上から降ってきた敵に関しては、爆発したライトバンにいた連中に任せる。ここで立ち止まっては、グングニルを倒たおせない。

「今、何時だ⁉」

　ライラに尋たずねる。

「九時半──約束の時間には、まだ早い」

　グングニルと約束した時間は十時。

　ボスの命令オーダーに逆らうＤアームが出ている──と、いうことは。

「イマの仕し業わざか！」

　また誰かを暴走させたのか。

　敵の事を探さぐっても仕方ないが、イマとグングニルはどういう関係なのだろう。単純な配下だとしたら、どうしてグングニルの名めい誉よを汚けがすような真似まねをするのか。

　それともイマはグングニルの下についているわけではないのか。「破は滅めつ衝しよう動どう」の能力はグングニルにもかかっているが、少なくとも練司たちの前では従順な部下に見えた。

　いや、今はそれを考えている場合ではない。

　すでに敵の攻撃は始まっている。

　ならば理由など考えず、降りかかる火の粉を払うのみ。

　敵の攻撃があれだけとは限らない。必ずもう一度来るはずだ。

「あれ！」

　横を見る糸の視線を追うと、併へい走そうしていたライトバンの上に人間がしがみついていた。獣けもののように両手両足を使い、猛たける身体を震ふるわせていた。

　まだ若い男性だ。その手に持っているのは、両りよう刃ばの長剣。

　伝承者テイルキーパーだ。

「お……おおおおおおおっ！」

　叫さけびながら手にしたＤアームをライトバンに突つき入れる。その瞬しゆん間かん、車のドアを開けて弁慶機関の伝承者テイルキーパーが飛び出した。

　直後、爆発する車。

　弁慶機関の伝承者テイルキーパーは全員無事だが、攻撃を仕し掛かけた伝承者テイルキーパーは爆発に巻き込まれていた。身体からだが焼け焦こげながらも、全身を剣気で覆おおってガードしているようだ。彼の安否を確かめる前に、一斉に攻撃されているのが見えた。

　練司たちの車はそれでも止まらない。最高速で走り続ける。戦う仲間たちが遠ざかるのを見ながら、また別の攻撃に備える。

　バン、という音に顔を上げた。

「おぉぉぉぉ……！」

　練司たちの前の車の上に、同じように伝承者テイルキーパーがとりついている。

　すでに竜殺しドラゴンスレイヤーの能力が発動しかけているのか、全身に鱗うろこがびっしりと生えており、身体の剣気が増ぞう幅ふくし始めている。

　だが、その顔は苦く悶もんに満ちていた。

　暴走する身体を必死で抑え込もうとして、涙なみだを流している。

　先日のＤアームの襲しゆう撃げきはイマの能力によって引き起こされたものだが、今度は違ちがう。正しよう真しん正しよう銘めい、グングニルの命令オーダーで動いている。死者を操あやつるというグングニルの能力が遺い憾かんなく発揮されているのだ。

「くっ！」

　練司は薄緑の手を握る。

　壮そう年ねんの伝承者テイルキーパーの剣気がますます膨ふくれあがり、練司たちのライトバンに届こうとしている。もはや接せつ触しよくは避さけられない。

「糸！」

「はいっ！」

　練司の命令オーダーで、糸はクトネシリカを手にする。

　座ったままだが、糸の全身に電流が流れる。自らを雷かみなりに変化させ、この場にいる全員を連れ出して逃にげるのだ。

　脱だつ出しゆつするために、全員がドアを開ける。

　すでに前の車の仲間たちは脱出に成功していた。あちらは雷ほど速くはないが、鍛きたえられた剣気のおかげで時速百キロ以上のスピードで地面に放り出されても平気なようだ。

「ぉぉぉ……ぉぉぉぉぉぉ！」

　膨れあがった剣気がライトバンを押し潰つぶす。

　その瞬間、伝承者テイルキーパーの口が開いた。




「殺して……くれ……！」




　練司の目が見開かれる。

　一瞬後、練司たちは空中にいた。

　真下で爆発するライトバンは、つい一秒前まで自分たちが乗っていたものだ。

「危ないところだったな」

　狼おおかみの化け身しん、クトネシリカが練司と薄緑を口にくわえていた。糸はライラと八丁念仏団子刺しを抱かかえている。雷になると重さも感じなくなるようだ。

「助かったぜ、クトネシリカ」

「……にしても、この持ち方はなんとかならぬかのう」

　前に持ち上げられた時、練司も同じ事を思った。しかし二度目ともなれば慣れる。かといってクトネシリカにライラをくわえさせるのもどうかと思うのだ。

　雷の力で上空を舞う練司たち。

「大だい丈じよう夫ぶ、みんな⁉」

　光に変化できるいすかとクラウ・ソラスはその場に浮ふ遊ゆうしている。全員脱出に成功した事を確認し、練司は安あん堵どの息を漏もらす。

　眼下に広がるのは、すでに戦場と化した首都高速だった。

　それまでに襲撃してきたグングニルの手下たちが、巨きよ大だいな竜に変化していた。全すべて牙の部隊ダブルタスクのＤアームと伝承者テイルキーパーだ。もとは人間だった者たちも、Ｄアームに取り込まれている。大小様々な竜たちが、弁慶機関の伝承者テイルキーパーたちに攻撃を受けている。

　剣気の光が明めい滅めつし、続く轟ごう音おんが全てを吹ふき飛ばす。

　巨大な剣気が首都高速を薙なぐと、道路が真っ二つに割れた。

　フェンスはすでに吹き飛んでおり、下のビルや道路に傷をつけている。あの一角だけ大おお地じ震しんが起きているかのようだ。

『弁慶機関の伝承者テイルキーパーに告ぐ』

　インカムから武守の声がする。

『その場で移動手段を失った者は、竜たちを迎げい撃げきしろ。一匹ぴきたりとも残すな』

　厳しい言葉だが、他ほかに手はない。

　一度グングニルに殺された者たちを救うには、もう一度殺すしかないのだ。

『進める者は、とにかく前へ進め。新宿を越こえたら、浅あさ草くさ方面へとにかく進め。グングニルはそちらにいる。たった今、八咫鏡がグングニルの居場所を突き止めた』

　残念だが、武守の言葉は必要なかった。

　空を飛んでいる練司たちの目には、はっきりと見えている。

　山手やまのて線の圏けん内ないを覆うようなドーム形の剣気。あれはおそらく皇居を中心に張られたイージスの剣気だろう。いかなる攻撃も通さない絶対防ぼう御ぎよの剣気がある限り、グングニルは手出しできない。

　問題は、その向こう。

　渋しぶ谷や区くの上からでも視認できる剣気と、その土台。

　山手線の円を挟はさんで、さらに向こう側にある墨すみ田だ区くの空。

　天を貫つらぬくようにそびえ立つ、槍やりのような建物がある。

　その建物から発せられる、おびただしい量の剣気。

　全高六百三十四メートルの塔とうを、さらに高く見せている。

　あれが、敵の根城。

　あそこまで辿たどり着けば、全てが終わる。

『──東京スカイツリー。グングニルはそこで待っている』
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　東京の色が変わってゆく。

　空の光すら一定ではない。

　新宿の上空は雷らい鳴めいが轟とどろく曇どん天てんに覆われており、そこから北の池いけ袋ぶくろには雪が降っている。さらに渋谷は炎ほのおが燃えさかっており、それら全てが一瞬で切り替かわる。

　地じ獄ごくを体現したかのような光景。

　Ｄアームの能力同士がぶつかっているためだ。

　巨大な竜が息を吐はけば、そこに竜たつ巻まきが生まれ。その風を切り裂さく刃やいばは重力場を生みだし、周囲の建物を粉ふん砕さいする。斬られた竜の体液が毒に変わり、それを浄じよう化かする光の雨が降り注ぐ。

「すごい……」

　空中で糸が呟つぶやいた。ライラの身体を抱だきしめたまま、眼下の光景に目を奪うばわれている。

　練司だってこんな東京は見た事がない。

　弁慶機関の精せい鋭えいの強さは知っていたつもりだが、それが集団で戦っている姿は初めて見るのだ。街を破は壊かいする事に躊ちゆう躇ちよもせず、全力でＤアームを振ふるう先せん輩ぱいたちの姿は、もはや人の限界を超こえていた。

　神話に出てくる武器を使う者は、すでに神話の存在だ。

　超ちよう常じようの力を持って戦う者は、端はたから見れば天災にしか思えない。

「急ごう」

　練司が呟くと、いすかと糸とライラが頷うなずく。

「練司、このままスカイツリーまで飛ぶぞ？」

　服をくわえたまま、クトネシリカが尋たずねる。

「ああ、頼たのむ。その後はすぐに離り脱だつしろ。ケガ人を連れて、東京から出るんだ」

「承知した」

　身体にわずかな電流が流れた。

　そう思った時には、練司たちの身体は移動していた。

　新宿から中央線沿いに東へ。

　秒速三百キロメートル以上の速さで移動するので、生身では耐たえられない。剣けん気きで全身を守っていてもバラバラに壊こわれそうだ。

　しかしそのくらい速く動けないと、牙の部隊ダブルタスクの攻こう撃げきで死んでしまう。こうしている間にも、山手線圏内には炎の雨が降り注いでいるのだ。イージスの守りで地上は平気だが、スカイツリーに近づく伝承者テイルキーパーたちは別だ。

　上うえ野の駅を越え、隅すみ田だ川がわにさしかかった頃ころ。

「ぐっ……！」

　くぐもった声が聞こえる。

　糸が抱きしめているライラだ。

「ライラさん、大丈夫ですか⁉」

　スピードを下げて心配する糸だが、

「問題ない──それより、私を先にスカイツリーに連れていってくれ」

「どうしてですか？」

「悪い予感がする。それを確かめたい」

　ライラは滅多に憶おく測そくで話をしない。大たい抵ていの行動は理由がある。そんな彼女が、しかもこんな時に予感で話をするのだ。

　練司にも思い当たる節がある。

　この大激戦の中、まだ行動をしていない者がいるのだ。

「分かった。クトネシリカは糸についてやってくれ」

「良いのか？」

「ああ。ここからなら、走っていける」

「承知した」

　練司が言うと、クトネシリカの口が開いた。練司は上空からビルの屋上に飛び降りる。軽かろやかに着地すると、ライラと糸もその屋上に降りた。

「先に行く。練司たちが戦いやすいように」

　ライラは手を伸のばし、相棒の手を握にぎる。




「我が命に従え、八丁念仏団子刺し」

「──御意」




　黒服の男が光り、そして一瞬で剣の形態に変化する。

　ライラの手に収まると、彼女はそれを愛いとおしそうに抱きしめた。




「一いつ緒しよに行こう、クトネシリカ！」

「──心得た！」




　激しい雷らい光こうと共に、クトネシリカも剣に変身した。

　湾わん曲きよくした柄つかを手に、糸はまっすぐにスカイツリーを見る。

「二人とも」

　練司は大切な仲間に、最初で最後の命令を下す。

「勝って、生き残るぞ」

「うむ」

「はいっ！」

　笑え顔がおで頷くライラと糸。

　目の前がスパークした。

　光った糸とライラが、隅田川を越えて飛んでいった。

　彼女たちだけではない。東西南北、あらゆる方角から空を飛べる伝承者テイルキーパーたちがスカイツリーを目指している。

　全長六百三十四メートルのスカイツリーに張り付く人間など、巨木を上ろうとするアリのようなものだ。

　さらに今やスカイツリーはグングニルの剣気によって肥大化しているように見える。そうなると人間の大きさなど、もはや微び生せい物ぶつレベルである。

　が、全ての攻撃がスカイツリーに集中すれば、話は変わってくる。

　地獄の業ごう火かを凝ぎよう縮しゆくしたような、巨大な火の玉がスカイツリーに降り注いでいる。

　山のような岩の塊かたまりが、流氷のような氷の槍が、あらゆる方向からスカイツリーを攻撃している。

　もはやスカイツリーを守ろうとしている者など、一人もいない。

　あの塔を倒たおし、グングニルを引きずり降ろそうという意志のみが感じられる。

　世界一スケールの大きい棒倒しだ。

「派手にやるもんじゃ」

　隣となりにいた薄緑が苦く笑しようする。

　だが、笑ってばかりはいられない。

　根城を攻撃されて沈ちん黙もくする王などいるはずがない。

「練司、あれ！」

　空中を警けい戒かいしていたいすかが向けた指の先には、巨大な槍があった。

　グングニルの攻撃──光の槍である。

　スカイツリーとほぼ同じ太さの槍が、天から地上へ降ろうとしている。

　二年前、いすかが乗った飛行機を破壊したのと、同じ。

　練司の運命を変えた槍。

「俺たちも、行くぞ」

「うむ」

　練司は薄緑の手をとった。

　冷たい感かん触しよくが、優やさしく練司を包み込んでくれる。

　──これで、終わりにする。




「踊おどろうぜ、薄緑」

「──喜んで」




　目を閉じ、開くと刀を握っていた。

　使い慣れた鎌かま倉くら太刀たち。

　もはやその重みすら、練司の一部だ。

「いすか」

　腰こしを低くして、練司は呟く。

「お前もスカイツリーを目指せ」

「練司は、どうするの？」

「俺は、あの槍やりを叩たたく」

　空から降る、光の槍。

　おそらく一分以内に地上に落下するだろう。

　ここからスカイツリーまで、約二キロほど。

　それまでに光の槍をどうにかしなければ、付近一帯は焦しよう土どと化すだろう。

　──楽勝だ。

　もう、二度とあの槍を降らせはしない。

「じゃあ先に行くよ！」

「頼む！」

　いすかが光になると、一直線にスカイツリーに飛ぶ。まるでレーザービームのような速さだ。

　すぐに練司も追いかける。

「行くぜ、みんな」

『おおっ！』

　四人分の返事。

　それを柄から感じながら、練司はビルの屋上から飛び降りた。

　壁へき面めんを蹴けり、跳ちよう躍やくする。

　その一跳とびで隅田川を越こえ、さらに橋の欄らん干かんを蹴り、目の前の家の屋根を蹴り、ビルの壁面を駆かけ上がり、そしてまた跳躍。

　天てん狗ぐが修しゆ験げん者しやを翻ほん弄ろうするように、練司の身体からだはふわりと宙に浮うき、いくつものビルを無視して越える。足が地を蹴る度たびにその速さは増していき、雷かみなりの速度までとはいかないが、人間の英知の結けつ晶しようでも追いつけない速度に達している。

「もっと速く跳ぶぜ、膝ひざ丸まる！」

『はいよっ！』

　身体が軽くなるのは、膝丸のおかげだ。

　どこまでも人を斬きるために進化した膝丸の能力のおかげで、人間を超えた速度が出せるようになった。

　この速さと軽さに、練司は助けられてきたのだ。

『……聞こえ…………誰だれ……！』

　浅草通りを越え、本ほん所じよ吾あ妻づま橋ばし駅に差し掛かかった時だった。

　耳に装着したインカムから誰かが叫さけんでいる。

　練司は近くのビルの屋上で立ち止まり、周囲を見回した。

「こちら第三課。近くに誰かいるのか？」

『練司か？　こちら一課の唐から沢さわだ。この通信が聞こえるって事は、近くにいるな』

「唐沢さん？」

　一週間前、崎さき本もとと一緒に特訓につきあってくれた先せん輩ぱいだ。コワモテ揃ぞろいの第一課の中でも、特に強くて恐おそろしい男である。

　そんな彼が呟つぶやいた言葉。

『…………すまん』

「え？」

『練司、今すぐ逃にげろ』

「唐沢さん？　どうしたんですか？」

『……抑おさえ……られない！』

　視線を上げる。

　巨きよ大だいな剣けん気きが降りかかってきた。

「っ⁉」

　剣で受けずに、素す早ばやく後ろに跳んだ。膝丸の力で強化された脚きやく力りよくは、練司の「軽かる業わざ」をさらに増加させる。一跳びで四十メートルの距きよ離りを移動し、隣のビルへと移った。

　そして上空から降ってきた剣気は、練司がいたビルを上から下まで粉々に粉ふん砕さいした。

　轟ごう音おんと衝しよう撃げきが大気を揺ゆらし、練司の視界を奪うばう。

『後ろだよ、練司！』

　膝丸の言葉に従い、さらに攻こう撃げきを避よける。

　必殺の斬ざん撃げきをかわし、練司は振ふり返りながら抜ばつ刀とうする。

　牙の部隊ダブルタスクのＤアームか──

　いや。

「練司……！」

　その敵は、弁慶機関のスーツを着ていた。

　顔もよく知っている。

「横よこ山やまさん……⁉」

　弁慶機関第一課、〝雷らい切きり〟を使う横山という男だ。まだ二十代ながらも熟練の使い手で、常に寡か黙もくなイメージがあった。

　そんな横山が涙なみだを流しながら、剣を向けている。

「すまん……許してくれ……！」

「まさか、横山さん⁉」

　疑問に答える前に、練司の背後で瓦が礫れきが崩くずれる音がした。

　破は壊かいされたビルの残ざん骸がいから飛び上がる、もう一つの影かげ。

　それも弁慶機関の制服を着ていた。

「唐沢さん……」

　Ｄアーム〝鬼おに丸まる〟を構えた偉い丈じよう夫ふ。

　どちらも練司がよく知っている相手。

　昨日の夜、一いつ緒しよに食事をした仲間だ。横山はテーブルの隅すみで黙もく々もくと酒を飲んでいるところを強ごう引いんに鍋なべに誘さそわれているのを目撃したし、唐沢は一課の連中と楽しそうに利きき酒をしていた。

　それが、練司を攻撃している。

「二人とも──殺されたんですね」

　問わずとも分かる。

　グングニルの能力は、そういうものだ。

　常に最前線で戦う一課が死ぬのは当然だ。しかし今日の戦いでは絶対に死んではならなかったはず。

　だが、戦えば死ぬ。

　それがＤアーム──武器というものだ。

「練司、逃げろ！　頼たのむ、逃げてくれ！」

　唐沢の手が震ふるえている。

　理性はあるが、身体が言うことをきかないようだ。

「でないと俺は、お前を殺してしまう！」

「練司、すぐに行け！　そうしなければ、お前も俺たちと同じようになっちまうぞ！」

　二人とも、唇くちびるから血が流れている。唇を嚙かみしめたせいか。勝手に動く身体に少しでも抗あらがいたいのか。

『練司、どうするのじゃ？』

　いつの間にか膝丸から薄緑に変わっている。対人ならば膝丸の方が強いが、ここで彼らを斬るわけにはいかない。

　しかし斬らずに切り抜ぬける自信がない。

　どちらも一課の手て練だれだ。未熟な練司が無傷で切り抜けられるほどの相手じゃない。

「くっ──！」

　うまくＤアームだけを狙ねらえないものか。

　二人同時に相手をするとなると、片方を攻撃している間に、もう片方に斬られる。なんとか二人同時にやれるのなら──

　そう考えていた練司の視界から、唐沢が消えた。

　高速移動で斬りかかってきたのか。そう考えて身構える練司。

　だが、そうではなかった。

「ぐぉぉぉぉぉっ！」

　唐沢の声が遠くから聞こえる。

　声のした方を見ると、人間が空を飛んでいた。

　何者かに吹ふき飛ばされたようだ。

　では横山は？　練司が振り返ると、横山が潰つぶれていた。ビルの屋上に生まれたクレーターの中心に、横山が倒たおれている。

　あの一いつ瞬しゆんで、二人を倒したのか。

　そんな芸当ができる人間は少ない。

　いるとするなら──

「行きなさい」

　練司が想像した通りの人間が、そこにいた。

　小こ柄がらな身体に、長い棒を構えた女性。

「三倉さん！」

「ここは私が食い止めます。あなたはグングニルを」

「でも……！」

「私が止めなくてはならないんです」

　いつになく強い声の三倉。

　彼女の脅おどし文もん句くは慣れている。怖こわい声で無表情に主張してくるのが三倉という女だ。

　だが、今の彼女は違ちがった。

　目を伏ふせ、悲しそうに微笑ほほえんでいる。

「彼らは私の部下です。上司として、諫いさめなくてはなりません」

「三倉さん……」

　死んだ一課の機関員は唐沢と横山だけではないだろう。おそらくどんどん増えている。グングニルの配下になった者が、さらに配下を増やしていくからだ。

　そうなる前に決着をつけなければならない。

　三倉は自らのＤアーム〝如によ意い金きん箍こ棒ぼう〟を担かつぐと、上空を見た。そこでも爆ばく発はつがいくつも生じている。誰だれかが戦っている証しよう拠こだ。あの爆発から、また死者が生まれるのか。

「時間がありません。若林さんに託たくします」

「──はい」

　三倉は背を向けたまま動かない。

　練司は小さく頷うなずくと、ビルから飛び降りた。

「はっ！」

　浅草通りを越こえ、本所吾妻橋駅を駆かけ抜ける。

　たった数歩で一キロ以上の距離を進む。

　やがて目にしたものは、地じ獄ごく。

　まるで獣けもの同士の争いのような、血みどろの戦いだ。

　スカイツリーの下で戦っている竜りゆうと人間は、建物という建物を薙なぎ倒していた。竜の吐はく炎ほのおが街を焼き尽つくし、Ｄアームの剣気がそれを吹き飛ばす。近づいただけで巻き込まれそうだ。

　ここまで来ると、スカイツリーが逆に見えない。

　あまりにも近すぎて、顔を真上に向けないと全ぜん貌ぼうが見えないのだ。

『練司！　まだ間に合うぞっ！』

　薄緑の声。

　頭上でも弁慶機関と牙の部隊ダブルタスクが戦っている。蛇へびのように長い竜と、飛行能力を持つＤアームが激げき突とつしている。

　光の槍やりは、そのさらに上から降り注ごうとしていた。

「うぉおおおおおおっ！」

　練司はアスファルトを蹴ける。

　高く跳とび、とりついた先は──スカイツリーの壁へき面めんだった。

　途と中ちゆう、何匹びきもの竜がいた。壁面に張り付いている竜もいる。しかし練司はそれらを無視し、敵も練司を見ていない。

「ありがとうな、吠ほえ丸まる」

『えへへ』

　敵の認にん識しきから完全に消える能力を持った吠丸の力だ。

　戦いが嫌きらいな彼女だが、戦いを避けるための努力なら惜おしまない。今こうして練司が走っているのも、さらなる戦いへと繫つながる連れん鎖さを断たち切るためだ。

　膝丸に支えられた練司の足は、スカイツリーの壁面を上る。

　百メートル、二百メートル。

　それでも頂上にはまだ遠い。

　だが、それでも良い。

　目的は光の槍だ。塔とうの攻こう略りやくは、仲間に任せてある。

　そして練司が地上三百メートルまで駆け上がった時、最後の力を込めて壁面を蹴った。

　およそ東京タワーと同じ高さから真横に跳び、両手を広げて自由落下する。

　空を見上げると、巨きよ大だいな槍。

　あと十秒も経たたないうちに、地上に激突する。

　人間もＤアームも、敵も味方も滅ほろぼすだろう。

「食っていいぞ、蜘く蛛も切きり丸まる！」

『──いただきます』

　ホルスターから鞘さやを引き抜くと、真上に差し出した。

　すると光の槍から剣けん気きが流れ込み、鞘に吸い込まれていく。

　スカイツリーと同等の大きさを持った槍だが、まるで掃そう除じ機きが塵ちりを吸い込むように易やす々やすと剣気が流れてくる。光の槍が持つ獰どう猛もうな剣気はいっさい感じられない。その攻こう撃げき力が全すべて剣に吞のまれていった。

　一分。

　練司が隅田川で槍を視認してから、それだけの時間が経過した。

　輝かがやきが消えた空を見ながら、練司の身体からだはゆっくりと落ちてゆく。

『やったぞ練司！　グングニルの攻撃は消しよう滅めつした！』

　三百メートルを自由落下している練司の耳に、インカムから聞こえる課長の声。珍めずらしく声がうわずっている。

『あとは、なるべく早く一時撤てつ退たいしてくれ』

「──了りよう解かい」

　と言われたものの、さて、どうするか。

　とりあえずここから離はなれないと。

　なぜなら練司が見ているスカイツリーの影かげが、徐じよ々じよに大きくなっているからだ。

　剣気によるものでも、Ｄアームの能力で肥大化したわけでもない。

　単純に、スカイツリーがこちらに近づいているのだ。

　移動ではなく、落下によって。

　視線を下げると、地上から土つち煙けむりが上がっている。

「やっぱり──やりやがったな、あいつら」

　高みの見物をしているグングニルを、引きずり降ろすという目もく論ろ見みだろう。

　安全な場所から一方的に攻撃できる敵の大将を叩たたくには、こちらから移動するのではなく、向こうに来てもらうのが一番だ。

　だから玉座ごと破は壊かいした。

　持てる全ての力を使って──




　スカイツリーを根本から切断したのだ。




　これは弁慶機関のやり方ではない。

　目的のためだろうが、手段は選ぶ。人を助けるという基本理念があるから、弁慶機関は統制の取れた集団として維い持じできている。

　だとすると、これをやったのは──

　ライラの予感は、当たっていたのだ。

　この行動が正しいとは思わない。

　だが、そうしなければグングニルは降ろせなかっただろう。

『練司、あそこを見よ！』

「──？」

　落下する練司の眼前に、倒たおれてくる塔の壁面が近づいてくる。

　ガラス張りの展望台が見えた。

　そこに、グングニルがいた。

　斜ななめになって倒とう壊かいしてもなお、そこに腕うで組ぐみをして立っている。

　練司と目が合う。

　グングニルが手を横に伸のばすのが見える。

　その大きな手をとるのは──イマ。




「出しゆつ陣じんの時間です、グングニル様」

「──よし」




　グングニルの身体が輝き、そして現れたのは巨大な槍。

　黄金で形作られた槍を、イマが手にしていた。







　４　Ｄ-ａｒｍｓ







　墨すみ田だ区くはほぼ壊滅状態だった。

　東京スカイツリーを中心に、ビル、民家、線路、あらゆる施し設せつの中でまともな形状を保っているものは皆かい無むだった。道路ですら熱や毒で溶よう解かいしており、生物が足を踏ふみ入れられる状態ではなかった。

　その溶とけたアスファルトの上には、複数の竜の死体が。

　竜の形をした剣気で覆おおわれているＤアームも、核かくである武器そのものを折られたせいで、収縮して消えかかっている。

　その竜たちの死し骸がいの横に倒れている、人間。

　弱々しい剣気で身体を覆っていなければ、とっくに死んでいる。もはや指一本も動かせない状態で、血の混じった咳せきをする男が一人。

「ガハッ──クッ、ククク、クハッ、ハハハハハハハハッ！」

　顔を覆って笑い声をあげているのは、阿あ形がただ。

　右みぎ肩かたから血を流しており、剣を持つ事もできない身体でなお笑い続けていた。

「や、やった……やっちまったぜ！　あのクソ野や郎ろうに一ひと泡あわ吹ふかせてやったぜ！　なぁオイ、どうだ！　スカッとしたろ！」

「スカッとはしないな……むしろ疲つかれたよ。ビールでも飲んで休みたいね」

　答えた瀬せ田たも、弱い剣気で全身を覆うのでやっとだ。なんとか立ち上がり、壁かべにもたれかかるが、傷のせいでうまく動けない。

　二人が同時に見ているのは、折れたスカイツリー。

　完全に切断されたわけではなく、根本から四十五度ほど傾かたむいている。塔の内部にある網あみ目め状の鉄骨と、塔そのものを支える心柱が半分ほど切断されていた。おそらく一時間もしないうちに重みで完全に折れるだろう。

「二人とも、逃にげる元気はあるかしら？」

　Ｊも満まん身しん創そう痍いだ。

　三人とも傷だらけで、Ｄアームの剣気を保つのがやっとの状態。周囲にいる竜はあらかた倒したが、もう一匹ぴきやってくれば抵てい抗こうできずに殺されるだろう。

　それでも三人は満足そうな表情だった。

「ま、やるこたぁやったから、俺は充じゆう分ぶんだぜ」

　阿形は自らの剣、スコフニュングをアスファルトに突つき刺さし、杖つえのようにしてよろよろと立ち上がる。

「一番ムカつく野郎に一撃げき喰くらわせてやったからな」

「これで日本が救われるなら、僕も構いません」

　ゲイ・ボルグを肩に担かつぎ、苦く笑しようする瀬田。

「そう」

　Ｊは頷うなずき、空を見た。

　折れたスカイツリーの上では、まだ戦いは続いている。

　しかしグングニルは高みの見物はできない。

　これから弁べん慶けい機関の伝承者テイルキーパーたちが殺さつ到とうするだろう。

　墨田区は今以上に破壊されるはず。その余波は東京だけでなく、千ち葉ばや神か奈な川がわにも及およぶかもしれない。

　それでも、歴史的に見れば小さな被ひ害がいだ。

　グングニルを仕留められなければ、墨田区の破壊など取るに足らないものになる。

　汚お名めいを着るのは、ロキだけで充分だ。

「これで……良かったのよね」

　剣気が保てなくなってきた。

　Ｊ、阿形、瀬田の三人の剣気は、もはや電池の切れかかった状態だ。いつ切れてもおかしくはない。しかも電池と違ちがい、強く気を練らなければすぐにでも消失してしまう。

　他ほかのロキのメンバーは大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　Ｊは仲間を捜さがそうと周囲を見る。

　陽かげ炎ろうが立ちこめるアスファルトには、もはや竜りゆうの死体しかない。弁慶機関の人間も何人か倒れているが、動ける者は別の竜と戦っている。倒れた仲間は置いて、最後まで戦うつもりなのだろう。

　それでいい。折れた剣は捨てるべきだ。

　Ｊは大きく息を吸い、満足そうな笑えみを浮うかべた。

　すると、遠くで声が聞こえた。

「大丈夫ですか⁉」

「お、おい……お前」

　なんと少女が阿形を持ち上げているではないか。まだ小さな身体で、汚よごれた阿形の身体を抱だきかかえたまま宙に浮いている。Ｄアームの力だろう。

　彼女は、確か──島しま原ばら糸いと。

　弁慶機関の少女が、どうして阿形を助けているのだ。

「やはりスカイツリーを切ったのは姉さんか」

　すぐ近くで聞こえる、妹の声。

　阿形に気を取られて、気づかなかった。

「ライラ──」

「詳くわしい話は、安全な場所まで避ひ難なんしてからだ」

　そう言うと、ライラは剣けんを抜ぬく。

　近くの倒壊したビルが細切れにされ、Ｊとライラの前に切断面が落ちてきた。溶けたアスファルトよりマシな足場に、ライラの肩を借りて乗る。そこへ阿形を連れた糸と、瀬田をくわえた犬のＤアームがやってきた。

「……どうして、助けたの」

　動けない身体で、Ｊは尋たずねる。

「弁慶機関としては、お前たちロキの行動は見過ごせない。スカイツリーを切断した罪は償つぐなってもらう」

「その責任は弁慶が持つって、歌か深ふかさんが言ってたじゃない」

「それは今までの破壊行こう為いについてだ」

　不毛な会話だ。

　どのみち今日の戦いでは、あらゆる建物が破壊し尽つくされるのに、今さらロキの行動をあげつらう必然性などどこにもない。

「助けるのは当然ですよっ！」

　答えたのは、糸だった。

「前とは壊こわす理由が違います！　グングニルを倒すためにやってくれたんでしょ⁉　だったら仲間じゃないですか！」

　熱く語る糸に、Ｊは言葉を失う。

　ライラも、阿形も瀬田も黙だまり込んでしまった。

　幼よう稚ちな理論だ。破壊活動をしたのは、前も今も変わらないというのに。

「アッハハハハハハッ、おめぇ、バカだろ！」

　そんな糸を素す直なおに笑う阿形。

「……あんたもね」

　Ｊはライラを見て言う。

「バカは伝染病のようなものだからな」

　ライラはまんざらでもない顔で微笑ほほえむ。

　その表情を見ていると、Ｊもそれに感染している事に気づく。

「そうかも」

　晴れ晴れとした顔で見る空は、相変わらず激しい戦場だ。

　しかし先ほど見た時よりも、ずっと綺き麗れいに感じられた。




　　　　＊




　光が練れん司じを包む。

　いすかの腕に抱だかれているのだと理解した時には、練司は倒れてくるスカイツリーから離り脱だつし、そしてぐるりと上方に旋せん回かいする。

　スカイツリーは折れているが、完全には倒れなかった。

「練司、あそこに降りるよ」

　光になったいすかが見ているのは、斜しや面めんになったスカイツリーの壁へき面めん。ピサの斜しや塔とうよりも傾けい斜しやが激しいそこには、すでに弁慶機関の伝承者テイルキーパーが何人も張り付いている。

「もっと高い場所へ行けるか？」

「やってみる！」

　いすかと共に飛ぶ。

　光の粒りゆう子しになったいすかが、どういう力で練司を抱いているのか不明だが、とても暖かい。力がみなぎってくるようだ。

　そうして長い塔の壁面を上っていく。途と中ちゆう、巨きよ大だいな竜が道をふさいでいたが、練司たちは全すべてスルーした。吠ほえ丸まるの力を使えば、たとえ竜だろうと認にん識しきできない。

　そして今や吠丸の能力は練司以外の人間にも効果が及ぶ。大切なものを守りたいという吠丸の気持ちが、慈じ愛あいの手を広げたのだ。

　やがて再び見えてくる、東京スカイツリーの展望デッキ。まるで剣の鍔つばのように膨ふくれているそこを、さらに通り抜ける。

　さらに百メートルの地点。直立していれば地上四百五十メートルの地点にある、天望回かい廊ろう。

　そこにたった一人で、イマが待っていた。

　誰だれも戦っていない。練司といすかだけが、初めてこの場にやってきたのだ。

「いすか！」

「うん！」

　壁面に飛び降りる練司。

　隣となりには、いすか。

　丸く湾わん曲きよくした斜面は足場が悪いが、練司の「軽かる業わざ」なら平面と同じだ。そもそもこんな状じよう況きようで泣き言など言っていられない。

　目の前──たった数メートルの距きよ離りに、倒たおすべき敵がいるのだから。

『イマ！』

　手の中の薄うす緑みどりが叫さけぶ。

「ウッフフフフ……必ず来ると思っていたわぁ、薄緑」

　イマが手にしているのは、巨大な槍やり。

　あれがグングニル。

　彼女がそれを持っているという事は──




「Ｄアームが……伝承者テイルキーパー？」




　そんな事がありえるのか。

　武器が武器を使うなど、理ことわりから外れているのではないか。

『不思議か？』

「……いや」

　薄緑の声を聞いたら、なんだか納なつ得とくしてしまった。

　もはやＤアームとは、人格を持った一つの存在だ。化け物と揶や揄ゆされるが、化け物にだって心はある。

　そもそも食器や文ぶん房ぼう具ぐが使えるのに、武器が使えない道理はない。

「誰だろうと構わない。敵は──倒す」

　薄緑の刀身を、まっすぐにイマへ向ける。

「勝負だ、イマ」

「フフ──」

　イマもグングニルを構えた。

　おぼつかない足取りで、槍を持つ手もフラフラだ。まるで素人しろうとが初めて持ったように危なっかしい。

　だがそんなもので練司の心は揺ゆらがない。

　義よし経つねを滅ほろぼし、そして今度は世界を滅ぼそうとしたＤアームを、滅めつする。

　斜面を、蹴けった。

「はぁあああああああああああああっ！」

　真一文字を描えがくように、剣気が流れる。

　上段に振ふり上げた練司の刀は、イマがかざした槍の穂ほ先さきに防がれた。火花が散り、練司の身体からだは後ろに飛ばされる。

　が、ここは斜面。少し背後に跳とんだだけで数メートルの高さを落下する事になる。

「っと！」

　練司は壁面をもう一度蹴り、高く跳び上がる。

「フフフ、空中で何をするつもりなのかしら？」

　イマの槍の切っ先が練司に向いた。

　そこから飛び出す、光の槍。

　最初にグングニルが放ったそれとは違い、かなり小さい。それでも軽トラックほどの大きさとＦ１ほどのスピードで正確に練司の左胸を狙ねらっていた。

「くっ！」

　練司は薄緑を振り上げ、空中で光の槍を切断する。剣気でできた槍ならば、剣気で切断する事も可能だ。

「いすか！」

「うんっ！」

　イマの背後から、いすかが斬きりかかった。薄緑よりも太く大きな剣が、頭上からイマへ振り下ろされる。

「っ！」

　イマの手からグングニルが離はなれた。

　そして正面へと跳ぶイマ。

「なっ！」

　跳ちよう躍やくし、落ちた槍の先せん端たんを踏ふむ。反動で跳はね上がったグングニルの石いし突づきが、ちょうどいすかの眼前をかすめた。グングニルの長さと、いすかの位置、それにタイミングを完全に把は握あくしていないとできない芸当だ。

　見た目は細い女だと思って油断してはいけない。

　この女もいくつもの戦いをくぐり抜けたＤアーム。戦せん闘とう技能は人間以上だ。

　だが──

「ちぇいっ！」

　壁面をもう一度蹴り、練司が正面から斬りかかる。

「っ！」

　練司の攻こう撃げきなら、イマは槍で受けるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　少なくとも、イマより練司の方が速い。あの光の槍さえ喰くらわなければ、スピードで勝まさる練司の方が強い。

　Ｄアームの勝負なら、もう負けはしないのだ。

「うおおおおおおおおっ！」

　一合、二合と打ち合う度たびに、イマの身体が下がる。

「はぁあああああっ！」

　さらに背後からいすかの剣けんも加わる。それを穂先と石突でさばくイマ。鉄壁の防ぼう御ぎよだが、徐じよ々じよに押している。

「くっ──」

　イマの表情に翳かげりが見えた。

　そう、これが練司たちの力。

　のんびりと手下を増やそうとしていたグングニルとは違ちがい、練司はずっと自らの腕うでを磨みがいてきたのだ。

　グングニルの配下は確かに強いが、それは弁慶機関の仲間が戦ってくれている。

　本体の強さは、普ふ通つうのＤアームの範はん疇ちゆうを超こえていないのだ。

　そして現在、練司にはいすかという頼たのもしい味方がいる。

　二人でかかれば、グングニルといえども──

「…………！」

　だが、逆に言えば、ここで仕留めなければ最後だ。

　練司かいすか、どちらかが倒れたら勝率は大きく下がる。

　なにしろグングニルは殺した相手を手下にする能力を持つ。

　仮にいすかが殺されたら、いすかとイマ、二人同時に戦わなければならない。一気に形勢逆転されてしまう。

　なによりいすかと戦う事などできない。

　きっといすかも同じだ。練司に刃はなど向けはしない。

　そうなったら、きっと二人とも死ぬ。

　下で待っている仲間たちを、練司は殺さつ戮りくする事になるだろう。

　そうなったら──おしまいだ。

「…………？」

　さっきから、なんだ。

　頭の中がぼやけている。

　誰かが囁ささやいているような気がする。

　──もう、おしまいだ。

　練司の声じゃない。

　この破は滅めつを導く声は──イマ。

「くそっ……！」

　例の「破滅衝しよう動どう」というヤツだ。

　タネが分かっていれば抗あらがえると思っていたが、とんでもない。

　一度でもネガティブな思考をすれば、それに吞のまれてしまう。自分の悪い予感が全て現実に起こりそうな気がしてくる。

　そう、あくまで「気がする」だけなのに。

　それでも膝ひざが震ふるえてまともに行動できない。

『練司！　しっかりせよ！』

　薄緑の声が聞こえる。

　練司も抗いたいが、できない。

　あの牙の部隊ダブルタスクも、きっとこれにやられたのだ。こんなに重苦しい気持ちに苛さいなまされた状態でグングニルと戦えば、負けるに決まっている。

　そして牙の部隊ダブルタスクですら抗えなかったのなら、練司だって──

「れ、練司……」

　呼び声に顔を上げる。

　いすかだった。

　こちらに剣を向けている。

「いすか──！」

　彼女もイマの精神攻撃にやられたのか。

　顔は青ざめ、手足が震え、全身が汗あせびっしょりだ。

　その横でニヤニヤと笑っている、イマ。

　攻撃のチャンスなのに、先ほどから練司たちの様子をじっと見つめている。自ら破滅していくのが楽しいのか。

　そんなイマに、練司たちは勝てない。

　きっといすかもすぐに殺されてしまう。

「くっ……！　蜘く蛛も切きり丸まる……この剣気を……食べて、くれ……！」

　最後の望みをかけてお願いするが、

『むりです──すでに、れんじのなかにはいりこんだちから──わたくしは、きもちまではたべられない』

　はっきりとした拒きよ絶ぜつに、絶望が深まる。

　もはやこれはイマの剣気でなく、練司の心に深く根ざしたもの。

　心──？

　その単語がひっかかった。

　──心ってことは。

「練司……！」

　顔を上げると、いすかがすぐ近くにいた。

「ダメ……私、もう……！」

「いすか！」

　クラウ・ソラスの刀身はすでに練司の間合いだ。

　その剣をいすかはどうするのか。振るのか、刺さすのか。それとも自らを傷つけるのか。あるいは練司を抱だいてスカイツリーから跳ぶのか。

　どれも、させやしない。

「いすか──ごめん」

　練司は震える手で刀を握にぎる。

　そして勢いよく──




　鋭するどい刃を、いすかに突つき刺した。




「……？」

　いすかの肩かた口ぐちにわずかに刺さったのを確かく認にんして、素す早ばやく剣を引き抜ぬく。切っ先を払はらうと、血が跳ねた。

　剣を取り落とすいすか。そして自らもその場にへたり込む。

『練司！　君はなにをやったか分かっているのか⁉』

　クラウ・ソラスが怒ど鳴なるが、

「ああ。これで──いいんだ」

　練司は薄緑の柄つかを反転させると、そのまま切っ先を自分の太ふと股ももに突き刺した。

　刺した痛みはそれほどない。

　それよりも、脳天をかき回されるようなショックが全身を駆かけ巡めぐる。

「お……⁉」

　立ちくらみがするほどの衝しよう撃げき。

　だが不快ではない。むしろキツい目薬をさしたような、痛みを超こえた爽そう快かい感かんがある。

「練司！」

　いすかの鮮せん明めいな声。

「よし──戻ったな、いすか。これでサンシャインの件はチャラだ」

　練司もスッキリした表情で、刀を構え直す。

　敵はもちろん、イマだ。

「どういう事なの……？」

　精神汚お染せんが破られたイマは、動どう揺ようしつつも槍やりを構える。練司たちがフラついている間に殺さなかったのが、最大のミスだ。

「なぜ、私の能力が効かないの⁉」

「知らないのか？」

　付き合いは練司より長いくせに、肝かん心じんな事を忘れているようだ。

　それを知らしめるために、練司は刀を向けて答えた。




「薄緑の剣は──心を斬きる」




　斬れるのは相手の戦意だけではない。強い心も弱い心も、全すべて平等に切り裂さく。

　汚染された心も切り払い、光明を見せる。

　それが覇は王おうの剣けんだ。

「そんな──！」

　たじろぐイマ。

　Ｄアーム同士の戦いでは、よくある事だ。絶対的だと思っていた能力を、想定外の能力で破る。戦せん闘とう経験の少ないイマには分からないだろう。

　おそらくこの攻こう撃げきを破れるのは、薄緑だけではない。世界を探せば精神攻撃を跳はね返すＤアームなどたくさんあるだろう。

　しかしイマは知らない。

　純じゆん粋すいな戦闘ではなく、能力を遊びに使っているようなＤアームには分からない。

　優位性を完全に取り去った今、残っているのはただの哀あわれな女だけだ。

「これで、終わりだ──！」

　練司は剣を振ふり上げ、

『思い知れ、九く郎ろうの仇かたき！』

　真一文字に振り下ろす。

　絶望に歪ゆがんだイマの顔が縦に割れ、光の粒りゆう子しがこぼれ落ちる。

　最後の瞬しゆん間かんまで、彼女が悔くいる事はなかった。

　練司を恨うらみ、薄緑を憎にくむ目を向け、そして散っていく。

「あ……ああああ、ああぁぁぁああああああああああああああぁぁぁぁぁぁっ！」

　イマは消しよう滅めつした。

　妖よう艶えんな女性を構成していたものは、全て剣気の塵ちりとなり、スカイツリーから風に乗って東京の空へ流れていった。

　怨えん嗟さの形ぎよう相そうが残らなかっただけ、まだマシだろう。

　おそらくイマが死んだ事で、彼女の精神汚染に苛まされている牙の部隊ダブルタスクのＤアームも変化するのではないか。グングニルの支配下にあるものの、理り不ふ尽じんな暴れ方はしなくなるだろう。もう遅おそいかもしれないが、戦せん況きようは大きく傾かたむいたはずだ。

　残るは──

「イマを殺したか。やるものだな、竜殺しドラゴンスレイヤー」

　落ちた槍が輝かがやくと、再び人間の姿になった。

　大おお柄がらな白人男性の姿をしたグングニルは、イマの粒子が散っていった方向を一いち瞥べつしただけで、また練司を見る。すでに関心がないようだ。

「これで、アンタもイマから解放されたはずだ」

「解放？」

　グングニルは苦く笑しようする。

「違ちがう。確かに余はイマによって精神を汚染されていた。しかしそれを不快に思った事は一度もない」

「なんだと……？」

　そう言われてみれば、グングニルの表情は初めて会った時から変わっていない。常に余よ裕ゆうを持った王者の風格があった。

「イマの破は滅めつ衝しよう動どうは、非常に心地ここちよいものであった。復活した余の欲望をさらに増ぞう幅ふくさせてくれた。だから余はイマを隣となりに置いたのだ」

「まさかアンタ、最初から破滅衝動を──」

「イマの能力は人間にとっては精神を狂くるわせるものだったかもしれぬ。だが我々にとっては、それは高こう揚ようするだけの興奮剤ざいのようなものだ」

「我々……？」

「全て自分の尺度で考えるなよ、人間！」

　グングニルの恫どう喝かつに、練司は身構える。

「余は武器だ。敵を殺すために生み出された槍だ。その武器が敵の血を欲ほつするのは当然であろうが！　むしろ血を欲しない武器など、存在価値がない！」

　同じ事を、膝ひざ丸まるも言っていた。

　武器とは相手の血によって存在意義を確認するものだ。

　戦わない武器など、武器ではない。

「我々は破は壊かいする者だ！　破滅を導く者だ！」

　グングニルの背後に、武器が生まれた。西洋風の長剣だ。

「これも！」

　その隣に別の武器が出現する。今度は斧おのと、槍。

「これもだ！」

　弓、短剣、矛ほこ、棍こん棒ぼう──

　あらゆる武器がグングニルの周囲に浮ういていた。それらは全て剣気を発しているＤアーム。グングニルが殺してきた「英えい雄ゆう」なのだろう。

「全て破壊のために存在する！　それがなんだというのだ！」

　グングニルの叫さけびに合わせて、周囲の武器たちが人の姿に変化した。グングニルを守るようにして固まる。

　そのどれもが獰どう猛もうな顔をしている。イマはとっくに死んでいるのに。

　武器として、グングニルの配下として、あるべき姿になっただけなのだ。

　イマの破滅衝動は、人間にとっては害にしかならないだろう。しかし武器であるＤアームは、本来の欲望が顕けん在ざい化するだけの増幅器のような役割になるのか。

　思い出してみれば、ヴァジュラも欲望に抗あらがおうとはしなかった。むしろ楽しそうに竜に変身していたではないか。

　それが、武器の欲望。

　破壊というただ一つの役割だ。

「はぁぁぁぁぁああああっ！」

　グングニルの頭上から、光が降り注いだ。

　幾いくつもの光線はグングニルの部下たちを巻き込んでいく。光線をまともにくらったＤアームはその場で消滅し、間かん一いつ髪ぱつで避よけた武器たちは光線の出所を見る。

「練司！　こいつらは私に任せて！」

　空中を浮ふ遊ゆうするいすかだった。

　薄緑に刺されているが、なんとか動けるようだ。

「いすか！」

「さぁ、こっちだよ！　最強のＤアーム、クラウ・ソラスが相手になるっ！」

　光る剣を掲かかげ、いすかが叫ぶ。

　Ｄアームたちはすぐに飛びかかるかと思いきや、グングニルを見た。主君を守るために出てきたのだから、伺うかがいを立てて当然だ。

「ゆけ」

　グングニルが命令オーダーすると、Ｄアームたちはいすかに向かって飛んでいく。上空で輝く剣気の爆ばく発はつに、練司は顔をしかめた。

　そしてまた、グングニルと二人きりになる。

「……余は王になりたいわけでも、世界に恨みを持っているわけでもない。ただ武器としての本ほん懐かいを遂とげたいだけなのだ」

　その言葉には納なつ得とくせざるを得ない。

　ずっと気になっていたのだが、あの力関係ならばグングニルが伝承者テイルキーパーになってイマを振り回した方が強かったはずなのだ。イマの能力は恐おそろしいが、戦闘に関しては素人しろうと以下だった。

　だがグングニルはあくまで武器として、誰だれかに使われたかったのだ。

　イマのように享きよう楽らく的なＤアームとは違い、グングニルは武器としての自分に誇ほこりを持っている。それであんな歪いびつな関係になったのだ。

　人間から見れば非合理的かもしれないが、武器の立場としては自然だ。

「竜殺しドラゴンスレイヤーよ。それでもなお、貴様は余を否定するのか？」

「ああ」

　練司は顔を上げ、グングニルの目をまっすぐに見つめる。

「武器は人を傷つけるものだ。それは認める。でも、だからこそ律しないといけない。鞘さやというものがあるように、使いどころを考えないといけないんだ」

　薄緑と戦い、多くの人と刃やいばを交えた結果、練司が得た結論がそれだ。

「社会というものがある以上、争いは避けられない。けど平和を求めちゃいけない道理はないはずだ。Ｄアームだって平和を求めていいんだ」

「なに……？」

「戦いは必要だ。でも、戦いだけに生きなくていいんだ。もっと他ほかの楽しみを見つけたっていいんだよ、グングニル」

「余は戦う以外の生き方を知らぬ。他のＤアームとて、同じであろう」

「知らないなら、俺が教えてやる」

　手にした薄緑の刀身を見る。

　とにかく食べるのが好きな女だ。蜘蛛切丸は腹はら一いつ杯ぱい食べるのを好んだが、薄緑は味にこだわるタイプだった。さらに幼児趣しゆ味みで、アニメやマンガが大好きだった。

　膝丸も食を好むが、意外とオシャレで、服を選ぶのが好きだ。街へ出て可愛かわいい服を見つけると、まず真っ先に膝丸が反応する。

　吠丸はインドア派で、マンガも読むが小説も読む。テレビや映画も好きで、休日はよくレンタルビデオを借りて、糸と一いつ緒しよに楽しんでいた。

　蜘蛛切丸は──とにかく食べる。それだけが生いき甲が斐いだ。

「なぁグングニル。戦いにも色々あるんだぜ。チェスって知ってるか？」

「好んで嗜たしなむ」

「じゃあ将しよう棋ぎは？　スポーツは？　テレビゲームなんてのもあるぜ？」

「……それらは、全すべて戦いなのか？」

「ああ。殺し合う以外にも、命を削けずって戦っている人がいるんだ。それを見るのも楽しいんだぜ」

「フッ──」

　グングニルが、笑った。

　見下すような嘲ちよう笑しようではなく、心から楽しんでいる笑えみだ。

「竜殺しドラゴンスレイヤー。お前の言い分は理解した。余の知らない世界がまだあるのだな」

「そうだ」

「だが、余はこれが一番好きだ」

　グングニルが突つき出すのは、手刀。

　先せん端たんから槍やりのように鋭するどい剣けん気きが伸のびている。あの光の槍を腕うでに纏まとわせたかのようだ。

「そうか」

　グングニルの一番の楽しみを邪じや魔まするのも、失礼な気がした。

　武器としての使命で戦っているのならまだしも、好きと言われたら仕方がない。

　まさに槍。中心に一本、芯しんが通っている。

　どこまでも貫つらぬこうというのだ。

「練司！」

　肩かたを押さえながら、いすかが叫ぶ。

「いすかは下がってろ。ここは俺とグングニルがやる」

　イマの呪じゆ縛ばくから逃のがれるために肩を刺さしたが、そのせいでクラウ・ソラスを持つ手がおぼつかなくなっている。あれでは斬きる事はできないだろう。

　練司も太ふと股ももを刺したせいで、足が震ふるえている。そう長くは立っていられない。軽かる業わざも満足に使えるかどうか。

「グングニル。お相手願う」

　練司は薄緑を構える。

「弁慶機関第三課、若わか林ばやし練司」

　最大の敬意を払はらい、敵に名乗る。

　それが伝承者テイルキーパーとして、剣士として生きる者の礼れい儀ぎだ。

「余はグングニル。主神オーディンの槍となり、英えい霊れいを戦場へ誘いざなう者」

　光の槍を構えるグングニル。槍といっても長さはグングニルの手から一メートルほど。つまり薄緑とほとんど変わらないリーチだ。槍より穂ほ先さきと呼んだ方が適切かもしれない。

　てっきりそれを飛ばしてくるのかと思ったが、そうではないらしい。

　あの槍の穂先で、練司を斬るつもりなのだ。

　あくまで自分の手で相手を倒たおしたいらしい。

　ならば、それに応こたえよう。

「いくぞ、みんな」

　返事はない。その代わり薄緑の柄つかから刀身にかけて、剣気が漲みなぎるのを感じた。剣より長くも太くもない、刀身そのままの大きさの剣気。四人分の力がそこに凝ぎよう縮しゆくされている。これならどんなＤアームでも斬れるだろう。

　しかしそういつまでも剣気を保っていられない。

　おそらく──一合。

　それで決着。

　でなければ、練司は負ける。

　伝承者テイルキーパーを失ったグングニルは、片腕を失った剣士に等しい。対する練司は足を刺したために機動力に欠ける。どちらも半分の実力しか出せない状じよう況きよう。

　それなのに、練司の剣気は倍以上の力を出そうとしている。

　徐じよ々じよに周囲の景色が消えていく。

　ここが地上百メートル以上の傾かたむいた塔とうの壁へき面めんだという事も忘れ、次し第だいにグングニル以外のものが視界からなくなっていく。

　もはやこの戦いに人類の未来がかかっている、などとは思わない。

　過去も未来も、もはや存在しない。

　なにもない空間に、敵と二人。

　剣士にとって、それだけで充じゆう分ぶんだ。

　柄を握にぎる指の感かん触しよく。

　飲み込む唾つば。







[image: ]







　心臓の鼓こ動どう。

　わずかに揺ゆれる切っ先。

　呼吸に乗せて──跳とぶ。

　練司とグングニルの呼吸が合った一いつ瞬しゆん。

　壁面を蹴けり、駆かけ上がる。

　同時に薄緑を振ふりかぶり、前ぜん傾けい姿勢をとる。

　グングニルの姿が近くなる。彼もこちらに跳んでいる。

　光の槍が引き絞しぼられ、突き出される。

　避けたつもりだった。

　軽業の能力で最大限に跳んだ練司の左肩を、光の槍が掠かすめた。

　それだけで全身がえぐり取られるような痺しびれと喪そう失しつ感かん。

　それでも練司は止まらない。

　振りかぶった剣に全体重を乗せる。

　叫さけんだ。

　声にならない絶ぜつ叫きようと、転ぶように無様な太刀たち筋すじ。

　肉にく薄はくしたグングニルの肩から腰こしへと吸い込まれる薄緑。

　感触はほとんどなかった。

　薄緑の切っ先は、どこまで届いたのか。

　唯ゆい一いつ分かったのは、振り上げた剣を全力で振り下ろせた事だけ。

　そのまま練司の頭はグングニルの胴どうにぶつかった。

　タックルをするように転げ落ち、剣から手を離はなしてしまう。

　──斬れたのか。

　分からない。

　──やったのか。

　考える間もなく練司の身体からだは倒れ、斜しや面めんを転がり落ちていく。

　東京スカイツリーの丸い壁面から落下しそうになったところを──摑つかまれた。

「……⁉」

　そこでようやく正気に戻もどる。

　練司の服の襟えりを摑んでいるのは、グングニルだった。

「良い剣であった」

　グングニルの身体は、肩口から真下に斬り裂さかれていた。

　胴の辺りに薄緑が刺さったままだ。

「お前の勝ちだ」

　強い力で持ち上げられ、練司は壁面に戻される。また転がりそうになったが、両手でしっかりと身体を支える。そうでないと立っていられなかった。

　グングニルは身体の半分が裂けていても、両足でしっかりと立っている。

　──本当に勝ったのか。

　敗者の口から聞かされても、信じられない。

「練司！」

　グングニルの腹に刺さっていた薄緑が光ると、人間に戻って練司の傍そばまで走ってきた。彼女が人間に変身するという事は、もう武器を持つ必要がないという事。

　勝負は終わったのだ。

　なのに──この満たされない感じはなんだろう。

　勝ったという実感がないのは、おそらくグングニルのせいだ。

　だから尋たずねてみる。

「なんで……そんなに嬉うれしそうなんだ？」

「嬉しいからだ」

　グングニルの傷口から剣気がこぼれだしている。イマと同じように光の粒りゆう子しとなって消えようとしているのだ。

「余が負けた事が、ではない。最後に一人の武器として、対等に勝負ができたのが嬉しいのだ。礼を言うぞ、若林練司」

「礼とか……言うなよ。アンタは敵なんだぞ」

「フン。人類の敵か」

　その呼ばれ方が気に入っているのか、グングニルはニヤニヤ笑っている。

「余もこの時代に復活してから世界を見て回ったが、敵などそこら中にいるではないか」

「なに？」

「人類の敵は、やはり人類だ。今回はたまたまＤアームである余が敵だったわけだが、次もそうとは限らぬ。Ｄアームを用いて人類に戦争を仕し掛かける者が、そう遠くない未来に必ず現れよう」

　まるでゲームのラスボスのような台詞せりふだが、練司も否定はしない。

　そもそも弁慶機関という組織そのものが、Ｄアームを悪用する人間を取り締しまるために存在している。規模の大小はあれど、敵はいつも人間だ。

「余を倒した最大の敵として、忠告してやろう。いずれ力に溺おぼれる者が再び現れた時、それに打ち勝つ力を身につけよ」

「……分かった」

　練司が頷うなずくと、グングニルは満足したように微笑ほほえんだ。

　そしてスカイツリーの壁面から一歩踏ふみ出すと、空を飛びもせず落下していく。

　グングニルの身体は空中で光になって霧む散さんし、やがて全すべて消え去った。

　残ったものは、何もない。

　人類の敵も、それを操あやつっていた伝承者テイルキーパーも消えた。

　脅きよう威いは去ったのだ。

「練司！」

　頭上から声がかかる。

　いすかだった。

　練司が返事をする前に、光の速度で抱だきしめられた。

「よかった！　練司が生きてる！」

　グングニルが死んだ事で、彼の配下のＤアームも消えたのだろう。いすかもボロボロになっているが、大きなケガはないようだ。

「いすか──」

　練司もいすかを抱きしめようとして、腕が動かない事に気づいた。

　左肩がブラブラしている。

「うっ……！」

　肩かたの骨が粉々に砕くだけていた。脱だつ臼きゆうどころの騒さわぎではない。あの時、グングニルの光の槍やりを喰らったせいだろう。腕うでがちぎれていないだけ幸運だ。

　そして認にん識しきした途と端たん、痛みが徐々に大きくなっていく。

「おぉぉぉ……！」

　足の痛みと相まって、立っていられない。

「ご、ごめんね練司。支えてあげたいけど、私も肩を刺さされてメチャクチャ痛いの」

　申し訳なさそうないすか。元はと言えば刺したのは練司だから、そこは責められない。

　だが脂あぶら汗あせが出るほど痛い。

　ここは地上百メートル。グングニルを倒した今、下での戦せん闘とうも終わっているだろう。だれか救助に来てくれないものか。

「か、課長……聞いてます？」

『聞いてる聞いてる。今そっちに救助向かわせるから、それまで持ちこたえてくれ』

　インカムから天の声が聞こえる。

『よくやった練司。君の活かつ躍やくで人類は救われた』

「はは……実感ないです」

『そういうモンさ、戦いなんて』

　インカムから聞こえる課長の声に混じって、小さく怒ど声せいが聞こえる。きっとあちらの通信もてんやわんやなのだろう。

　通信を切ると、練司は下を見る。目が眩くらみそうなほど高い。

　足が動くうちに降りなければ落下してしまいそうだ。

　しかし四十五度の斜面を歩いて降りるのは、なかなか難しい。光になれるいすかはともかく、激痛にあえぐ今の練司は軽かる業わざの能力を使っても立っているのがやっとだ。転んだら一気に転落してしまう。

「ほれ」

　倒たおれそうになった練司の身体を、薄緑が支えてくれた。

「薄緑、お前……」

「武器は殺すために生まれたと、グングニルは言ったがの」

　凜りんとした横顔の彼女は、少しだけ微笑んでこう言った。

「主人を支えるのも、立派な仕事じゃと思う」

　そういう解かい釈しやくもあるのかもしれない。

　武器を持つと人間は強気になるのがほとんどだ。それは武器に対する信しん頼らい感かんを意味している。これがあれば大だい丈じよう夫ぶ、という安心にも繫つながる。

　敵を殺すためではなく、自らを守るために存在する武器もいるのだ。

「ま、こうやって物理的に支えるって意味じゃないだろうがな」

「文句があるなら、離すぞ」

「いやスイマセン、もうちょっとなんで手伝ってください」

　下した手てに出つつ、薄緑の肩を借りて立つ。

　ヘリのローター音に顔を上げると、東京の街が見えた。

　ところどころ焼け焦こげている。さらに天災のようなＤアームの攻こう撃げきのせいで、あちこちの建物が倒とう壊かいしていた。

「ひどいね」

　いすかが正直な感想を漏もらす。

「でも、これ以上壊こわされる心配はない」

　牙の部隊ダブルタスクの死者たちも、グングニルから解放されているはずだ。伝承者テイルキーパーの命はもう取り戻せないが、Ｄアームはまたいつか復活する。

　それはグングニルやイマも同じ。充じゆう分ぶんな力が戻れば、また戻ってくる。ただし数百年、数千年の時間が必要になる。

　遠い未来、彼らが復活した時は、世界を滅ほろぼさないように祈いのるしかない。

「おっ、東京タワーが見えるのう」

　目を凝こらす薄緑。

「あっちにはお台だい場ばが見えるぜ。ほら、ライラが切った観覧車」

「私が乗る前に壊れちゃった……」

　しょんぼりするいすかに、練司は苦く笑しようする。

「良いではないか。観覧車など東京にいくらでもある。ほれ、あっちにも遊園地があるぞ」

「じゃあ、今度はみんなで遊園地に行こうよ」

「良いのう。クラウ・ソラスも行きたいであろ？」

「僕は、別にいいよ」

　そう言いつつも、クラウ・ソラスも東京の街を眺ながめている。

「むしろ僕は博物館に行きたい。日本の博物館は凝こってて面おも白しろいんだ」

「上うえ野のの国立博物館、残ってるかな……」

　ここからかなり近い場所にあるのだが、煙けむりでよく見えない。上野方面には精せい鋭えい部隊とエクスカリバーなどの最強Ｄアームが揃そろっているから、大丈夫だと信じたいが。

　遊び場、グルメスポット、隠かくれた名所──

　スカイツリーから見える東京のあらゆる場所を眺めながら、錬司たちは今後の予定を楽しそうに語る。そうしていると、肩の痛みも気にならなくなってきた。

　やがて救助のヘリが到とう着ちやくする頃ころには、今年の休日の予定が全て埋うまるほど、東京について語り尽つくした。

　戦いによって全て失われた場所もあれば、一部が壊れた場所もある。

　その全てを見て回ろうと、錬司たちは決めた。

　この戦いによって何を得たのか、確かめるためだ。

「さぁ、帰ろうぜ。俺たちの東京へ」

　崩ほう壊かいしてなお美しい街を見下ろして、錬司は一人頷くのだった。







　エピローグ







　戦いは終わったが、すぐに人々の暮らしが元に戻もどる事はなかった。

　Ｄアームによる戦火は予想の範はん囲い内とはいえ、東京中に広がった。特に都心の被ひ害がいは天文学的な金額に上り、臨時ではあるが国会などの政治機能は全て大おお阪さかへ移転する事になった。

　死者も多く出た。弁べん慶けい機関の人間だけでなく、グングニルの襲しゆう来らいを信じなかった一いつ般ぱん人じんたちも巻き込まれ、合計千人以上の人間が帰らなかった。それでも弁慶機関の予想人数より大おお幅はばに下回った。

　戦いがほぼ二時間で終わったのが功を奏した。

　練れん司じがグングニルを斬らなければ、さらに拡大していただろう。短期決戦に持ち込んだのは英断だった。

　当然ながら、功労賞は練司が独ひとり占じめだ。

　だからといって練司に何かボーナスが出たわけではない。むしろ前回の東京ドームでの大暴れと差し引きチャラになったくらいだ。減げん俸ぽうがほんの少しだけ緩かん和わされた程度。練司もそれに関して異存はなかった。

　むしろ東京に戻った平和こそが最大の褒ほう賞しようだと思っている。

　そして、復興が始まった。

　急ピッチで行われる作業は、全すべて国と弁慶機関が主導で行う。金銭に関しても双そう方ほうが惜おしみなく与あたえた。

　弁慶機関の仕事は戦いだけではない。Ｄアームを使って土木工事もできるのだ。

　速く動ける能力を使って、物資の運うん搬ぱん。人心を支配する能力でより勤勉に働き、人を癒いやす能力でケガ人の介かい抱ほう。

　平時から戦闘しか考えていない男たちは、むしろ自分の力が他産業にも役立つ事を喜んでいた。武器を人殺し以外に使うのが嬉うれしかったのだ。

　練司を含ふくむ第三課も、ここぞとばかりに働いた。

　学校へ通いつつ、放課後になると建築現場へ走る。日が暮れるまで働いて、夜はみんなで食事をして、そしてぐっすり眠ねむる。

　そんな生活を続けて、半年が過ぎた。







「なんか筋肉ついた気がする」

　休きゆう憩けい時間中、練司の隣となりに座っていたいすかが自分の二の腕をつまんだ。

　暦こよみの上では秋なのだが、厳しすぎる残暑と連日の労働のせいで、すっかり薄うす着ぎになってしまった。弁慶機関で支給されている作業着は丈じよう夫ぶだが、休憩時間になるとみんな脱ぬいでしまうほど暑いのだ。

「そりゃ、ずっと働いてりゃな」

　パンを齧かじりながら、練司は笑う。

　ビルの屋上から見る新しん宿じゆくの街は、すでに人が溢あふれていた。

　竜りゆうによって破壊された都庁の修復はまだ途と中ちゆうだが、新宿駅や周辺のビルはすでに新しいものが建っている。Ｄアームの力を借りたといっても、恐おそるべきスピードである。

　まるでビデオを早回ししているように、東京が戻ってゆく。いすかの話では、ここいら一帯は消し炭になっていて復興どころではなかったはずなのに。

「筋肉つくと可愛かわいくないー」

「いいじゃねーか別に。ダイエットだと思えよ」

「だってさ、ライラちゃんの肌はだって筋肉だらけなのにモチモチしてるんだよ？　なんなのアレ？　ずるいって絶対」

　言われてみれば、確かにおかしい。ライラは幼い頃から鍛きたえているのに、美び貌ぼうも体型も整っている。あれはもう、そういう体質だと思うしかない。

　反対に糸いとなどは順調に成長している。この間も背が伸のびて喜んでいた。

「フフン。こういう時、Ｄアームは便利じゃな」

　大おお股またで堂々と立ちはだかるのは、薄うす緑みどり。

「妾わらわの美しさは、どれだけ働こうとも揺ゆるがないのじゃ」

「お前働いてねーだろ！　俺の腰こしにいるだけじゃねーか！」

　普ふ段だんは軽作業すらしない薄緑だが、彼女がいないと練司の軽業が使えない。戦せん闘とう以外の取り柄えといえばそのくらいしかないので、絶対に必要なのだ。ちなみにいすかは移動の他ほかにも発火の能力を使って様々な場所へ派は遣けんされている。

　戦うために作られたＤアームだが、戦わなくても生きていける。

　薄緑が言っていたように、主人を支えられればそれで良いのだ。

「ふー、食った食った。じゃあ仕事に戻るか」

　パンの袋ふくろをくしゃくしゃに丸めると、練司は腰を叩たたきながら立ち上がる。

「練司は午後はどこに行くの？」

「んー、まだ新宿で仕事」

「そっか。私はこれから大阪まで行ってくるんだ」

　ただ足が速い練司と違ちがい、光になれるいすかは新幹線より速い移動が可能だ。だからこういう時に非常に重宝がられる。

「オッケー。そしたら晩飯は本部で食べるか」

「いいね。糸ちゃんやお姉ちゃんもいるんでしょ？」

「ライラも誘さそえば来るだろうな」

「なんだか、いつも通りだね」

「いいだろ別に」

「うん。いつも通り、みんなでごはん食べよ」

　いすかはそう言うと、光になって西の空へ飛んでいった。あっという間に見えなくなる。

　もう空にいるいすかが堕おとされる事はない。

　そういう世界を、練司が作ったのだから。

「──さて」

　練司は薄緑を見る。

「午後は新宿で仕事、か。お主もサラリと噓うそが言えるようになったのう」

「噓じゃねーよ。それとも、どっか他にあるか？」

「んー、そうじゃのう。この辺なら、明めい治じ神じん宮ぐうとかどうじゃ？」

「いいな。そこにしよう」

　練司は薄緑の手を取り、ビルから跳ちよう躍やくする。

　空を飛ぶように高くジャンプし、南へ飛ぶ。建設途中のビルの鉄骨に飛び移ると、すぐ真下に見える森へと飛び降りる。数十メートルの高さだが、軽かる業わざの能力があれば別だ。

　たった数回のジャンプで、新宿駅から明治神宮へ。

　その隣の代よ々よ木ぎ公園は、非常に良い立地だ。

　周辺には森があり、人っ子一人いない。大おお騒さわぎしても誰だれも気に留めない。

「どうだ、この場所？」

　普段は絵え描かきや散歩客で賑にぎわう代々木公園の中央広場で、練司は振ふり返る。

　フードつきのコートを着た人間がいた。

　背が高くてがっしりとした体格。おそらく日本人ではない。

　手には抜ぬき身みの刀が握にぎられている。

「──確かに、戦うには良い場所だ」

「だろ？」

　練司は肩かたをすくめる。

「弁慶機関第三課係長、若わか林ばやし練司で相そう違いないな？」

「ああ」

　低い声で問うフードの男に、練司は気楽に答える。

「グングニルを滅めつし、東京に平和を取り戻した英えい雄ゆう──一目、会ってみたかった」

「そんな大層なモンじゃねーよ。運が良かっただけだ」

「謙けん遜そんするな」

　男はフードを取る。

　黒人だった。二十代くらいの男性。編み込んだ髪かみの毛に精せい悍かんな顔つき。獲え物ものを狙ねらう格かく闘とう家かの目をしている。

　男は刀を両手で構えた。

「名乗ろう。私はジュード・ブレイズ。Ｄアームは〝菊きく一いち文もん字じ則のり宗むね〟だ」

「菊一文字のブレイズ……あんた、アメリカの？」

　練司の知識では、アメリカのＤアーム管理組織〝ＤＲＢ〟の中でも相当の手て練だれだったはず。黙だまっていても情報が入ってくるほどに有名な男だ。

　ただしその情報は単なる評判ではない。

　事件として、だ。

「組織は抜けた。今の俺は、ただの剣けん士しだ」

「抜ける時に色々やらかしたろ、アンタ」

「さて、なんの事やら」

「よく言うぜ。自由の女め神がみの両りよう腕うで斬きって、ミロのヴィーナスみたいにしたくせに」

　ちょうど三日前だ。ニューヨークの各地でテロのような事件が多発した。爆ばく発はつ物ぶつや毒物を使わない純じゆん粋すいな破は壊かい行こう為いは、Ｄアームでなければできない芸当だ。

「高みに辿たどり着くためだ」

　ブレイズと名乗った男は、構えた刀をゆっくりと動かす。捨て身の上段の構えだ。

　語らずとも、この男が強さにかけた重みは理解できる。菊一文字から発せられる凝ぎよう縮しゆくされた剣気は、練司が今までに見たどの剣よりも鋭するどい。あの片かた剣つるぎ剛ごう善ぜんすらも超こえる剣気を刀身の中に納め、解き放つ時を今かと待っているようだ。

　──強い。

　世界は広い。まだこんな使い手が山ほどいる。

　しかし、だからこそ練司はため息をつく。

「アンタ……そんなに強いのに、平和の大切さが分からないのか？」

「そんなものは、弱い者に任せておけばいい」

　ブレイズの目は変わらない。

「そうかよ」

　ならば練司がとる行動は一つ。

　この男を黙らせるのみ。

　練司が右手を伸ばすと、自然に薄緑が握ってくれる。

「そうだ、それでいい。平和を願おうが争乱を好もうが、目指すところは同じだ」

「戦争バカってのは、どこの国にもいるんだな」

「さあ来い、若林練司。私を楽しませてもらおう」

「──楽しむ間もなく、終わらせてやるよ」

　練司は目を閉じる。

　この世に武器がある限り、戦いは終わらない。

　ならば練司が目指すのは、そういう輩やからを排はい除じよする事のみ。




「踊おどろうぜ、薄緑」

「──喜んで」




　薄緑の手の感かん触しよくが消え、柄つかのそれに変わる。

　太刀たちの柄を握りしめ、練司はブレイズを見る。

「恨うらむなよ、弁慶機関の英雄」

　殺気に満ちた視線を受け止め、練司は息を吐はいた。

　怖こわくはない。

　誰よりも信しん頼らいできる相棒が、最も近くにいるから。

「若林練司が刀──」

『──薄緑がお相手仕つかまつる！』

　誰よりも軽い足取りで、練司は芝生しばふを蹴けった。





おわり









　あとがき







　終わったっ！

　デーゲンメイデン全四巻、これにて終しゆう幕まくでございます！

　楽しんでいただけたでしょうか！




　いつもならフザけたショートショートが繰り広げられる所だけど、なんと今回あとがきがわずか二ページ！

　久しぶりだよこんなに短いあとがき！

　なので言いたい事だけをつらつら書いていきます！




　このシリーズを一緒に作ってきた担当のＮ女史！　そしてシリーズ立ち上げからお世話になったＴ女史！　さらに素敵なイラストを書いてくださった柴しば乃の櫂かい人とさん！　この本の制作、販売に関わった全ての方々、本当にありがとうございました！




　もちろん現在は次のシリーズに向かって突っ走っている最中です！

　このシリーズは真ま面じ目めな話だったので、次は肩の力を抜いて楽しめるような話にしようかな。書きたい事は山ほどあるので、どんどん書いていきます！　なのでよろしければ、皆様もお付き合いください！




　それでは、また次回作でお会いしましょう！

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでしたっ！










デーゲンメイデン




4．東とう京きよう、崩ほう壊かい








田た口ぐち仙せん年ねん堂どう
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